
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき
















　ほとほと呆あきれかえることに俺には現状がさっぱり理解できなかった。普ふ通つうの感性を持っている人間ならば、きっと今の俺の立場と脱だつ力りよく感にシンパシーを覚えてくれることだろう。そして共にこう言ってくれるに違ちがいない。

「なんだ、これ」

「何か言った？」

　俺の隣となりでハルヒが場に似つかわしくないスマイルを浮うかべている。凶きよう悪あくなまでに嬉うれしそうな、常識を一いつ切さい無視して突つっ走ぱしろうとしているときの笑えみである。こいつがこんな笑顔になったが最後、俺たちはどこまでもこの無む軌き道どうな女に付き合って行くところまで行ってしまわねばならないのである。乗った電車の行き先が生徒指導室とか予備校の浪ろう人にん生クラスとかになっていないことを祈いのるしか手だてはない。

　だが、まあ今は祈っている場合でもなさそうで、

「何も言ってねえよ。というか、しばらく何も言いたくない」

　俺のコメントはこれだけだ。

「あっそ。じゃ黙だまってなさい。ここはあたしに任せて、あんたは脇わき役やくになってればいいわ。こういう交こう渉しようごとにあんたは向いてないからね」

　こいつに俺の向き不向き及および進路を勝手に決定されたくはないが、とりあえず俺は口を貝にすることにした。確かに誰だれに何を言えばいいのか解わからんし、下手に適当なセリフを口にして事態を悪化させることだけは避さけたいと思ったからで、しかし誰だっていきなりこんな所で突っ立っている自分を見つければ、俺と同じような心境に陥おちいるだろう。

　そう、突とつ如じよとして自分がどこかの城の王宮に駆かり出され、目の前にやたら恰かつ幅ぷくのいい王様みたいなおっさんが玉座に身を沈しずめているのを目の当たりにしていたらな。

「勇者ハルヒよ」

　と、そのダイヤのキングそっくりのおっさんは重々しく渋しぶい声を放った。

「世界を救えるのは生まれながらの勇者にして、太古から連綿と受け継つがれた伝説の大勇者の血を引くおぬしだけなのだ。どうか余の願いを聞き入れ、この美しい世界を恐きよう怖ふと災さい厄やくによって支配しようとする邪じや悪あくな魔ま王おうを倒たおしてはくれまいか」

「でさ、おっさん」

　ハルヒは脇わきに控ひかえる宰さい相しようみたいな爺じいさんに「陛下」と呼ばれていた王様野や郎ろうに軽々しく言ってのけた。

　どうやら中世風絶対王政を敷しいているらしいが、この国には不敬罪はないのだろうか。そろそろ衛兵が出てきてハルヒを牢ろう獄ごくにぶちこんでもいい頃ころ合あいだ。ただし独どく房ぼうにしてくれよ。俺まで入りたくないからな。

　ついでに言えば、長なが門とと朝あさ比ひ奈なさんと古こ泉いずみだって入りたくはないだろう。こうやって一列に並んでいるからと言って、連座制でお縄なわになるのは勘かん弁べんして欲しい。

「世界を助けてくれってのは、そうね、納なつ得とくしてあげなくもないわ。あたしに依い頼らいするのももっともなお願いだと思うからね。その点は誉ほめてあげる。あなた、いい人選したわよ。このあたしとあたしが率いる連中は、どんな依頼でも秒単位で解決できるからね。ちゃんと実績もあるわよ」

　即そく座ざに全消去してくれと思いたくなるくらいの、デマカセだらけのセリフだ。

　俺の左ひだり隣どなりで、ハルヒは見事に姿勢良く、そして威い勢せいも良く、びしっと右手人差し指を玉座のキング氏に突きつけて、

「でもね、労働には対価が付き物なの。その支配欲よくに取り憑つかれた魔王とやらをぶちのめしたとして、あたしにどんな得があるわけ？　何となくだけど、誰が支配しようが税金納める先が変わるだけって気がするんだけど」

　達者に回る口だよな。俺は生き生きとした顔から目を転じ、ハルヒの衣い装しようをさりげなく観察した。

　勇者ハルヒよ──、なんてこいつに向かって呼びかけるヤツがいたら、通常の俺は気の毒な思いを押し隠かくしながら救急車を呼んであげるか即座にその場を離はなれるかするだろうが、この場においてはさすがにそれは無理だった。なぜなら、今のハルヒの格好はどう難なん癖くせつけるとしても「勇者」っぽかったからである。想像していただきたい。何でもいいから西洋中世世界ベースのファンタジーＲＰＧに出てくる勇者的な衣装をな。だいたい合ってると思うぜ。それが今ハルヒがまとっている衣装なのだ。

「おお、勇者ハルヒよ」

　さっさと城から叩たたき出せばいいのに、王様はなおもハルヒの相手をするつもりらしい。

「悪なる魔王を倒し、世に平和をもたらした暁あかつきには、そなたの名は英えい雄ゆうとして地の果てまで轟とどろこう。その栄えい誉よだけでは足りぬと申すのか」

「そりゃ、申すわよ」

　ハルヒは指を鼻先で振ふった。

「栄誉賞のメダルなんか、煮にても炒いためても食べられないからね。せいぜいオークションで転売するくらいが関の山だわ」

「勇者ハルヒよ。ならばそなたを王宮に迎むかえ入れよう。我が娘むすめである姫ひめと結けつ婚こんし──」

「いらないって、姫さまなんか」

「──ではなく、王子と結婚して同権君主となるのはどうか。ただ、我が子たる王子と姫は揃そろって魔王によって拐かどわかされ、魔王城に監かん禁きんされている。救い出してくれてからの話であるが」

「いらないって言ってるでしょ」

　だんだん声に怒ど気きがこもり始めた。

「そんなわけの解んないヤツとの結婚をチラつかされてあたしが喜ぶと思ってんだったら言っとくわ、あんたメッチャ間違ってる！　どれくらい間違っているかって言うとね、マークシートを一段ずらしで全部塗ぬっちゃってそのまま解答用紙を出しちゃうくらいの大間違いよ！　しかも模試じゃなくてホンチャンで！」

　ハルヒは語気荒あらく叫さけび終えると、俺の耳に口を寄せてきた。

「ねえキョン、このまま反乱起こして革命起こしてやんない？　剣けん突つきつけて脅おどせばこのおっさん、あっさり退位しそうな気がするわ。なんならあんたを王位につけてあげてもいいわよ」

　やるなら一人でやってくれ。俺は反乱にも革命にも王権にも興味はない。世界の片かた隅すみで平和な余生を送りたい。ハルヒ以外の仲間たちも同じことを考えているに違いないさ。

　というわけで、俺はハルヒの視線をかわすように反対側を向いた。そこにあったのは、俺が目に入れて飼えるなら痛いのも一週間は我が慢まんするだろうと思うくらいに愛らしい、朝比奈さんのきょとんとしたご尊顔である。

「あ」

　朝比奈さんは俺の視線に気づくと、それまでの戸と惑まどい顔を和なごやかに微笑ほほえませ、照れくさそうな仕草で両手を広げた。抱だきついてもいいですよというボディランゲージではなく、

「似合ってます？　これ」

　似合うも何も、朝比奈さんが着て似合わなかったらそれはモデルではなく衣装の責任だ。そんな衣類は寒い夜に山さん荘そうの暖だん炉ろにでもくべてやるがいい。

「完かん璧ぺきな魔法使いですよ。他の何にも見えません」

　賛美すべき言葉はシンプルにまとめるべきだと感じつつあるこの頃ごろなので、俺は万感の思いをワンセンテンスに込めて言った。伝わったに違いない。朝比奈さんはますます笑顔となって、

「キョンくんのも、お似合いですよ」

　それはそれは、と俺は何とか笑みをうかべつつも、実際にありがたいと思うべきかどうかははなはだ微び妙みような問題だった。趣しゆ味みにないコスプレが自分にマッチしていたとして何が楽しいことがあろう。俺が取り繕つくろい方を模も索さくしていると、おそらくハルヒとのやり取りに疲つかれたのだろう、ダイヤのキング氏が、

「戦士キョンよ」

　ついに俺にまで声をかけてきた。

「おぬしはどうか。世界を救い、我が姫を妃きさきとして次代の王の地位を保証してもよいが」

　──戦士。それが俺の役回りのようだった。鎧よろいを着て長剣まで腰こしに差しているんだから、そりゃあもう俺は戦士だろう。少なくとも格好だけは。ちなみに剣の心得は中学の時の体育の授業で竹刀しないを振り回したレベルだが、そんなのでもいいのかね。

「手前ミソになるが、姫は美しい」と陛下は親バカを発揮し始めた。「前年度の世界美少女百選で首席の地位に輝かがやいたのだ。魔王に連れ去られなければ今年も連れん覇ぱしていたであろう」

「そっすか」

　俺はそっけなく応こたえる。その姫君がどれほどのものかは一見の価値があるかもしれない。だが確実に言えることは、まだ見ぬ彼女は朝比奈さんより可愛かわいくもハルヒ以上の行動力も長門並みに超ちよう便利でもありはしないに違いないということだった。もはやちょっとやそっとのことでは俺のハートマークは揺ゆらいだりしないのさ。

　大体、ここでうなずいたりしようものなら魔王より早く俺が勇者に成敗されてしまうだろう。そんな未来の光景がシャボン玉のように目の前十センチあたりに浮かんで消えた。

「しつこい王さんねえ」

　ハルヒが何をゴネているのかと思ったら、

「旅の路銀がこれじゃあ全然足りないわ。成功報ほう酬しゆうなんてケチなこと言わないで、限度いっぱいまでくれたらいいじゃないの。そうね、９９９９９ゴールドくらい」

　紙し幣へいが開発されているならまだしも、もし硬こう貨かだったとしたらとんでもない重量になりそうだが、宝箱を背負って歩くのは誰なんだ？　と口を挟はさむのもバカらしい。王おう冠かんでも貰もらっとけよ。どこかで換かん金きんしてくれるだろ。

　なおもハルヒは為替かわせの変動レートや金本位制の有無について質問を飛ばしたあげく、騎き兵へい一万と歩兵五万からなる軍団を護衛につけろとかの、言ってもしょうのないことを言っては陛下と宰相の顔色を困こん惑わく色に染めていた。

　しばらくヒマになりそうだったので、この間を利用し残り二人の格好を簡潔に描びよう写しやしておこう。

　長門は盗とう賊ぞくで、古泉は竪たて琴ごと構えた吟ぎん遊ゆう詩人。終わり。それ以上説明しようもない。見たままだ。

　長門は動かない視線でひたすら真正面の石の壁かべを見つめ続けているし、古泉は空々しいまでの爽さわやかスマイルでハルヒのしゃべくりを静観していた。こいつの衣装を俺が着るハメにならなくて胸をなで下ろすね。うっとうしいくらいに古泉には似合っていたが。

　パーティのメンツはこの五名、早い話がいつものメンバーだ。ただしハルヒの肩かた書がきは団長ではなく勇者で、俺はお供の戦士、魔ま法ほう使つかい朝比奈さんに盗賊が長門、吟遊詩人に扮ふんするは古泉という、なんだか企き画かくの段階でうっかりキャラ設定を別の物語に間ま違ちがって入れてしまったようなミスキャストぶりだった。

　だが、これで何とかするしかなさそうだ。

　ハルヒとダイヤ王陛下が間ま抜ぬけな押し問答をまだやってるおかげで、この世界が置かれている事情は解ってきた。とにかく根元的に邪悪な魔王がいずこからともなく湧わいて出て、この国の支配階級にとってそいつはとんでもなく邪魔であり、おまけに誘ゆう拐かい犯でもあるため、お前らちょっと冒ぼう険けんついでにとっちめてこいって話である。要するにＲＰＧだ。しかも、かなり出来の悪そうな。

「さて」

　俺はそう呟つぶやいて腰の剣を持ち上げてみた。いったい何と戦うのかは知らないが、あまりこいつを使うような局面が訪れては欲しくない。こちとら殺さつ伐ばつとしたシリアス系は苦手なのでね。







　長々とした交こう渉しようがやっと終しゆう了りようした。やっぱりだ。金貨がぎっしり詰つまった宝箱を背負って歩く俺、長門、古泉の姿はハタから見たら勇者一行でもなんでもなく、ただの図ずう々ずうしい物取りなのではないかと疑問を感じる余よ裕ゆうもなく重かった。荷物運び係には慣れているはずだったが、金貨が満まん載さいの木箱はさすがに最近背負ったどんなものよりも重く、ハルヒの体重以上はありそうで、重量で価値が決まるのならば文句なく宝箱の勝利である。

「出だしはまあまあね。この調子でラストまで行くわよ」

　先頭をずんずん進むハルヒの道程に従って、俺たちはひいひい言いながら後を追う。もっとも喘あえいでいるのは俺だけで、長門と古泉はけっこう余力をもって荷物を担かついでいるようだが、長門はともかく古泉にそれだけの腕わん力りよくがあるとは妙に気にくわない現象だった。ひそかに筋トレでもしてたのか、この野郎。俺も誘さそえよな。

　言うまでもなく朝比奈さんに余計な斤きん量りようは与あたえられていない。彼女が持っているのはネジくれた古木の棒であり、それが彼女の魔術的アイテムであるらしい。実はよく解わからない。この朝比奈さんにどんな魔法が使えるというのか、疑問以前にミステリーの一種である。まさか美味おいしい新茶の淹いれ方とかいうような豆知識のことじゃないだろうが……。

「まずは腹ごしらえよ。好きなもんを注文しなさい。軍資金はたんまりせしめたし、景気づけにパアッとやりましょ」

　ハルヒが立ち止まったのは、ナントカ亭ていという木き彫ぼりの看板が店頭に掲かかげられた木造二階建てだった。道みち端ばたに何頭かの馬が紐ひもで繫つながれており、どこか疲れた目を俺たち五人に向けていたりする。生き馬の目を抜く世界観がここの標準であるらしい。

「しかし時代考証のよく解らない町並みだな」

　俺は鎧をガチャつかせながら辺りを見回した。

　城を出てすぐの城下町は、文明レベルで言えば百年戦争当時のヨーロッパ大陸っぽい雰ふん囲い気きだが、もちろん俺が当時の習しゆう俗ぞくを詳くわしく知っているわけでもないので、結局よく解らんとしか言いようがない。道行く人々の格好はまさしくファンタジー系のロールプレイングゲームでしか見たことのないような衣い装しようであり、手っ取り早く、いわゆる『剣と魔法』の世界を想起してみれば話は早い。そんな感じのものだと思ってくれれば余計な説明の手間も省けるから俺としてもかなりの部分で助かる。

　そうして俺が描写能力の限りを尽つくして風景説明をしているうちに、ハルヒはすったかと居酒屋らしき建物の扉とびらを開き、

「ハーイ！」

　上じよう機き嫌げんな声を発し、その店の客を残らず振り向かせた。客層はあまりよろしくなさそうである。どことなく荒あらくれ者の臭においがするブルーカラー的なおっさんが昼間からジョッキを傾かたむけているのだから、この国の就労事情の一いつ端たんが垣かい間ま見みられる。俺が背負う宝箱に集中する視線もなかなか不穏おん当とうであり、よほど長門の後ろに隠かくれようかと思ったくらいだ。

　だが、それも、

「今日のお客さんはラッキーよ！　飲み食いしたぶん、全部あたしが払はらってあげるから。奢おごりよ、奢り。お金のことは気にしないでいいわ。全額王様負担だからさっ」

　と叫ぶまでのことだった。怒ど号ごうみたいな歓かん声せいが安やす普ぶ請しんの木造壁へきを揺るがしたかと思うと、居酒屋の中は宴えん会かいモードに突とつ入にゆうした。

「店の主人はどこ？　とりあえずメニューに載のってる料理と飲み物、端はしから順番に持ってきて！　五人前ね！」

　ハルヒはずかずか奥のテーブルまで進むと、出てきた髭ひげ面づら親父おやじに豪ごう気きな注文をしてから、

「なにやってんのよ、キョン！　みんなも！　さっさとこっち来て座んなさい。前祝いよ、前祝い！」

　いったい何を事前に祝おうというのか。そんな俺の疑問に対する答えは、誰だれからも与えられることなく喧けん噪そうの中で空中分解するのであった。

「…………」

　立ちつくす俺の横を、盗賊に扮する長門が沈ちん黙もくと宝箱を背負って通り過ぎ、

「わあ……。すごいいい匂においですね」

　朝比奈さんが形のいい鼻をくんくんさせながら続こうとして、

「わきゃっ」

　マントの裾すそをふんづけてすっころび、

「それにしても涼すず宮みやさんは気前がいい。ですが元は国庫ですから、こうして民衆に還かん元げんするのが一番なのかもしれませんね」

　古泉が朝比奈さんを助け起こして、俺に微笑みかけた。例によっての余裕をかましたニヤケ顔であり、長門の無表情も朝比奈さんのおとぼけさんぶりも部室で見るのと変化なし、ハルヒなんかは意味なし元気パワーをさらに加速させている感がある。何かに取り残されているように思っているのは俺だけで、全員この状じよう況きようにあっさり馴な染じんでいるようだ。

「わっ、これ美味しい！　何の肉？　マンモス？　今までに食べたことのない味がするわ。後で食材とレシピを教えてちょうだい」

　テーブルに次々運び込まれる料理の皿を前に、すでにハルヒは舌した鼓つづみを打っていた。

「あれのどこが勇者だって？」

　俺は宝箱を床ゆかに置いて呟いた。

　魔王退治の依い頼らいを受けて城を出るなり居酒屋に飛び込み、せっかくの軍資金を装備や道具に使うことなく無む駄だに消費しようとする、そんな勇者がどこにいる。
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「キョン、早く来なさいよ！　この発はつ泡ぽう酒しゆ、アルコールきついけどけっこうイケるわよ！　早くしないと全部飲んじゃうから！」

　ハルヒが陶とう器きのジョッキを振ふり回しながら俺を呼ぶ。しかたがない。あんな勇者でも俺たちのリーダーだ。革命のコマンドがないのと同じ理り屈くつで、しがない一戦士としてはここで離り反はんするわけにもいかない。一人では行く当てにも困ることだしさ。

　勇者一行が陣じん取どるテーブルへ、俺は歩き始めた。







　それからどのくらいの時間が経たったのか、時計がないのでよく解らないものの、店中を巻き込んだどんちゃん騒さわぎは依い然ぜんとして続行中だった。

　どぶろくみたいな発泡酒をすっかりお気に召めしたハルヒは杯さかずきを空にするたびメートルをどんどん上げていき、隣となりのテーブルにいたおっさんと肩を組んで奇き怪かいな歌を合唱している。

　その横では長門が後から後から運ばれる名めい称しよう不明の料理を黙もく々もくかつ淡たん々たんと平らげ続けていた。この居酒屋の食材は無限かと思えるほどだったが、もっと無限を疑うべきは長門の胃い袋ぶくろである。あれだけの量が果たしてどこに収まっているんだ？

　ぽろりろ、と弦げんを弾はじく音がした方を見ると、壁かべ際ぎわに椅子いすを移動させた古泉が竪たて琴ごとをつま弾びいて、何人もの町娘むすめたちに囲まれていた。その娘さんたちが古泉を見る目が、まるで地上に降りたアポロンを見つめる純真な乙女おとめのようで、まったく俺は不ふ愉ゆ快かいだ。

　まあ別にいい、俺には朝比奈さんがいるしな、と自分を慰なぐさめようとしてみたが、朝比奈さんも俺のそばにいてくれたりはしていなかった。どこにいるかというと、

「お待たせしましたぁ。ご注文はこれでよかったですか？　あ、はぁい、ただいまお伺うかがいしまーす」

　なぜか店のウェイトレスとなって、テーブル間をいそがしそうに走り回っている。ハルヒの押しつけに従って一いつ杯ぱいひっかけてしまったのが悪かったらしい。ほんのりと頰ほおを染めつつ、嬉うれしそうに厨ちゆう房ぼうとテーブルを往復しているのだった。

「おい、古泉」

　さすがに黙だまって飯喰くうのも限界だ。とっくに腹一杯になっていたこともあって、俺は流しのミュージシャンのように竪琴で弾き語りをしている急造の吟ぎん遊ゆう詩人を呼び寄せた。

　古泉は町娘たちのうっとりした視線を背中に浴びながら、

「どうしました、戦士キョン。我々のこの状況に何か不満なことでも？」

　あたりまえだ。満足してる場合じゃないだろ。

「そうですね。一刻も早く魔ま王おうを倒たおさないといけないのでしたっけ。でも、一日二日遅おくれるくらいなら許容範はん囲いですよ」

　そうじゃねえ。魔王を倒す以前の問題があるだろう。

「ここはどこだ」と俺は言った。「このロープレみたいな世界は何なんだ。どうして俺たちはこんなところにいる。誰が連れて来やがった？」

　古泉は漂ひよう白はく洗せん剤ざいみたいに白い歯を見せて、

「実は僕にも解りません。たぶんあなたと同じで、ふと気がつけばいつの間にか王宮にいましたね。それ以前の記き憶おくが曖あい昧まいでして。あなたは覚えていますか？」

　それが思い出せないから不安になってるんだよ。王様の御ご前ぜんにいる自分を発見する前、俺はいったいどこで何をしていたっけな。

　竪琴片手に古泉は、

「気のせいかもしれませんが」とエクスキューズをしておいて、「どこかでゲームをしていたような感覚があるんですよね。テーブルトークＲＰＧのようでもあり、パソコンを使ったオンラインゲームのようでもあり」

　俺は顔をしかめた。そう言われればそんな気もする。しかし実感はまったくない。ゲームをしてたはずが、そのままゲーム世界の中に飛び込んできた──なんて、そんなお手軽なシチュエーションを簡単に信じたくはないぞ。

「朝比奈さん」

　ぱたぱたとよく働くマント姿をした給仕少女を呼び止める。

「はーい」

　お盆ぼんを抱かかえて小走りで来た朝比奈さんは、

「ご注文は？」

　そうではなくてですね。あなたは魔法使いなのかメイドなのか、どっちのロールプレイをしているのかと訊ききたかったが、

「これはどういうことです」と俺は置いていた剣けんを拾い上げて、「ハルヒが勇者で、魔王を倒すだの何だのって、どういったわけで俺たちはこんなところにいるんです？」

「えっ？」

　朝比奈さんは愛くるしい目をぱっちりと開いた。

「これ、テーマパークのアトラクションじゃなかったんですか？」

　初耳です。

「えっと……。みんなで遊園地みたいなところに来て、館みたいなところに入ったような気が……。確か役になりきって冒ぼう険けんするんじゃなかったでしたっけ？」

　俺は古泉にアドバイスを求めた。だが古泉もまた顎あごに指を当てて首をひねっている。

「その割にはリアル指向ですね。城やこの店が作り物で、ここにいる人々がエキストラのようには全然思えませんが。それに僕にはそんな記憶はまったくありませんよ」

　俺にもない。ゲームしてた記憶も遊園地に行った記憶も、同じくらいないぜ。

「あれ？」朝比奈さんはたおやかな手を頰に当て、「何だか最初から魔法使いだったような気も……。あれ？　変ですね……。ＳＯＳ団……涼宮さんは勇者で、キョンくんは戦士で……。あれれ？」

　俺は溜ため息いきを吐つく。ハルヒなんぞを勇者として頼たよりにしなければならない世界があったとしたら、そこは異常なまでの人材難だ。ハローワークで募ぼ集しゆうしたほうがまだマシな勇者が集まるだろう。

「朝比奈さん、魔法使えるんですか？」

　ためしに訊いてみたところ、朝比奈さんは自信ありげに、

「使えますよー。見せましょうか？　ほら、これが耳が大きくなる魔法で……」

　実演してくれた。

「これが百円玉にタバコを通す魔法です。えいっ、えいっ」

　目め頭がしらが熱くなってきた。違ちがいますよ朝比奈さん、それは魔法ではなく……。確かに英訳したらどっちもマジックですが。

「あれ、うまくいかないなぁ。あっ、練習ではちゃんと出来たんですよ。もう一回、」

　いや、もういいです。充じゆう分ぶん堪たん能のうしました。

　俺が額を押さえていると、どこかのテーブルから給仕を要求する声があがり、すかさず「あ、はい、はいっ」と手品使い師朝比奈さんは慌あわてた仕草で駆かけ寄ろうとした拍ひよう子しに、マントをふんづけて転んだ。

「ひゃあっ」

　もうこうなったら最終兵器を持ち出すしかあるまい。

「長門」

　頰をぱんぱんにふくらませて料理を音もなく咀そ嚼しやくしていた小こ柄がらな盗とう賊ぞく姿は、俺の呼びかけにひっそりと立ち上がってやって来た。

　そして俺が口を開く前に、

「シミュレーション」

　と言って、俺の前にある食いかけの皿をじっと見つめた。

　シミュレーションだと？　この状況はどう見てもＲＰＧだろう。

「…………」

　長門は言葉を探すような雰ふん囲い気きで立っていたが、やがて淡々とした声で、

「わたしにもよく理解できない。もっとも高い可能性は、ここがシミュレーション空間であるということ」

「それはつまり」と古泉が言った。「我々は何者かによる何らかの手段によって、現実とは切り離はなされた別の空間に放り込まれているということでしょうか」

　長門はこくんとうなずいて、しかし目は皿の上に落としたままである。俺は手近の椅子を引き寄せて座るように促うながし、料理を長門のほうに押しやって言った。

「何者かによる何らかの手段って何だよ。こんな真似まねができるのは誰だれだ？」

「解わからない」

　長門は答えて、それがどうしたと言わんばかりに俺の食べかけを黙々と頰張った。そして食い終えてから、

「終しゆう了りよう条件が設定されているように感じる」

　憮ぶ然ぜんとした俺へのサービスのつもりか、考えるような顔つきでゆっくりと、

「状態を復帰させるトリガーが存在するはず」

　それは何か、と訊くまでもないな。今現在の立場として、俺たちがしなければならない任務とは、この場合……。

「魔王を倒せ、でしょうね」

　古泉が代わりに言って、優ゆう雅がに竪琴をかき鳴らした。







　そんなわけで俺たちは魔王を倒さなければならない。これで問題の一つは片が付いた。とにかく目的だけは明確になったってわけだからな。後は手段を考えればいい。

「それはいいのだが……」

　俺はうんざりとした顔をハルヒに向けた。最大の問題が残っている。言うまでもない。いつだって問題を発生させるのは、この迷めい惑わくなＳＯＳ団団長だった。

「料理が足んなくなってきたわよ！　ほら、新しく来たお客さんにも駆けつけ三さん杯ばい！」

　宴えん会かいは三日目に突とつ入にゆうしていた。この間俺たちがしたことと言えば、宿屋と居酒屋の往復だけである。魔王の城がどこにあるかとか、レベル上げのためにモンスターと戦うとか、有益なアイテムを探すとか、いっさい何もやっていない。

　ハルヒは勇者などではなく単なる気前のよすぎるお大だい尽じんになってるし、朝比奈さんは運命のようにメイドと化し、古泉は日に日に上達する竪琴の腕うで前まえを観衆に披ひ露ろうしては女性たちの潤うるんだ目をひきつけ、長門は完全にフードファイターである。

　ひょっとしたら自分たちは勇者とその一行などではなく、偽にせ勇者とその一味なのかもしれないと思い始めている俺だった。この世のどこかに真しん剣けんに世界を憂うれう正義感溢あふれた善人パーティがいて、その名を騙かたる不届き者が俺たちの正体なのかもしれん。この間違いに王様が気づき、捕ほ縛ばくを命じられた衛兵がいつ店の扉とびらをぶち破って登場するかとヒヤヒヤものだ。まったく、誰かが入ってくるたびにギョッとする。食い過ぎたわけでもないのに胃が痛むのはそのせいで、その胃痛の原因がまた新たに軋きしむ扉を押し開いてやってきた。衛兵ではなさそうなので安あん堵どする。

　それは年ねん齢れい不ふ詳しようの爺じいさんだった。隠いん退たいした仙せん人にんのような白はく髥ぜん白はく眉びに皺しわ深い顔を持ち、今にもフォースの何たるかを教えてくれそうな気配を漂ただよわせている。その爺さんは何を思ったか、俺に鋭するどい眼光を向けてきた。

「……まだこんな所におったのか」

　そんな呆あきれたように苦言を呈ていされても、俺は腰こしを引かすくらいしかできないぜ。

　爺さんは木こ枯がらしめいた溜息をつくと、ハルヒが陣じん取どる奥の席へ向かった。

「勇者ハルヒよ」

「何か用？」

　酔すい漢かんたちと即そく席せきアームレスリング大会を開いていたハルヒは、胡う散さん臭くさそうに老人を見上げた。

「参加料は金貨一枚よ。優勝者の総取りってことでいいんなら、そっちのトーナメント表に名前を書き込んでちょうだい」

「愚おろか者」

　爺さんはあまりにも的確なことを言い、

「とっくに魔王城への道半ばと思いきや、未いまだにこの町を出ておらんとは何たることか。勇者ハルヒよ、破は滅めつの時はすぐそこに迫せまっておるのじゃ。その前に魔王を倒すのが己おのが使命であると思い知れ」

「誰、このお爺さん。やたら偉えらそうだけど」

「わしは」と爺さんは年とし甲が斐いもなくまっすぐな背筋をさらに伸のばして、

「森の賢けん者じやじゃ。おぬしたちに様々な情報を与あたえ、正しい道筋を辿たどらせるのがわしの役目なのじゃ」

　店内が静まりかえり、老賢者の渋しぶい声がますます響ひびき渡わたる。

「本来ならばおぬしたちが来るのを待つべきなのだが、いつまでたっても来ないものだからこうしてわしのほうから出向いてきたのじゃよ。よいか勇者ハルヒよ──」

「解ったわよ」

　何が解ったのか、ハルヒはいともあっさり立ち上がって笑えみを浮うかべた。

「そろそろこんなんが来る頃ころだと思ってたわ。ちょうどお金も使い果たしたみたいだし、場所替がえするのも悪くないかもね」

　確信犯的とは今のハルヒを表す言葉だろうな。しかし軍資金を残らず遊興費に使ってしまうとは、とんだ勇者様ご一行がいたもんだ。

「やれやれじゃ」

　森の賢者とやらが俺の心中を代弁し、

「さあ、ついて参れ。勇者ハルヒとその仲間たちよ。まずは第一関門におぬしらを案内せねばならぬ」

　やっとか。俺は首を振ふりながら腰を上げた。見ると古泉は名残なごり惜おしげな町娘むすめたちと一人一人握あく手しゆをして別れを惜しみ、朝比奈さんは店の主人からバイト代が入っているらしき小さな革かわ袋ぶくろを手渡されていて、長門は早くも店の外で俺たちを待っている。

「キョン、行きましょ」

　俺の腕を引き、戸口に向かう途と中ちゆうでハルヒは振り向いた。

「じゃっ、ちょっくら魔ま王おう倒たおしてくるわ。財宝ぶんどって来るからさ、そん時はまたみんなで宴会しましょ。きっとよ！」

　店の客たちの歓かん呼こが、俺とハルヒの背中を後押しした。







　城下町を出ると、そこは緑の平原だった。色の濃こいところが森で、薄うすいところが平野になっている。グラフィックをケチったみたいにシンプルな風景だ。

「よいか」と森の賢者は俺たちを先導して歩きながら、「まずはあれに見える森の最深部、そこに洞どう窟くつがある。なに、短い洞窟なので迷うことはなかろう。中に宝箱が一つあり、その中身は魔王城に入るための門の鍵かぎじゃ」

　それを取ってこい、というわけである。

「オッケー」

　ハルヒはうなずくや否いなや、

「さあみんな、ちゃっちゃと終わらせましょ。行くわよ！」

　やにわに走り出した。追いかける以外にないだろう。勇者一人を猪ちよ突とつ猛もう進しんさせるわけにはいかないからな。

　背後で老賢者が何か──「待て」とか「話はまだ」とか──言っていたような気がしたが、ハルヒのスピードに付き合っているおかげであっという間に遠ざかる。

　森の中のまっすぐな道を走って数分、突つき当たりに洞窟があった。なんか怪あやしい気配がする。いかにも凶きよう悪あくなモンスターが宝箱を守っていそうな……と誰しもが思うところだが、思わないのがハルヒである。そのままの勢いで洞窟に突とつ貫かんした俺たちは、五歩も進まないうちに立ち止まることになった。

「うわ」

　そこは巨きよ大だいなホール状になっている。何でか壁かべが薄く発光していて、まったくの暗くら闇やみではない。そのため見たくもないものが見えた。

「わあ、大きい……」

　朝比奈さんがそう言って息を吞のむ。

「確かに」古泉が首しゆ肯こうして、「どうやって倒しましょうね」

「…………」

　長門はただ見上げているだけだった。俺もそうである。言葉をなくして目の前にわだかまる巨大な影かげを凝ぎよう視しするのみだ。

「えーと」

　ハルヒはこりこりと頭を搔かいた。

「最初に出くわすモンスターがこれなわけ？　どっかおかしいんじゃないの？」

　頭のネジに故障を抱かかえるハルヒが疑問視するのも無理はない。

　そこにいたのは竜りゆうだった。バカみたいにデカくて、とてつもない威い圧あつ感かんで俺たちを睨にらんでいる。どうやらこいつが洞窟の主あるじにして、宝箱の守護者らしかった。

　呆ぼう然ぜんと見ている中、巨竜はぱっくりと大口を開き──。

　どうしようもない。そいつのドラゴンブレス一発で、俺たちは全ぜん滅めつした。







「だから言ったじゃろう」

　森の賢者がしかめ面づらで言っている。

「最後まで話を聞くのじゃ。洞窟のガーディアンドラゴンは、今のおぬしたちのレベルで敵かなう相手ではない。戦わずして鍵の在処ありかまでたどり着かねばならぬのじゃ」

　森の入り口に俺たちはいる。全滅したはずなのになぜ生きているのかと言うと、言うまでもなくここがセーブポイントだったからだ。それ以外に何かあるか？

「解ったってば」

　ハルヒは不ふ機き嫌げんそうに言って老人の言葉を遮さえぎった。

「ようは鍵を取ってくれば文句ないんでしょ？　今度は上手うまくやるわよ」

「だからわしはその方法を教えようと──」

「いいから、もう黙だまっときなさい」

　ハルヒの瞳ひとみが爛らん々らんとしているのは、あのドラゴンへの復ふく讐しゆう心のためだろう。

「さっきは油断してたわ。不意を打たれたってやつよ。心構えさえしてたら、あんなのにやられることはなかったわよ。次はコテンパにしてやるからね！」

　そう言ってまた駆かけだした。ということは半強制的に俺たちも走り出すことになる。できれば別行動を取りたいのだが、そういった選せん択たく肢しはどこにもないようで、正直、どうにかして欲しい。

　そうやって再び洞窟に突入した我々は、再びドラゴンに直面することになり、ドラゴンブレスを浴びるところまで忠実に再現して、やっぱり全滅することになった。







「話を聞けと言うのに」

　森の賢者の声は疲つかれているようだったが、俺はもっと疲れている。朝比奈さんなんか、うんうん唸うなりながら地面に横たわっているほどだ。古泉のスマイルにもいつものキレがなく、表情に変化がないのは長門だけである。

「もう、腹が立つわねえ」

　ハルヒはイライラと爪つめを嚙かんでいた。ご立腹もやむなしと言えるだろう。

　俺たちの全滅は五回を数えていた。それもこれも、ハルヒが考えなしに突とつ撃げきを敢かん行こうするからである。洞窟突入に続く対竜戦せん闘とう、ドラゴンブレス一いつ閃せん──というパターンが五回繰くり返され、結果も繰り返された。次も同じなら、俺たちは六度目の全滅を味わうことになるだろう。さすがに飽あきてきた。

「ハルヒ、ちょっと落ち着いて爺さんのアドバイスを聞こうぜ。このままじゃ、こっから永遠に動けないぞ」

　ハルヒはふんと鼻を鳴らし、どっかと胡座あぐらをかいて座った。賢者は安心したように、

「うむ。では教えよう。洞窟の竜を眠ねむらせることが先決じゃ。その隙すきに鍵の場所までたどり着けばよい。竜を眠らせるには、」

　と、懐ふところから水すい晶しよう玉だまを取り出して、

「この『惰だ眠みんの玉』を使えばよい。じゃが、ただでくれてやるわけにはいかん。というのも、わしは年のせいかこのところ関節痛に悩なやまされておるのじゃ。東の地に生えているという『痛風一発草』なる草がよく効くといわれておる。それを取ってくるのじゃ、さすれば『惰眠の玉』はおぬしたちに──」

　森の賢けん者じやがセリフを止めたのは、素す早ばやく立ち上がって剣けんを抜ぬいたハルヒが切っ先を喉のど元もとに突きつけたからである。

「回りくどいのはよしましょ」とハルヒは追い剝はぎのような笑みを浮かべて、「草っぱなら後で取ってきてあげるわよ。いいからその玉よこしなさい。いい？　あたしたちは子供のお使いやってんじゃないのよ。勇者と勇ゆう敢かんな仲間たちなの。世界を救うのが目的で、そのためには手段を選ぶヒマはないのよね」

　愕がく然ぜんと口を開ける哀あわれな老人に、ハルヒは不気味な声を投げかけた。

「ちょっとでも動くとスパッといっちゃうわよ。これでもあたしは敬老精神持ってるからね、心が痛むわ」

　森の賢者、口ぱくぱく。アイテムを強ごう奪だつしようとする勇者に世界も救われたくなかろう。

「さ、有ゆ希き。今のうちにかすめ取るのよ」

　盗とう賊ぞくだからな。だが、この状態の老賢者から玉の一つを取り上げるくらい、特別なスキルが必要とも思えない。

「…………」

　長門は急ぐふうでもなく、すたすたと賢者に近寄って、掲かかげられていた『惰眠の玉』とやらをひょいとつかんで、また元の位置に戻もどり無言の民となった。

「世界の破は滅めつと爺じいさんのリウマチじゃ、申し訳ないけど優先順位が段だん違ちがいだもの。しょうがないわ」

　剣を納めてハルヒは会心の笑顔である。

「だって世界が破滅したら身体からだが痛いなんて言うまでもないもんね。命あっての物種ってわけ。安心して、薬草のことはちゃんと覚えててあげるからさ」

　そして、片手を突き上げ天下に号令するごとき気勢を上げるのだった。

「行くわよ、キョン。みんな。眠らせた竜をタコ殴なぐりしにね！」

　そっちが目的かい。







　いくら攻こう撃げきしても竜は痛くも痒かゆくもないようで、まあ深い眠りについたまま目覚めもしなかったからよしとしよう。

　首しゆ尾びよく『魔城門の鍵』を入手して出てきた俺たちを、森の賢者は懲こりずに待っていてくれた。ずいぶんと苦い顔つきになってはいたが。

「これでいいんでしょ？　それで、世界を支配したがっているなんていう考えなしの魔王はどこ？　教えなさい」

「あー」

　賢者は唇くちびるを舌で湿しめし、言いづらそうに、

「実はその鍵かぎだけでは魔ま王おうの所まで行けないことになっておるのじゃ。魔王の城の奥深く、迷宮を抜けた所に立ちはだかるのは、その名も『幻げん夢むの扉とびら』……」

「鍵はどこよ？」と訊きくハルヒに、賢者はますます言いづらそうに、

「ここより北の位置に廃はい墟きよと化した街があり、その地下がダンジョンになっておる。魔王の忠実なる下僕、邪じや悪あくなる魔法使いが暗黒神を奉ほうじて立てこもる地下宮きゆう殿でんじゃ。そやつが持っている鍵こそ『幻夢の鍵』……。じゃが、彼かの地は暗黒神の影えい響きよう下にあるため、そのままでは侵しん入にゆうできん。迷宮に入る前に『聖別の玉』の光を浴びる必要があるのじゃ」

「ふうん」とハルヒは極ごく上じようの笑えみを広げて話の続きを促うながした。

「……『聖別の玉』はわしが持っておるわけじゃが、いや……何というか、年のせいかのう、最近目がかすむようになっておってじゃな、この病には西の果ての地に生えておるという……」

　老人は寒々しい吐と息いきを漏もらした。

「……『眼がん精せい疲ひ労ろう瞬しゆん殺さつ草』が効くらしいのじゃ。採取してくれたら喜んで玉を差し出すつもりじゃが、どうであろうの……？」

　またもや強ごう盗とうに豹ひよう変へんするかと予想していたが、ハルヒは握にぎりかけていた剣の柄つかから手を離して、

「あんたさ、本当に正義側の人間なの？」

　じろりと老人の顔を眺ながめ、

「怪しいわね。今時『～じゃ』なんて言うお爺さんがいるのもおかしいけど、なーんか、胡う散さん臭くさいのよね。案外、あなたがラスボスなんじゃないの？」

「な、何を言うか」

　慌あわてふためく森の賢者を睨みつけ、ハルヒは唇をひん曲げた。

「本物の賢者はとっくに殺されてたりしてさ、親切めかして鍵やら玉やらの情報を教えてくれてるけど、本当はこれこそ魔王の、さらにバックにいるラスボスを解放する手段なんだったりして。魔王を倒してやれやれ帰ろうかと思った瞬しゆん間かんに、『よくやってくれた、勇者たちよ。おかげで私を繫つなぎ止めていた楔くさびは解き放たれた。礼を言うぞ』とかなんとかどっかから聞こえてきて、ズゴゴゴゴコって登場する算段じゃないでしょうね？」

　森の賢者は救いを求めるような表情で俺を見た。肩かたをすくめるしかないな。もしハルヒの思いつきが真相なら、こんなドッチラケなシナリオもなかろうが。

「それはない……」

　老人の反論の弁舌は弱々しい。

「うむ、ないはずじゃ。そうだったかもしれぬが、いやいや……ないことになった。間違いない。魔王がラストで、その後はない。わしはただの親切な森の賢者じゃ」

　その言葉を証明するように、老人は懐から水晶玉を取り出した。

「眼精疲労は堪たえ忍しのべばよいだけじゃ。世界に比べれば何と言うこともない。ほら、『聖別の玉』じゃ、受け取るがいい、勇者ハルヒよ。それから」

　と、また別の玉を出してきた。

「これが『追つい儺なの玉』といい、魔王の動きを一時停止させる効果を発揮する。遥はるか南の地に生えていると伝えられる『万病封ふう滅めつ草』などどうでもよい。世界のためじゃ、わしも繰り言は言わぬこととしよう……」

「ありがと」

　ハルヒは何度もうなずきながら、しかし手を伸のばすことはなかった。

「でもいらないわ、そんな玉。ややこしそうな鍵も必要ない。教えて欲しいのは一個だけよ」

　驚おどろき絶句する賢者に、ハルヒは輝かがやく瞳で問いかけた。

「魔王の城はどこ？　場所だけ教えてくれたら後はなんとかするわ。うん、もう面めん倒どうくさい遠回りはうんざりなのね。ようは魔王を倒たおせばいいわけでしょ？　ちゃんとそうして来てあげるから、城がどこにあるかを教えるの。さ、早く言ってよ」

「じゃが」と老人は啞あ然ぜんとしつつ、「どうするつもりじゃ。城に行けたとしても、このままでは……」

「いいの」

　ハルヒは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんで、俺たちに顔を向けた。俺、古泉、長門、朝比奈さんの順番に眺めやり、

「あたしにはこんなにスゴい仲間たちがいるんだもんね。こざかしいアイテムなんていらないわ。世界なんかいくらでも救ってあげるわよ。きっと、あたしたちには出来るもん」

　そしてハルヒは唐とう変へん木ぼくなまでに明るく笑うのだった。

「なぜなら、あたしがそう信じてるから」







　というわけで──。

　俺たちはやって来た。たぶん、色んな行くべき場所をすっ飛ばし、必要なアイテムも手に入れず、スタート地点からまるっきりレベルアップすることもなく、いきなりの最終地点に。

　そびえ立つ魔王の城が雷らい雲うんを背景にして圧あつ倒とう的な威い容ようを誇ほこっていた。邪悪な香かおりがぷんぷんする上に、見ているだけで精神に負荷がかかるような恐きよう怖ふの波動を立ち上らせているようにも思える。本能が接近を拒こばんでいた。もう一歩も進めやしない。

「どうすんだよ、ハルヒ」

　俺は富ふ士じ山さんでも眺めるように魔城を見上げている女勇者に、

「ろくすっぽ戦いもせずに来ちまったが、竜りゆうの時の二にの舞まいになりそうだぞ。全滅必至だ。たぶん何回やっても同じことだと思うぜ」

「僕もそう思いますね」

　珍めずらしく古泉が俺の肩を持つ。こいつはこいつで酒場で弾ひいてた以外何にも使用していない竪たて琴ごとを後生大事に抱かかえたままで、

「正面からの正せい攻こう法ほうが通用するような相手ではないと思われます。何と言っても魔王ですからね。おそらく城の内部は強力な怪かい物ぶつや罠わなで一いつ杯ぱいですよ。魔王の座まで辿たどり着けるかどうか」

「でしょうね」とハルヒ。まったく動じていない証しよう拠こに、微笑はそのままだ。

「…………」

　長門は何も言わない。ぽつねんと立っている影かげの薄うすい姿は、いつものようにイエスもノーもなく一団の中に咲さく控ひかえ目な冬の花のようだった。

「平気よ」

　ハルヒは自信あり気に力強く答えて、さっきからぶるぶる震ふるえつつ縮こまっていたマント姿の上級生を引き寄せた。

「ここはみくるちゃんに何とかしてもらうから」

「ええっ？」

　のけぞって驚く朝比奈さんの肩に手を回して、ハルヒはセキセイインコに言葉を教えるような口調で、

「いい？　あなたは魔法使いなのよね。それも勇者グループに加えられるくらいだから、きっと世界の誰だれよりも強力な魔法が使えるに違いないわ。確信してるの、あなたなら出来るってね。潜せん在ざい能力はピカイチのはずよ。後は覚かく醒せいすればいいだけのことだわ。さ、みくるちゃん、あなたの秘められた潜在能力を今ここで解放しちゃいなさい。超ちよう強力なヤツを、どかんと遠えん慮りよなくあの薄うす汚ぎたない城にたたき込むのよ」

「で、でも……」

　朝比奈さんはおろおろと両手でマントを握り、ハルヒと魔城を代わる代わる見つめる。

「あたし、あんまり魔法知らなくて……。せいぜい耳を大きくするくらいしか……」

「自分を信じなさい」

　時と場所を選びさえすれば非常にタメになるフレーズだが、時や場所なんかに配はい慮りよしないのがハルヒだから、これまたハルヒらしいと言えなくもない。

「みくるちゃんはやれる。あたしが選んだんだから絶対よ。あなたはスゴい娘こなのよ。可愛かわいくて性格よくてちょっぴりドジな魔法使い、うん完かん璧ぺき」

　ピンと伸ばした指が魔城に向けられた。

「究極のみくるマジック、今こそ発揮の時が来たわ。覚かく悟ごはいいかしら？　さあ、みくるちゃん、何でもいいから魔法を使うの」

「は、はいっ……！」

　朝比奈さんは目を閉じてうつむき、なにやらモゴモゴと呪じゆ文もんらしき言葉を唱え始めた。ハルヒは子ヤギを見守る羊飼いのような目でそれを見守り、俺は普ふ段だんから朝比奈さんを見ては守っている。古泉がどんな目をしているのかはそっちを見ていないので解わからんが、ぼんやりしていた長門が不意に目を見開いたのだけは視界が捉とらえた。

　どうした？　と尋たずねる前に──。

　朝比奈さんによる超弩ど級きゆうの魔法が炸さく裂れつした。
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「メテオバーストとデビルクエイク、その二つの魔ま法ほう効力を同時発動したようですね」

　そう解説したのは古泉だった。

「酒場で聞いた噂うわさ話ばなしの中にありました。そういう伝説の魔法が神話にあったそうです。どちらも取得には失われた太古の知識と神クラスのマジックポイントがいるとのことでしたが、朝比奈さんはやすやすと限界を突とつ破ぱしてしまったようです」

　突破しすぎだ。ゲームバランスもへったくれもない。何もこう、一いち撃げきですべてを吹ふっ飛ばさなくてもいいじゃないか。

「いいじゃん」

　ハルヒだけはどこまでも脳天気だ。底そこ抜ぬけに明るく、任務達成を喜んでいるようである。

「さっすが、みくるちゃんね。これくらいのことはすると……まぁ、うん、ちょっと予想外だったけど、嬉うれしい誤算ってやつだわ」

　賞賛されるままの朝比奈さんは、自分のしでかしたことに青くなって今にも卒そつ倒とうせんばかりである。

「あわわ……ひええ」

　俺たちは小高い丘おかの上にいた。さっきまでいた場所、というか魔王の城を含ふくめた大体半径三十キロ四方には何もなかった。きれいサッパリと巨きよ大だいなクレーターが口を開けている。

　恐おそるべきは究極の朝比奈魔法最終奥おう義ぎだ。そのままでは俺たちもまた原子の塵ちりとなっていたところだが、そこは長門が助けてくれた。何千発もの隕いん石せき群と直下型強力地じ震しんが魔城一帯に襲おそいかかる寸前、長門は猛もうスピードで俺たち全員を細ほそ腕うでで担かつぎ上げると、瞬間移動に限りなく近い速度で走り出し、この丘の頂上まで連れてきてくれたのだった。さすが盗とう賊ぞく、逃にげ足が速い……などと悠ゆう長ちように感心していていいものか。

「…………」

　長門は呼吸一つ乱さず、無感動な瞳ひとみで煙けむりと炎ほのおをあちこちから噴ふき出す矩く形けいの穴を見つめている。

　こうして魔王は根城ごと消し炭となった。めでたしめでたし……か？　何か忘れているような気がするが。

「さあ、帰りましょ」

　余よ韻いんも何もなくハルヒは成し遂とげた感溢あふれる笑え顔がおで、

「財宝は残念だったけど、吹き飛んじゃったもんはしょうがないしね。魔王を倒して世界はちゃんと救ったし、王様も満足でしょ。凱がい旋せん帰国よ。さっそく戦勝パーティの企き画かくをしなきゃ」

　そんなものは自分で企画するんじゃなくて開いてくれるのをさり気なく待っているものだ。場所も例の居酒屋ではなく、王宮の広間で大々的に──。

　いや、ちょっと待てよ。帰る場所はそこじゃないだろう。魔王は倒した。だったら、これで条件クリアだ。ＲＰＧならそろそろエンディングテーマが流れなくちゃおかしい。そして、俺たちも元の世界に戻もどらないとおかしいぞ。

「ミッションインコンプリート」

　長門が呟つぶやくように言って俺に顔を向けた。どういうこったと目を剥むく俺に長門は淡たん々たんと、

「ペナルティが科せられる模様」

　なおさら意味が解らず、俺が旗はた竿ざおのように立っていると、いきなり周囲の風景が劇的に変化し始めた。森や山々がぐずぐずと崩くずれていき、暗い夜空がとんでもない勢いで広がっていく。夜空？　それどころじゃないな。なんせ星が瞬またたいてないのにプラスして、三百六十度どこを見ても星だらけ。

「…………」と俺と長門と古泉と朝比奈さん。

　またしても言わねばならない。ファンタジー世界に紛まぎれ込んでしまった最初に感じたのと同じことを。

「なんだ、これ」

　ふと──こればっかりでイヤになるのだが他に言いようもない──気づけば、俺たちは宇宙空間にいた。操そう縦じゆう桿かんみたいなものを握にぎっている自分を確かく認にんし、やっとの思いで視線を巡めぐらす。どことなくレトロフューチャーな機器に囲まれた宇宙船のコクピットの中で、何とも言いかねるコスチュームをまとったハルヒと長門と朝比奈さんが目に留まった。やたらと肌はだを露ろ出しゆつした格好の三人娘は、それぞれに魅み惑わく的なポーズを取っていた。

「おやおや」

　俺の横で吟ぎん遊ゆう詩人から宇宙船のパイロットに早変わりした古泉が含み笑いを漏もらしつつ、

「今度は宇宙パトロール隊に配属されてしまったようですね。第二ステージと言ったところでしょうか？」

　俺に聞くなよ、そんなもん。ミッションインコンプリートのペナルティがこれか？　今度は何をさせようと言うんだ。

『聞こえるか、広域銀河観察機構パトロール部隊所属のハルヒチーム』

　目の前のコンソールが渋しぶいおっさんの声で喋しやべり始めた。何となくあの王様の声に似ている感じがしてイヤな予感が走り抜ける。

『こちらは第五銀河分ぶん離り帝てい国こく、余がその皇帝である。とある悪逆なる宇宙海賊に我が王子と姫ひめが連れ去られた。ヤツらは銀河の破は滅めつを望んでいる。頼たのむ。彼奴きやつらの野望を打ち砕くだき、我が子らを取り戻してはくれまいか』

「オッケー」

　と、ハルヒは即そく答とうした。

「宇宙海賊をやっつけるくらいはロハでいいわ。あたしたち銀河パトロールの仕事だもんね。お子さんのことも安心して大船に乗ってなさい。今度こそ、きっと助けてあげるから」

　なるほど、それを忘れていたな、それ故ゆえの、これが第二回戦ってわけか……なんてしみじみしている俺の肩かたを、ハルヒは盛大にどやしつけた。近所のどの星よりも明るい笑顔で、

「行くわよ、キョン。わっるい海賊を追って、宇宙の果てまでねっ！」

　しかたがない。行き先が宇宙の果てだろうとリングワールドだろうと、どうにも隊長の命令には逆らえそうにはないし、第一、さらわれ癖ぐせのある王子と姫様を救出しないと終しゆう了りよう条件が整わないらしいからな。

　だが、まさか第三面まで行きやしないよな？　次は西部劇でガンアクション──なんつうのは勘かん弁べんしてくれよ。

「エンジン全開、最大船速!!」

　ハルヒがそう叫さけぶのを聞きながら、俺はやけ気味に操縦桿を思いっきり押し込んだ。

　次にふと気づいたとき、部室でお茶でも飲んでいるシーンであることを祈いのりながら──。
















　何が何だか解わからない、というのが正直な感想である。

　ＳＯＳ団の五人が揃そろいも揃ってふと気がついたら中世ヨーロッパ風の世界にいるという、異世界転移ものの登場人物になったような状じよう況きように陥おちいったかと思いきや、実際はチープなファンタジーＲＰＧだったらしく、しかし誰かに敷しかれたレールに沿って進むことを潔いさぎよしとしない勇者ハルヒとその一味と化した俺たちはレベル１からまったく成長しないまま、おそらくメインクエストのフラグになっていただろうお使いクエストをすべてすっ飛ばし、奪だつ還かんを依い頼らいされていた囚とらわれの王子と姫ごと魔ま王おうとその根城を吹き飛ばしてしまった結果、何者からか任務の失敗判定を受け、罰ばつゲームとして別の世界に飛ばされて、今度は銀河が舞ぶ台たいである。世界観のあまりの落差に認識能力が風か邪ぜを引きそうだ。

　そして、つくづくこう思う。

　一体俺たちは何をやらされているんだ？

　ここは、この『世界』は何なんだ？　俺たちは今どこにいるんだ？

　推理好きの古こ泉いずみは「何らかのゲームじゃないか」と言い、知ち恵え袋ぶくろである長なが門とは「シミュレーション空間の可能性が高い」と述べていた。あまり気にしていなそうな朝あさ比ひ奈なさんは「テーマパークのアトラクション」だと思っているらしかったが、どう考えても長門が一番の正解を言い当てている感じがする。

　誰だれかが俺たちを適当な世界に放り込んで何かをシミュレートしているんだとしたら、助走を付けてからのアッパーをかましてやりたいくらい業腹だが、ミッションとやらを達成させれば状況が改善して元の日常に戻っている自分たちを発見するかもしれない。というか、今のところ手て掛がかりがそれしかない。

　ＲＰＧ回同様、この世界でもコンプリート条件が設定されているようで、それがまたもや王子と姫君の奪だつ回かいらしい。要は舞台装置が中世ヨーロッパもどきから宇宙空間になり、魔王が宇宙海かい賊ぞくになっただけである。同様に俺たちの身分も伝説の勇者とか吟遊詩人等から遠未来的なものにシフトして、今や『広域銀河観察機構パトロール部隊所属のハルヒチーム』という、果てしなく胡う散さん臭くさいものになっており、それに伴ともないどうやら俺は宇宙艇ていの操そう舵だ要員ということになっているようだった。

　なんたって、どう見ても操縦桿としか思えない棒を握って操縦席に座ってんだもんな。

　目の前のスクリーンには瞬かない星々がわんさか連なり、これ以上ないほど現場が宇宙であることを教えてくれている。宇宙旅行は俺が幼い頃ころに抱いだいていた夢の一つだったが、なんだかやけに安易に叶かなっちまったぜ。

　まったく何の下準備もせずに宇宙に出ちまうとは、日々血の滲にじむような訓練をしているであろう宇宙飛行士の方々に申しわけの言葉もない。

　もっとも、これが現実の宇宙かどうかは知れたことではなく、どちらかと言えば別の意味の夢である可能性のほうが高いので、星の大海を眺ながめて喜びに目を輝かがやかせたりしなかった。童心を失ってしまったというよりは、むしろこの事態に対して諦てい観かんの領域に足を踏ふみこんでいるせいだろう。

「さ、キョン」

　ハルヒの陰かげのない夏場の陽気のような声が、俺の背中を打った。

「さっさと宇宙海賊を殲せん滅めつして、人質をかっぱらってきましょ。全速前進、マッハで！」

　振ふり向くと、この宇宙艇のブリッジだかＣＩＣだかの全容が嫌いやでも目に入る。

　宇宙艇と言いつつ、この乗り物はそんなにデカくはなく、この操縦スペースもちょうど文芸部部室くらいの広さだ。最後列の一段高いシートにハルヒが座っていて、ちなみにその席には『隊長』と刻印されたプレートがついていた。

　ハルヒの顔は底抜けに元気そのもの、衣い装しようもやたらとカラフル、かつ肌が露出したもので、どう目を泳がそうとスタイルのよさが如によ実じつに伝わってくる。そんな格好をしていることに少しは疑問を覚えないのか、こいつは。

　どこかノスタルジーを感じる海外ＳＦ的コスチュームをまとったハルヒは、

「とりあえず海賊の巣まで一直線に行きなさい。そしたら後は簡単よ。親玉のところに乗り込んで──」

　と、腰こしのホルスターからブリキのオモチャみたいな光線銃じゆうを引き抜いて、

「これでドンパチすればすぐに終わるでしょ。ついでに溜ため込んでるお宝もいただいて、元の持ち主に返してあげましょう。きっと感謝されるわ」

　光線銃を振り回して言うのはいいが、うかつに引き金を引かないでくれよ。俺は光速で飛んでくるビームをかわせるほど動体視力がよくないからな。

「安心しなさい。撃うつのは海賊よ」

　ハルヒはすちゃっと銃をホルスターに戻し、

「だからね、キョン。早く海賊の巣まで行くの。この宇宙艇、ちゃんと動いてる？　外の風景が全然変わらないけど」

　なぜかアナログチックなスピードメーターによると精せい一いつ杯ぱいの速度で飛んでるはずだぜ。風景が変化しないのは、ここが広大な宇宙空間だからさ。

「まあ、それはいいんだがな」

　俺は首を振りながら、

「どっちに向かって進めばいいんだよ？　海賊ってのは、いったいどの辺に巣を作ってやがるんだ？」

「さあ」

　ハルヒは迷いなく返答した。

「知らないわ。有ゆ希き、知ってる？」

　水を向けられた長門は、無言のままゆっくりと首を傾かしげた。ちなみに長門は側面にもうけられた席に座っていて、ここでの役割はレーダー要員か何かのようだ。

「…………」

　ハルヒと同じコスチュームに身を包んだ長門はコンソールをちょこっといじくり、言葉を注意して選ぶように、

「全方位索敵モード。情報収集中」

　とだけ答えた。

「なるべく早くお願いね。ちゃちゃっと仕事を片づけて惑わく星せい観光したいから」

　ハルヒは隊長席にふんぞり返り、長門と反対側の側面シートに目をやった。

「みくるちゃん、お茶ちょうだい」

「あ、はい」

　これまた無体な衣装に身を包んだ朝比奈さんが立ち上がり、後方の自動扉とびらに姿を消したかと思うと、すぐに人数分の湯飲みを盆ぼんに載のせて戻もどってきた。何となくチューブに入った物を予想していたのだが、この宇宙艇内には人工重力が効いているのでちゃんと普ふ通つうのお茶が飲めるのである。まったく、仕組みを知りたいものだ。

[image: ]

「どうぞ、お茶です。ええと、パックには惑星ドンガラ産の煎せん茶ちやって書いてありました。うふ。味見したら不思議な味がしましたよ」

　嬉うれしそうに配はい膳ぜんしてくれるのはいいが、朝比奈さんは本来ここでは通信士のはずである。しかし、お茶くみ要員のほうが似つかわしいし俺もホッとするので、まあいいか。

「お茶もいいのですが」

　優ゆう雅がなティータイムに水を差したのは古泉である。

「目的地に向かうにはまず我々の現在位置を特定しなければなりません。宇宙は広大ですからね」

　俺のすぐ横にいるのだが、古泉のほうはなるべく見たくない。なぜなら古泉が着ているパイロットスーツみたいな服は俺のものと同一で、こんな格好をしている自分に深い疑問を感じずにはいられないからである。

　古泉は部室にあるのとそっくりの専用湯飲みから口を離はなすと、コ・パイロット席のコンソールを指し示し、

「一通りいじっているうちにこの宇宙の星図が表示されました。それによると、我々は第五銀河分ぶん離り帝てい国こくという星間国家の辺境地帯にいるようです」

　そういや皇帝とか名乗ったどっかで聞いたことのあるような声がそんなこと言ってたな。

「へえ」

　ハルヒはズルズルとお茶を啜すすりながら、

「で、海賊の巣は？」

「それがよく解りません」

　古泉は片手でパネルを操作し、モニタに多数のウィンドウを表示させつつ、

「国家の数が非常に多い上に、未探査になっている箇か所しよがほとんどありません。組織的な海賊が身を潜ひそめていそうな宙域……サルガッソースペースとかを探してみたんですが、現時点では発見できませんね」

　割合、愉ゆ快かいそうに告げる古泉だった。何が楽しいのか知らんが、俺は悠ゆう長ちように茶など飲んでいる場合じゃないと思うぞ。いつになったらこのリアルな夢とも体感ゲームともつかない事態は収束してくれるんだ。

「もちろん、依頼された用件が解決したらでしょう」

　俺に笑えみを見せておいて、古泉は解説を続行。

「まず宇宙の歴史を学ぶとしましょうか。僕たちに助けを求めてきた方は、第五銀河分離帝国の皇帝陛下とのことでした。第五とついていることから解わかるように、この宇宙には他にも銀河帝てい国こくが存在するようです」

　古泉の指の動きとともに、前部スクリーンが星図に変化した。何色にも色分けされた平面図が浮うかび上がる。

「最初は一つの帝国が全域を支配していたようですね。それが分ぶん裂れつと独立を繰くり返して、今の形に落ち着いたようです。中でも第五銀河分離帝国は比ひ較かく的てき新参の国家だとデータにありました。他には統一銀河征せい服ふく帝国、正統銀河帝国亡命政府、銀河帝国連合、神聖銀河帝国、真銀河帝国、真銀河帝国辺境領、銀河帝国独立統合政体、それに──」

「もういい」

　俺は遮さえぎった。

「この世界が銀河帝国だらけなのは解った。それで、海かい賊ぞくはどこだ」

「ええ、それなんですけどね。この船のコンピュータが記録している資料を参照したところ、必ずしも海賊と言えないのではないかと」

「へえ」

　ハルヒはどうでもよさそうに、

「どういうこと？」

「なんせ多くの国家が自らが保守本流の銀河帝国であると主張して、領土紛ふん争そうに明けくれているわけです。海賊とは名ばかりで、他国の軍ぐん籍せきにある艦かん隊たいの一部である可能性をコンピュータは示し唆さしています。水面下での軍事行動ですね」

「ふうん？」

　解っているのかいないのか、ハルヒは空になった湯飲みを置いて、

「つまり、国ぐるみで海賊やってるとこがあるってわけね。マヌケな王子様とお姫ひめ様を誘ゆう拐かいしたのは海賊じゃなくて他の国？」

「ありえることです。そうなるとうかつに手を出せません」

　古泉は両手を広げ、

「我々は銀河パトロールなのでね。国家間の外交問題には口を挟はさむ立場にないのです。海賊の取り締しまりは仕事のうちですが、紛争への介かい入にゆうは制限されています」

　なるほど、そういうルールなのか。

　俺は溜ため息いきをつき、

「じゃあ、俺たちは何をしたらいいんだ？　このまま宇宙を漂ただよってればいいのか」

「もちろん海賊退治。それと依い頼らいされたことも忘れちゃいないわよ」

　ハルヒは明るく、

「どこの軍艦だろうと関係ないわ。海賊行こう為いをするヤツは海賊でいいわけ。ぱぱっと乗り込んで、ささっと撤てつ収しゆうすればいいだけのことよ。王子と姫が無事ならあの王様も文句は言わないでしょ」

　帝国っつってんのに王子ってのも変な話だ。皇子じゃないのか。

「そりゃいいんだがな」

　俺は注進する。

「最初の話に戻るが、どこに行けばいいのか教えてくれ。退治しようにも海賊の姿なんか影かげも形もないぜ」

「そうねえ……」

　ちょっと考え込む顔をしたハルヒは、思いついたように光線銃じゆうを抜ぬくと、銃身横にある目盛りをカチカチといじってからスクリーンに狙ねらいを定めた。

「このへん」

　銃の先せん端たんから飛び出た光がレーザーポインタとなって星図の一カ所を示している。ハルヒは小さく手を動かしながら、

「この際だから勘かんでいいわ。思うんだけど、この宇宙って広そうに見えてそうでないような気がするのよね。適当に飛んでたら遭そう遇ぐうするんじゃない？　怪あやしそうなのを片かた端はしから捕つかまえて尋じん問もんしてやれば情報を吐はき出すだろうしさ」

　そんなにお手軽なことになるのだろうか。

「なるんじゃないでしょうか」

　古泉はコンソールにハルヒの指名した座標を打ち込み、俺に笑顔を向けた。

「それほど難解なシナリオにはなっていないと思いますよ。クリアが前提になっているはずですからね。放っておいても向こうから何らかのアプローチがあると思われます。前回もそうだったでしょう？」

「まあな」

　俺は操そう縦じゆう桿かんを握にぎり直し、しぶしぶとうなずいた。

　ファンタジー世界でクダを巻いていた俺たちのところに、訪問すべき相手が向こうからやって来たことを思い出す。いろいろなイベントをさっくりと飛び越こえて、やったことと言えば魔ま王おう城の壊かい滅めつだ。オープニング明けにいきなりエンディングが始まったようなものである。失敗なのはラスボス戦をも省いてしまったことだろう。その過あやまちを繰り返すわけにはいかない。今度は慎しん重ちように、せめてボスキャラの前に立つところまではいかねえとな。

「キョン、ワープ全開！　スキズマトリックス号、全力航海！」

　宇宙艇ていにテキトーな名めい称しようをつけたハルヒの命令を、素す直なおに実行する俺だった。

　なにしろハルヒの勘のよさは最も早はや疑いを得ない予言の領域にあり、こいつが指し示す場所を目指せば望もうと望むまいとけったいなシロモノと鉢はち合あわせすることを、すでに俺は死んでも忘れないほどに知らされていたからである。

　なわけで、俺は操縦スティックを操作してワープの準備に入った。不思議とやり方はすぐに解ったので問題ない。説明書がなくてもある程度やってるとゲームのプレイ方法が解るだろ？　あんな感じ。

「スキズマトリックス号、ワープ全開」

　俺はやけ気味で復唱し、無意味にサイバーパンクな命名をされた宇宙艇は超ちよう光速空間へ突とつ入にゆうした。

　うへ。酔よいそうな景色がスクリーンに広がってる。グニャグニャした蛍けい光こう色の渦うず巻まき模様というか、ＳＯＳ団のサイトにある珍ちん妙みようロゴマークもどきというか。ともかく、さすがワープということだけはある。ガキのころ観みてたアニメそっくりの描えがかれ方に感動すらしていると、

「お茶いかがですか？」

　朝比奈さんが陶とう製せいポットを片手に寄ってきて、にっこりと微笑ほほえんだ。

　未来では宇宙に飛び出てワープすることなど日常茶さ飯はん事じなのかと疑うほどの普通ぶりだが、そんなこともないだろうな。部室にいる程度の気軽さでおられる朝比奈さんに、俺は安らぎすら覚えながらありがたくお茶のおかわりをもらうことにした。

　さて、この船が行き着く先にはいったい何が待っているのかね。

　光線銃の撃うち合いをうずうずして待ちかまえているハルヒ、じっと黙だまり込んで全身からレーダー波を放っているような長門、すっかりゲームプレイヤー気分の古泉、まるで空気を読めていない朝比奈さん、そして俺、というＳＯＳ団クインテットを乗せ、宇宙艇は人類に残された最後のフロンティアを疾しつ走そうするのだった。一路、海賊の巣を目指して──。







　──で、その一時間後。

　まあ、そんな簡単に見も知らぬ海賊の巣とやらに到とう着ちやくするはずはないと思っていたが。

　俺は操縦桿をレバガチャしながら、次のような言葉を発していた。

「どうなってんだ？　こりゃ」

「見ての通りですね。どうやら捕まってしまったようです」

　古泉が肩かたをすくめ、

「トラクタービームに捕ほ捉そくされています。身動きができません」

　ハルヒ隊長の命令を忠実に実行した我らが乗艦スキズマトリックス号は、寸分の狂くるいもなく銀河の真ん中にワープアウトしていた。

　その瞬しゆん間かん、スクリーンいっばいに広がったのは満天の星々と、その星空を覆おおい隠かくすほどに展開された大艦隊だった。

　いったい何隻せきいるのか見当もつかない。大中小取り混ぜて見み渡わたす限りに先せん鋭えい的なフォルムの宇宙艇がずらずら並んでいやがる。

　通常空間に復帰していきなりそんなものを見たもんだから当然、俺は驚おどろいた。が、その謎なぞの大艦隊のほうも驚いたらしい。玉たま突つき事故のような接せつ触しよくをする艦が多数発生し、しばらく騒そう然ぜんとしていたが、示し合わせたように艦首をこちらに向けると妙みような色のビームを発し、その途と端たん、スキズマトリックス号は自由を喪そう失しつし、コンソールがピロピロと警告音を鳴らし始めて、まだ鳴ってる。

「うるさいわねえ」

　ハルヒはチョコバーのような宇宙食をかじりながら眉まゆをひそめ、

「この変な音、止めてちょうだい。それから向こうの艦隊の責任者を呼び出しなさい。どんな連中なの？　こいつら。あんまり海賊って感じはしないけど」

　これが海賊だったら大いに困るね。ちゃちなパトロール船一隻対戦せん闘とう艦かん万単位だ。何をどうやったら勝てるというのだろう。朝比奈さんの無茶な魔法は真空でも使えるのか？

　電子ミュージックのような警告音が鳴り響ひびく中、今は通信士兼けん給仕役の朝比奈さんはアタフタと自席の前のタッチパネルを操作して、

「ええと、えと。どうやったらいいんですかぁ？」

　ただオロオロとするばかりであった。それもそうか。ここでは魔法使いではなさそうだしな。

「ロックオンされたことを示すアラームですね」と古泉が悠ゆう長ちように、「通信なら向こうから入れてくると思いますよ。僕たちの登場を相当不思議がっている様子が見受けられます」

　ガス警報器みたいなアラームを止めたのは長門だった。といっても自分の前のコンソールをさっと一撫なでしただけだが、この宇宙艇と相性がいいのか、機械は素直に沈ちん黙もくする。

　ほぼ同時に、前面の大型スクリーンにどっかで見たような気がする爺じいさんが映った。上半身しか観察できないものの、何となく軍服っぽいものを着ているのはすぐに解る。

『抗こう議ぎする』

　その爺さんは見事なしかめ面づらで、

『もう少しで重大な事故になるところじゃったぞ。ドライブアウトのポイントが我が艦艇と重なりでもしていれば、大質量爆ばく発はつが起こっていたであろう』

　見たことがあるのもうなずける。その爺さんは、森の賢けん者じやと名乗った怪しい爺さんに酷こく似じしていたのだ。

『広域銀河観察機構が何の用だ。ここいらの宙域にはめぼしい惑わく星せいなどないはずだが』

　うん？　なんかこの爺さん、妙にそわそわしてないか？　俺たちを迷めい惑わくそうに思っているのはあからさまに感じたが、何か後ろめたそうにしているのがありありだ。

　ハルヒが黙って聞いていたのはチョコバーもどきを食っている最中だからだった。そして食い終えてから、

「そっちこそ何者よ。人にものを訊きくときはまず自分から名乗りなさい」

　ハルヒは口をパカリと開ける独特の笑えみを作る。

「こっちが広域なんちゃらのパトロール隊ってのは解ってんのよね？　で、そっちは？」

『我々は新本格銀河帝てい国こく所属、第三宇宙機動艦かん隊たいじゃ。わしは艦隊司令の───』

　爺さんの名乗りを最後まで聞かず、

「じゃあ、こっちの質問の番。こんなとこで何してんの？　けっこうな数の船が並んでるけど」

　ハルヒの詰きつ問もんに、爺さんは気け圧おされたように目を逸そらし、

『……軍事演習じゃ。解わかったらそうそうに立ち去れい』

　俺が思ったのだから、ハルヒにだって伝わっただろう。案の定、

「怪しいわね。戦争ごっこの練習ならもっと堂々としてたらいいのに、なんか態度が変だわ。古泉くん、ここどこ？」

　古泉は眺ながめていた手元の計器から目を上げ、

「第五銀河分離帝国と新本格銀河帝国の国境付近、現在位置は後者側の領域ですね。確かに正規の航路から外れているので演習にはもってこいですが……」

　ナレーターをやらせたら天下一品のヤサ男は、

「大規模すぎますね。それにこの艦隊の針路は僕たちの依頼主である第五銀河分離帝国への迂う回かい路にあたります。ついでにコンピュータのデータをさらってみましたが、この時期にこんなところで軍事演習がおこなわれているというスケジュールは確かく認にんできません。少なくとも広域銀河観察機構は把は握あくしていないようです」

「ははーん」

　ハルヒの比類なき直感力が答えを出したようだった。

「戦争の練習じゃなくて、本番をしようとしてんのね。それも宣戦布告もなしに」

　スクリーン内の艦隊司令爺さんはバツが悪そうにたじろいだが、

『何を根こん拠きよにそのようなことを言うのじゃ。仮にそうだとしても銀河パトロールに内ない政せい干かん渉しようの権限はないはずじゃろう』

「そうかもしんないけど」とハルヒ。「見ちゃったものはしかたがないじゃない？　相手の国にあんたらが戦争しかけようとしてますよって、うっかり教えちゃうのは自然のことよね。現にあたしは言いたくてたまらないしさ」

『そ、それは困る……いや、待て、待て』

　爺さんは慌あわてたような身み振ぶり手振り。

　どうやら俺たちは、隠おん密みつ侵しん攻こう航行している艦隊のど真ん中にワープアウトしちまったようだ。なんだか面めん倒どうくさいことになってきた。

「ま、いいわ」

　何がいいのか知らないが、ハルヒは猫ねこ笑いを浮うかべつつ、

「あたしたちが興味あるのは宇宙海かい賊ぞくだけだし、戦争なんてくだらないことやんないほうがいいとは思うけど、見み逃のがしてあげる」

　老艦隊司令は大げさに胸をなで下ろす。しかし、

「でも条件があるわ」

　ハルヒは隊長席から身を乗り出し、

「海賊の根城がどこにあるか教えてくんない？　あたしたちが追っているやつ」

『海賊じゃと。ふむ、よろしい。快く情報を提供しようではないか』

　爺さんは愛想がいい。よほど俺たちを追おっ払ぱらえるのが嬉うれしいようだ。

『海賊と言っても多種多様じゃぞ。どの商船団を襲おそったヤツじゃ？　この近きん隣りんで最も勢力の大きいのはキャプテンビヨンドの率いるアッパーグラウンドパイレーツじゃが』

「えーとね、なんかの誘ゆう拐かい犯よ。古泉くん、何だっけ」

「正体は不明ですが」

　古泉はなぜか面おも白しろそうに爺さんを見つめながら、

「第五銀河分離帝国の王子と姫ひめ君ぎみをさらった海賊ですよ」

「そう、それ」

　ハルヒはビシッとスクリーンに指を突つきつけ、

「その海賊よ。どこに行ったら会えるか知らない？」

『う……』

　途端に老司令の顔がひきつった。この爺さん、偉えらい立場にありながら自分の感情を押し隠すことが実にヘタである。

『知らぬな。初耳じゃ』

「うそね」

　俺に通用しないものがハルヒに通用するわけもなく、

「知ってますって顔に書いてあるわよ。てゆうかさ、どうしてすっとぼけようとすんの？」

　ハルヒの笑え顔がおは無む邪じや気きのようでいて、色々な意味を含ふくんでいるのが俺には解る。重ねて言うが、こいつの勘かんは研といだ日本刀の切っ先よりも鋭するどいのだ。

「ははーん。読めたわ」

　ハルヒは自信満々に、また勝ち誇ほこったように、

「誘拐犯ってあんたたちでしょ。海賊船に擬ぎ装そうした軍艦使ってやったのね。他の国の王子と姫を拉ら致ちって何をしようって……、あ。なーる。戦争の大義名分ってやつね。王子様たちを旗印にして第五なんちゃら帝国を攻せめちゃおうって腹なんでしょ。あんたんとこに亡命したことにして、親元に反旗を翻ひるがえしたってシナリオね」

　挑ちよう戦せん的なハルヒの目が気の毒な爺さんを捕捉して離はなれない。

「銀河帝国がいっぱいって聞いたときから何となくそうじゃないかって思ったのよ。宇宙海賊なんて漠ばく然ぜんとしすぎてるものね」

『むむ……』

　艦隊司令は汗あせをたらーりと流し始めた。図星らしい。

「すごい偶ぐう然ぜんだわ。たまたま出くわした艦隊がそうだったなんて！」

　いかにもラッキーってな顔してるが、これが偶然なんだとしたら確かにすごいとしか言いようがねえな。

「手間が省けたってもんよ」

　ぜんぜん不思議がっていないハルヒは、

「そうとなったら話はすぐ終わるわ。さ、早く王子と姫をよこしなさい。あたしたちはそいつらを親元に送らないといけないから」

『それは、できん』

　アブラを採取されている最中のガマのようだった艦隊司令の爺さんは、ついに開き直ったのか、

『そこまで読まれていてはしかたがあるまい。お前たちをここで解放することはできん。ましてや王子と姫を引き渡すこともな。我々の作戦行動が終しゆう了りようするまで、大人しくしていてもらおう』

　犯行を告白するや、爺さんはスクリーンからフェードアウトした。

　おいおい、口くち封ふうじにここで撃げき沈ちんされるんじゃないだろうな。ハルヒもハルヒだ、バカ正直に思ったことをそのまま口に出してどうする。ここは解った上で知らないふりをすべきだったんじゃないか？　俺が先行きを大いに不安がっていると、

「おっ？」

　がくん、とスキズマトリックス号が動き出した。言っとくが俺は操縦していない。勝手に動いてやがる。なんだ、これ？

「牽けん引いんビームですよ。あの戦せん艦かんに引き寄せられています。僕たちを拘こう束そくするつもりなんでしょう」

　古泉が悠長に解答を出した。その通り、俺たちの乗っている宇宙艇ていが向かっている先には、巨きよ大だいで未来的なフォルムの宇宙船があって、艦底部のハッチみたいなものを開きつつあった。

「あれが旗艦ですね」と古泉がフォロー。「戦争が始まるまで、僕たちを閉じこめておくことにしたようです」

　そんな解説はいい。どうにかならんのか。

「むしろこれはチャンスかもしれませんよ」

　古泉は指で唇くちびるを撫でながら、

「僕たちの目的は誘拐された二人の奪だつ回かいです。その二人はあの艦隊のどこかに監かん禁きんされているはずですから、これで自おのずと行動をともにすることができます。問題は──」

　ふっと古泉は微笑ほほえんで長門へ目線を送った。

「王子と姫がどの艦にいるのかということですが、それも何とかなるでしょう。調べたら解ることです」

「…………」

　長門は唇を結んだまま、自分の前のコンソールを見つめている。今はこの宇宙艇のレーダー係となっている長門だが、コンソールの計器よりも長門本体のほうがよほど探査に適しているだろう。ファンタジー世界ではシーフの役回り、しかしここは長門の本場というべき宇宙だ。期待してもいいかもしれない。

　そしてこいつも、全身から根拠不明の期待を抑おさえきれないようで、

「あちこち星に立ち寄って情報集めないといけないかなって思ってたけど」

　ハルヒはホルスターから光線銃じゆうを抜ぬいたり入れたりしながら、

「案外あっさりいったわね。思った通りよ、うん。いい作戦思いついたし」

　その作戦とやらが俺にも解っていた。ハルヒは何があってもドンパチをしたいのだ。こいつがそれをするということは、自動的に俺もしないといけないということでもあり……。

　ＲＰＧ世界で魔ま王おうの城へ至るクエストを地道にやってレベル上げをしていたほうが楽だったかもしれん。

　俺はシートに身をもたせかけつつ、迫せまり来る戦艦の偉い容ようを溜ため息いきまじりに見上げた。

「ピノキオになった気分だ」

　こうしてスキズマトリックス号は敵艦内に潜せん入にゆうしおおせた。何という行き当たりばったりな成り行きだろう。しかもこれが正答くさいのだからタチが悪い。本当ならもっと宇宙を駆かけめぐって伏ふく線せんを回収しなければならなかったような気がするが、決して気の長いほうではないハルヒらしい途と中ちゆうをごそっと端折はしよった展開だ。まあレベル１でラスボスの前に並ぶよりはマシか。







　さてと。だいたい解ると思うが、ハルヒの作戦とはこうであった。

「首しゆ尾びよく旗艦に潜もぐり込めたわ。もう後は簡単。ここから艦橋までダッシュで行ってさっさと制圧するの。さっきのお爺じいさんを縛しばり付けて、王子様とお姫様を解放するように要求すればいいわ。その二人がいなくても戦争はできるだろうし、銃じゆう撃げき戦せんもできそうだし」

　それでうまく行ったら簡単すぎるな。

　俺は巨大戦艦の内部にあって軟なん禁きん状態にある宇宙艇の窓から外の様子をうかがった。見た感じ、ここは小型宇宙船の発着場のようだ。シャトルとか連れん絡らく艇ていみたいなものがずらずらと並んでいる。まるで護衛付きの高級有料駐ちゆう車しや場じようだな。

　他の船と違ちがう待たい遇ぐうを受けている点としては、レーザーライフル（多分）を構えた兵士たち（ＳＦ超ちよう大作映画に出て来るクローン兵に酷こく似じしてる）に、ぐるりと取り囲まれているところだった。

「おい、ハルヒ」

　光線銃を握にぎりしめて席を立とうとしているハルヒに、

「このまま出て行ったら蜂はちの巣すだぜ。あの爺さんのところに行くまでに身体からだ中が焦こげ跡あとだらけになりそうだ」

「そんなの、気合いでかわしたらいいじゃない」

　繰くり返すが、光速で飛んでくるものをひょいと避さけられるほど俺は器用じゃない。

「そそそうですよー」

　朝比奈さんが久しぶりに口をきいた。ふるふると震ふるえる声で、

「あっ危ないです。ここでじっとしてお茶を飲んでいたほうが……」

「だぁめ」

　ハルヒは朝比奈さんのありがたい意見を一いつ蹴しゆうし、

「それじゃあたしが面白くないもの。いい？　あたしたちは正義の銀河パトロールなのよ。悪いやつらは薙なぎ倒たおさないといけないの。誘拐犯の分際であたしたちを監禁するなんて、許せるわけないでしょ」

　そう言いつつ妙みように楽しげなハルヒだった。表情とセリフの内容が合ってない。ただ大暴れしたいだけだろう。

「それはそれとして、少し待ってください」

　いつのまにか長門の横に立っていた古泉が、

「今、長門さんに調べてもらっています。かの王子と姫の居場所をね」

　見ると、長門はコンソールのパネルにゆっくりとした動きで指を這はわせていた。操作の仕方が俺にはさっばり解わからないが、ガラス板みたいな平面ディスプレイに細かい文字が高速でスクロールしている。やがて、

「いた」

　ぽつりと呟つぶやき、長門は指を止め、スクロールも止まった。

「何を調べてたの？」とハルヒ。

「乗員名めい簿ぼです」と古泉。「この艦かんの中ちゆう枢すうコンピュータに侵しん入にゆうするよう長門さんに頼たのんだんですよ。さすが長門さん、容易にやってのけてくれますね」

　感心している割には苦笑い気味で、
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「おかげで解りました。ほとんどの乗員は軍ぐん籍せきにあることがね。そして余よ剰じようの人員を二名ほど積んでいることもです。ひょっとしたらと思いましたが、まさか僕たちと同じ艦にいるとは」

　そこで古泉は振ふり返り、俺とハルヒを眺ながめて、

「王子と姫ひめはこの艦に軟禁されています。王族だからでしょうか、賓ひん客きやく待たい遇ぐうですね。ちゃんとした部屋で保護されているようです」

　またしても偶然か。いや、艦隊司令の爺さんがトンマなだけじゃねえのか？　普ふ通つう、俺たちを同じ艦に収容しようとは思わんだろ。

　俺が呆あきれていると、長門が何かしたんだろう、スクリーンに戦艦の断面図が表示された。懐なつかしさすら感じるレトロなワイヤーフレームＣＧの一カ所が明めい滅めつしている。

「ここが王子と姫のいる船室です」

　明滅箇か所しよがもう一つ増えた。

「僕たちの現在地がここ、底部格納庫ですね。プリッジに行くよりは二人の船室のほうが遥はるかに近いですが、どうします？」

「そうね……」

　ハルヒはしばし考え込み、

「その二人をかっぱらって逃にげるのと、船の制圧だとどっちがいいかしら」

　難易度ではさほど変わらない気がするね。たまに忘れるようだが、俺にはお前ほどのスペックはないんだぜ。

　スキズマトリックス号の周囲に群れてる兵士をなんとか退けたとしてもだ、王子と姫のところまで行ってまた戻もどってこなくてはならず、制圧を選んだとしてもわずか五人の手勢相手ではスピーディに降こう伏ふくしてくれそうにないし、どっちもどっちだろう。

「では、第三の道を」

　と、古泉が策士めいた笑顔。

「せっかくハッキングできているわけですから、これを有効活用すべきですよ。存分にね」

　長門が器用なやつでよかったよ。多少、この艦のネットワークセキュリティに御ご都つ合ごう主義を感じないでもないが。ここは遠未来じゃないのか？　コンピュータなんて言葉が現役で通用してるこのざまを何と言うべきか。というか、俺たちはいったい何語で喋しやべってることになってんのかね。考えてもしかたのないことだが。

　古泉は悪びれたところのない笑みで、

「この艦隊は他国侵しん攻こうを目的にしている奇き襲しゆう部隊です。おそらく相当気を使って相手に気づかれないようにしていると思われます。電磁波や通信の遮しや断だんとかですね。ならば、気づかれてしまえばいい」

　古泉の片手が自席の宇宙マップに向けられ、

「幸いここは目的地である第五銀河分離帝国にほど近い。盛大に騒さわげば、すぐに発見されるでしょう。奇襲に失敗した奇襲艦隊は脆ぜい弱じやくです。艦内も混乱するでしょう。その隙すきを狙ねらえば王子たちの奪だつ取しゆも容易かと」

「じゃ、そうして」

　ハルヒは悪徳老中の提案を丸投げする無能将軍のように、

「有希、頼むわね」

　長門はゆるくうなずくと、どういうシステムになっているのかさっぱり解らないコンソールを操り始めた。

　そしてポツリと、

「全艦、ＥＣＭ作動」







　万単位の艦隊が一いつ斉せいに妨ぼう害がい電波を、しかもジャミングするものなど何もないのに喚わめき散らした効果は絶大だった。

　どおん、と鈍にぶい振しん動どう音に同調してコクピットの床ゆかが揺ゆれる。

「大騒ぎだな」

　俺は呟きながら、格納庫の風景を見み渡わたした。

　どこかで回っている赤色回転灯が雑多な小型艇てい置き場を赤く染め、第一種戦せん闘とう態勢を警告するワーニングサウンドが嗚り響ひびいていた。

　おっと、また揺れた。着ちやく弾だんだな。

　現在、俺たちの乗るスキズマトリックス号を腹に抱かかえたこの旗き艦かん以下の新本格帝てい国こく艦隊は、長門によって発せられた電波を聞きつけ、急行してきた第五銀河分離帝国の哨しよう戒かい艦隊と絶賛交戦中──とのことである。

　艦隊の回線に割り込んで情報を掬すくってきた長門が教えてくれた。

「増ぞう援えんを確かく認にん。戦せん況きようは五分に」

　長門は文字情報が滝たきのように流れるモニタを見ながら淡たん々たんと報告し、ハルヒが腕うでまくりをした。

「よし、チャンス到とう来らいね。混乱に乗じて一気に行くわよ。衛兵もどっか行っちゃったし」

　スキズマトリックス号を囲んでいた兵士どもは慌あわてたようにいずこかに駆け去り、整備員みたいなのが右往左往しているのが格納庫の現況だ。この機を逃のがせば次はないってくらいのお膳ぜん立だてである。ゲームクリアまでの正しいルートに乗ることができたのかな？

「王子様たちの部屋までのルート、しっかり覚えときなさいよ」

　仁に王おう立だちのハルヒはスクリーンの艦内断面ワイヤーフレーム図を数秒凝ぎよう視しして、光線銃じゆうを片手に握った。

「じゃっ、行きましょ」

　できればじっとしていたかったがそうもいかず、俺たちはそれぞれ光線銃（って言ってるがもっと他に言い方はないのか？　ブラスターとかさ）を抜ぬき放つと、ハルヒに先導されて宇宙艇のエアロックから格納庫に飛び降りた。

「あひゃあ」

　朝比奈さんが危なっかしく着地するのを古泉が助けてやる。愛らしいグラマラスコス少女な朝比奈さんは跳とんだ拍ひよう子しにブラスター（こっちのほうが格好いいから採用する）を落っことしていて、位置の関係上それを拾ったのはハルヒだった。

「みんな、銃の射しや撃げきモードを麻ま痺ひにしときなさい。Ｐってところに目盛りをあわすの。誘ゆう拐かい犯とは言っても、海かい賊ぞくじゃない人をケガさせちゃったら寝ね覚ざめがよくないわ」

　なんでこいつは銃の使い方を知ってるんだ？　しかもおかげでせっかくのブラスターが台無しだ。パラライズガンと名めい称しよう変へん更こうしないといけなくなっちまった。
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　ハルヒは朝比奈さんにＰガンを手て渡わたし、

「さ、こっちよ！」

　全員が命令に従ったのを確認してから走り出した。なびく髪かみや躍やく動どう感あふれる駆かけ方が、ここが宇宙なのだということを忘れさせる。本当に宇宙戦艦の中なのか？　実は人類は今もって月面未到とう達たつってな感じの大がかりな書き割りセットの中にいるような気もしてきたぜ。まあこの状況だ。どっちでもいいか。とことん突つき進むしか手が残されていない。なにより、ハルヒがその気だ。

　格納庫から艦内に入るでかいドアをめがけて殺到する俺たち五人、まだ残っていた衛兵がレーザーライフルを向けてくるのを見たハルヒは問答無用でＰガンを速射、麻痺光線に撃うたれた衛兵は悶もん絶ぜつ、その身体からだを踏ふみ越こえて我々は走るのだった。一路、囚とらわれの王子と姫のもとへと──。







　着いた。

　ハルヒというよりは長門の記き憶おく力と方向センスのおかげをもって俺たちは入り組んだ艦内を一直線に走り抜け、階段を上ったりエレベータに乗ったり、角を一つ曲がるたびにその都度兵士と銃撃戦を繰くり広げ、全員を打ち倒し、やって来たのはこの戦艦のどこら辺にあるのか俺には解わからないが、とにかく一つの船室の前である。
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「下がってなさい！」

　ハルヒはそう一声かけると、光線銃を熱線モードにしてメタリックな扉とびらに向けて発はつ砲ぽう、なます切りにされて崩くずれ落ちる扉の向こうに、二つの人ひと影かげが立ちつくしていた。

　こんなシチュエーションだ、驚おどろきの表情を作っているのも無理はないが、どこか人間っぼさに欠ける男女二人組は唖あ然ぜんとして俺たちを眺めている。

　ハルヒはずかずか踏み込むと、

「あんたたちが銀河ナントカ帝国の王子と姫ひめさん？　安心して、今助け出してあげるから」

　王子ならびに姫という話だが、別に王おう侯こう貴族な印象は受けなかった。どっかそこらにいる兄ちゃんと姉さんにしか見えない。着ている服も未来的ではあるが普ふ段だん着ぎじみてるしな。

　おまけにポカンとしているせいで、顔にしまりも威い厳げんもなく、本当にこの二人でいいのかと思うくらいだ。

　てなことを俺が思っているのもほったらかしで、ハルヒは二人の腕をむんずとつかむと、

「退散よ。撤てつ収しゆう！　このままスキズマトリックス号に戻ってハッチをぶち抜いて帰りましょ。用はないわ」

　有無を言わせぬいつもの迫はく力りよくでハルヒは二人を引きずるように通路に飛び出す。もちろん俺たちも後を追う。追わざるをえんだろ。

　いくら艦内が戦闘配置になっているからと言って全員に持ち場があるわけでもないようで、雑ざ魚こキャラみたいなトルーパーが時折顔を出してきては長門の精密射撃をくらい、痺しびれて転がることになった。

　元来た道を走ることしばし、首しゆ尾びよくパトロール艇に戻った俺たちだが、その間朝比奈さんが単なる付き添そいでしかなかったことは言うまでもない。もともと実戦にまるで向いていない彼女にこんな役を割り振るほうが間ま違ちがっているな。せめて船医ならよかったのに。

「キョン、発進して」

　艇内に戻ったハルヒは王子と姫を隊長席の横に立たせたままで、自分だけはちゃっかり席に着き、

「全砲ほう門もん開け、目標、真ん前の壁かべ！」

「了りよう解かいしました」

　副操縦士から砲撃手に配置転てん換かんした古泉が手て際ぎわよく照準を合わせ、ハルヒの、

「ファイア！」

　という掛かけ声と同時にトリガーした。

　荷電粒りゆう子し砲ほうやら光子魚ぎよ雷らいっぼい何かがスキズマトリックス号の先せん端たんから発せられ、派手な火花を散らして戦せん艦かんの外がい壁へきを吹っ飛ばす。盛大に空気が漏もれていくその先、大きく空いた裂さけ目の向こうに広がるは深遠なる宇宙。瞬またたいている光は星ではなく、彼方かなたにある宇宙船が爆ばく発はつ四散するさまを表している。映画でしか観みたことのない光景だが、操縦席にいる俺はゆっくり鑑賞するわけにもいかず、ほうけてはいられない。ハルヒの指示通りにスキズマトリックス号を操って、一目散に艦隊旗艦から離り脱だつする。

　乱雑な陣じん形けいを組む宇宙艦の合間を小魚のようにすり抜けて飛ひ翔しようするスキズマトリックス号。二つの勢力が遠えん慮りよなく色つきビームをバンバン撃ち合っているので冷や汗あせものだ。なんだか全然リアリティがない。俺は勘かんと脊せき髄ずい反射のみで操そう縦じゆう桿かんを操作し、でたらめな宙域へと船を向けた。

「みくるちゃん、通信開いて。こっちの味方のほうに」

　ハルヒが隊長らしく飛ばした指示に、朝比奈さんがおぼつかなくも応じる。なぜか俺が宇宙船を操縦できているように、彼女も通信のやり方が解っているらしく、不思議なこともあるもんだったが、逆にまったく不思議ではない気もする。何でもありだ、ここは。

『聞こえるか、広域銀河観察機構パトロール部隊所属のハルヒチーム』

　聞き覚えがあったような渋しぶいおっさんの声がスピーカーから響いた。ダイヤのキングみたいな王様の姿が思い描えがかれるね。

『こちらは第五銀河分離帝国、余がその皇こう帝ていである』

「お子さん二人、救い出してきたわ」

　ハルヒが得意そうに、

「これでいいんでしょ？」

『感謝する。報ほう酬しゆうは望みのままにしよう。しかし今は戦闘中ということもあり、余は指揮にいそがしい。安全な場所に避ひ難なんしておいてもらいたい。のちほど、王子と姫を迎むかえに行かせる』

　ぷつりと通信が途と絶ぜつした。やけにあっさりしてるな。泣いて感謝しろとは言わんが。

「これで終わったんだよな」

　俺は古泉に、いやこいつに言ってもしょうがないから言葉の途中から長門のほうを向いて言った。

「…………」

　レーダー要員席に着いていた長門は、不意に立ち上がると隊長席横に立たされている王子と姫のほうへ歩いていく。なんだ？　王子と姫の二人は無反応。

　長門は例の深層海洋水みたいな静かな瞳ひとみで男女ペアを見ていたが、そっと手を伸のばして指先をまず王子の、次に姫の身体に触ふれさせた。

「あ？」と俺の口が言う。

　長門が触さわるや否いなや、二人が膝ひざを折ってガシャンと横よこ倒だおしになったのである。

「ロボット」

　長門はポツリと呟つぶやいて、関節のパーツがイカれたアクションフィギュアみたいに倒れている二人を見下ろした。

「これはこれは」

　古泉が微び苦く笑しようを浮うかべて肩かたをすくめた。

「偽にせ物ものをつかまされたようですね。このような場合、つまり誰だれかに奪だつ還かんされることを想定して影かげ武む者しやを用意していたのか、もしくは最初から本物などおらずコピーロボットだったのか……。どうやらしくじりました。僕たちが収容された艦にこの二人がいたことをまず疑うべきでしたね。思えば、不必要なまでに不用心すぎましたから」

「じゃあ、本物はどこ？」

　ハルヒの問いを受け、古泉はスクリーンに目を向けた。

「二人があの侵しん攻こう艦隊に連れ去られたのだとして、そして旗艦に乗っていなかったのだとしたら、普ふ通つうに考えて別の艦にいたのでしょう。それがどれかは解りませんが」

　カラフルビームで入り乱れる星空に、また一つ爆ばく炎えんの花が咲さいた。宇宙艦隊戦は秒刻みで激しさを増し、双そう方ほうともに多大なる損害を与あたえている様子。マズいな。

　為なすすべもなく見守るしかない俺たちの目の前で、一つまた一つと戦艦が轟ごう沈ちんしていく。

「で？」

　俺は暗い声で誰に言うでもなく、

「もしかして、俺たちの雇やとい主サイドの艦隊は自分とこの王子と姫が乗ってるかもしれないのに、それを知らずに敵艦を攻こう撃げきしてるってことになるのか」

「そのようです」

　古泉は律りち儀ぎにうなずき返し、

「奪うばい返した二人が偽物だったことを教えて差し上げたほうがいいでしょうね」

「だったら急いでそうしろよ。手て遅おくれになったらどうするんだ」

「いえ、これは感覚的な問題ですが、すでに手遅れになっているような気がするのですよ」

　俺もだ。きっと全員の意見が一いつ致ちしていることだろう。

　なぜなら──。

　目の前の風景が解け崩れ始めていた。ワイド画面のスクリーンがぼやけたように消えていき、黒い紙に小さい穴を開あけまくって陽ひにかざしていたような宇宙が、まさに書き割りでしたと言わんばかりに倒れていくんだからな。

　なんだこれは、とツッコミの言葉も出せず、俺の耳は長門のセリフを聞いた。

「ミッションインコンプリート」

　どういうことかと問うまでもなかった。これ聞くのも二度目だしさ。

「あー……」

　またしても、だ。俺たちは失敗したらしい。王子と姫の本物が乗っていた船は味方に撃沈され、二人は哀あわれ大宇宙の一部となってしまったようだ。頼たのむ、成仏してくれ。

「ペナルティ」

　長門の追加のセリフに、俺は溜ため息いきをついた。

　風景が劇的に変化していくのを見るのも二回目だと感動もない。広がっていた暗い夜空が徐じよ々じよに明るくなっていく。意味もなくパノラマという単語が思い浮かんだ。

「…………」と俺と長門と古泉と朝比奈さん。

　最初はファンタジー世界、次はスペースオペラ、そして三度目は──。

　乾かん燥そうした風が俺の頬ほおを打ち、砂すな煙けむりがブーツを履はいた足にまとわりつく。ブーツ？　にしか見えんな。しかも俺の足裏は無骨な大地の感覚を脳に伝えてきた。

　顔を上げると、そこにあったのは懐なつかしいほどに前時代的な建物及および、目に痛いほど透すき通った青い空だった。

「…………」

　総員、無言。

　テンガロンハットを被かぶり、えー、なんと描びよう写しやすりゃいいんだ？　とにかくウエスタンな格好した俺と他四名が未舗ほ装そうの馬車道に突つっ立っている。

「やれやれ」と言うしかないね。

　ホルスターに入ってるのは光線銃じゆうからシングルアクションのリボルバーへとチェンジしており、俺と古泉はレトロなシャツにサスペンダーパンツ、胸にはシェリフバッジがくっついている。ハルヒと朝比奈さんはやけに肌はだ面積の広いカウボーイスタイル、長門に至ってはどう見ても流れ者のガンマンだ。

　ってことは、これは……。

「さあ、みんな」

　ハルヒがにこやかに宣言した。

「行くわよ。賞金首の悪党どもに誘ゆう拐かいされた牧場の息子むすこさん夫婦を助け出しにね。あたしたちは荒あらくれたお尋たずね者ものに立ち向かう勇ゆう敢かんな保安官とその助すけっ人となんだから」

　そういうことになってしまったらしい。

　こうして俺たちの西部劇──まさに劇だな──が始まりを告げた。

　誰に訊きけばいいのか解わからんが言わせてくれ。

「いつまで続くんだ？　これ」

「課せられた任務が完かん了りようするまででしょう」と古泉は珍めずらしそうにピースメーカーみたいな旧式銃を弄もてあそびながら、

「それとも僕たちをこのような場に誘いざなっている何者かが飽あきたとき、ですね」

　拳けん銃じゆうをくるりと回してホルスターに納め、古泉は長門へと目線を送って微笑ほほえんだ。

「いつまでもこのままではないと思います。今はせいぜいロールプレイを楽しむことにしようではありませんか。滅めつ多たにない経験ですよ」

　はわわ、と口と目をいっばいに開いている朝比奈さんの腕うでを取り、ハルヒは目め一いつ杯ぱいの笑顔で俺たちを振ふり仰あおいだ。

「まず馬を調達しなきゃね。荒こう野やを徒歩で歩くなんてサマになんないしさ。とりあえず酒場を探して──」

　十九世紀の北アメリカみたいな舞ぶ台たい、どこまでもセットじみた町のメインストリートをＳＯＳ団が行く。

　果てしのない荒野を目指して──。
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　土つち煙けむりの立つ未舗装の道路がどこまでも真まっ直すぐに続いている。

　この街のメインストリートの両りよう脇わきには、雑多な木造の商店や酒場などが長屋のように連なっていた。

　馬車の轍わだちや蹄てい鉄てつの跡あとが刻まれた土の街道に、二つの人ひと影かげが向かい合って立っている。

　ギンギラに灼やけた陽光の下、十メートルほどの距きよ離りを空けて立つ二人の間には、双方から迸ほとばしる殺気が渦うず巻まき、空中で不可視の稲いな妻ずまを発生させんばかりだった。

　左右の店の窓からは見物人たちが養よう鶏けい場のニワトリのごとく首を突き出し、世紀の決けつ闘とうを見み逃のがすまいとしている。不意に風が舞まい、土つち埃ぼこりとともにデカいケサランパサランのようなものが転がっていった。何て言うんだっけこれ。

「タンブルウィード」

　背後から長なが門との声がした。俺は振り返らず、状じよう況きよう説明の続きを再開する。

　道路の真ん中で距離を取って向かい合い、にらみ合っている一人は、最も早はや言うまでもない、ＳＯＳ団団長、涼すず宮みやハルヒであった。

　ハルヒはテンガロンハットを被かぶり、白いチューブトップにデニムジャケット、ヒラヒラの房ふさが付いたホットパンツという出いで立ちで、一風変わったカウボーイのコスプレに見えるが、実はマジモンのカウガールという設定である。

　それもただの牧童ではない。ハルヒの腰こしにぶら下がるように巻かれたガンベルトとホルスター、中に収まるはコルト・ピースメーカー・シングルアクションアーミー、言わずと知れたアメリカ西部開かい拓たく時代に一いつ世せいを風ふう靡びした名銃である。

　ここではハルヒは名うてのガンマンであり謎なぞの女三人組バウンティハンターズ「ＳＯＳ団」の筆頭賞金稼かせぎという役割なのだ。しかし初めて所属組織に「団」とついていることが違い和わ感かんのない世界に来た気がするな。

　俺は左右を見回し、そのどこからどこまでもが、ＴＶで深夜にやっていたＢ級西部劇映画そのままな光景に小さく嘆たん息そくした。

　この現状にあえてタイトルを付けるなら「炎えん天てん下かの決闘」か「ＳＯＳ団無宿」か。

　ともかく、二つの対立グループのいざこざを、代表者同士の決闘で決めようということになったのが、今の有様だった。

　ハルヒの相手を務めるのは、ええと何か名乗りを上げていたのは聞いていたのだが、典型的な悪役モブな面つら構がまえにステレオタイプな煽あおりゼリフなのも相まって、まるで頭に残っていない。まあこれまで散々悪逆非道を尽つくしてきた賞金首のガンマンで、敵対組織に雇われた黒ずくめの衣い装しようを纏まとった流しの用心棒である──という情報から、人相風体を想像していただければ、十中八九その通りであろうと思われる。

　決闘のルールは以下の通りだ。

　十メートルほど距離を空けて立つ。

　銃をすぐに引き抜ぬける姿勢で待つ。

　町長が十セントコインを上空に向けて指で弾はじく。

　コインが地面に落ちた音がスタートの合図。

　先に相手を倒たおした方の勝ち。

　いたってシンプルな早はや撃うちルールだ。まあ、審しん判ぱん役の町長がどっかで見たことのある白髭ひげの爺じいさんだったり、敵グループの悪党ヅラした三下どもが何やら含ふくむところのあるニヤニヤ笑いをしているのが、あまりにも解りやす過ぎて逆に脱だつ力りよくものだが、一応ここは緊きん張ちよう感かんの溢あふれる一幕ということなのであろう。

　ハルヒと賞金首が占せん拠きよする大通りは通行規制がされて、荷馬車や買い物客などは街の入り口で足止めにあっている。流れ弾だま対策は万全である。

　当然、俺たちも通りの脇わきにある板を敷しいただけの歩道に並んで立っていた。向かい側には悪役グループの一味が陣じん取どり、何やら囁ささやき合ったり、意味もなく銃を抜いたり戻もどしたりなどの示じ威い行こう為いに励はげんでいる。

　俺は視線を背後にやった。まず目を引いたのが、朝あさ比ひ奈なさんのお姿だ。白の綿シャツにスモールサイズのホットパンツは一いつ切さいスタイルの良さを隠かくすことはなく、手入れの行き届いた鹿しか革がわのウエスタンブーツと首元を彩いろどる鮮あざやかな色合いのネッカチーフがハイセンスなアクセントを醸かもし出している。小こ柄がらな唯ゆい一いつの上級生は両手を組み合わせ、ハラハラと心配げな面おも持もちで、佇たたずむハルヒを見つめている。

　一方、長門はいつもの無表情な目を前方に向けていた。こいつの格好は地味な色の幅はば広びろの帽ぼう子しとマントのようなポンチョを纏うメキシカンスタイルだ。雰ふん囲い気きからして一いつ匹ぴき狼おおかみのクールなバウンティハンターといった風情である。射しや撃げきの正確さだけで言えばおそらく宇宙一の腕前だ。

　その横で顎あごを撫なでながら様子を見守る古こ泉いずみは、俺と同じ服装をしている。

　西部劇をモチーフにした映画でも漫まん画がでもアニメでもいい。そこに登場する保安官と呼ばれるキャラの出で立ちを思い起こしてもらいたい。つまりそれだ。説明が面めん倒どうになってきたわけではない。ちなみに俺と古泉は保安官補ということになっている。

　ハルヒたち三人と行動をともにしてはいるが、今回の「ＳＯＳ団」は純然たる女性三人組賞金稼ぎ団体であり、俺と古泉はなぜか行き先が同じなためにハルヒの巻き起こすアメリカ西部開拓時代におけるテンプレのような冒ぼう険けん譚たんに巻き込まれるはめになっているのだった。

　老町長が咳せき払ばらいをして、

「そろそろ、始めてよいかの？」

　どうも俺に言っているようだったので、頷うなずきを返してハルヒを見ると、手をヒラヒラと振って、

「いつでもいいわよー」

　命のやり取りをする現場にいる当事者とは思えないほどの軽いノリだ。

　相手の用心棒も「ああ」とか何とか返事をよこし、二人の間にいた町長は通りの端はしにある板張りの歩道まで後ずさってから、手を構えた。

　横にした握にぎり拳こぶし、親指の爪つめの上に十セント硬こう貨かが鈍にぶく光る。爺さんが息を吸い、重々しく言った。

「では」

　直後、ピンと乾かわいた音がして、コインが上空を目指して飛んだ。

　刹せつ那な、周囲の動きがスローモーションになるのを感じる。ハルヒと用心棒が右手を腰に向ける動き、観衆たちの恐おそれと期待と好こう奇き心しんの混じった表情、風に飛ばされる乾燥した干し草一切れ、そして回転するコインの表裏すら見て取れるほどの時間の停てい滞たい──。

　なぜかここまでの経けい緯いを説明しなくてはならないような気がしてきたので解説することにする。なに、すぐに済む。コインが地面にぶち当たるまでにはな。







　銀河を股またにかける活かつ躍やくをしていたと思ったら、いつの間にか十九世紀後半の北米大陸西部地方に飛ばされていた俺たちは、とりあえず近くの街を目指したわけである。

　そこの保安官事務所に辿たどり着いた俺たちに、何者かから電報が届いていた。手て際ぎわのいいことだと感かん嘆たんしつつ、内容はハルヒが脳内受信したものと重複するが、まとめると、

「そこから馬で半日ほどの距離にある街にて、牧場主側と農場主側との間で土地を巡めぐる血で血を洗う抗こう争そうが起きており、ところ構わずドンパチが始まる、時は戦国嵐あらしの時代、アメリカンワイルドウェストは今まさに世紀末状態中、この末法の世を救うため至急援えん軍ぐんを乞こう。なお現状は人質を取られている牧場側の一方的不利」

　どちらに味方すべきなのかすでにモロバレな上に、時代考証担当を雇やとったほうがいいと進言したくなる文章に軽く頭を痛めていると、そこに二通目の電報がタイミングよく届き、

「古泉一いつ樹き、キョン保安官補両名は、三人組のバウンティハンターガールズ『ＳＯＳ団』と協力し、事態の沈ちん静せい化に当たれ」との指令が下る。

　何がガールズだと言っていても仕方がない、馬なんかには乗ったこともないが用意しないと始まらないとばかりに俺と古泉が顔を眺ながめ合っているうちに、三人娘むすめたちは事務所から姿を消していた。

「これ借りるわよ」

　という言葉だけを残し、デスクの上に放りっぱなしになっていたお尋たずね者ものの手配書リストとともに──。

　数分後、街のどこからか発はつ砲ぽう音が連続して轟とどろいた。

　俺と古泉、二人の保安官補がいかにも浮うき足だった足取りで駆かけつけると、街の酒場の一階で派手な銃じゆう撃げき戦せんが繰くり広げられているではないか。

　どうやらウォンテッドリストに載のっていた列車強ごう盗とうグループが、昼間から一杯やっていたらしい。どいつも強こわ面もてのいかついオッサンたちだが、ハルヒの前には年ねん齢れいも性別も一切の区別はなく、コルトＳＡＡから放たれる45口径弾だんの餌え食じきとなっていた。

　耳をつんざく銃撃音と立ちのぼる紫し煙えん、蹴け倒たおされるテーブルや床ゆかに激げき突とつして割れる大量の酒瓶びんなどの甚じん大だいな被ひ害がいが着々と進行する、西部劇映画のワンシーンのような、というかワンシーンそのもののどこか作り物めいたガンアクションを、俺と古泉は肩かたをすくめて見送るのみだった。

　ハルヒの撃うつ弾丸はすべて相手の急所に命中するも、ひっくり返った賞金首どもは、
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「安心なさい。峰みね打うちよ」

　その言葉通りの結果となって戦せん闘とう力は失っても命までは取られず、どころかケガ一つなく、長門の放つ銃撃は正確無比に敵の銃を手から弾き飛ばして破は壊かい、朝比奈さんがホルスターから引き抜いた銃はたちまちお手玉となって空中を舞ったあげくに暴発し、すっ飛んでいった拳けん銃じゆうはたまたま偶ぐう然ぜんその場にいた荒あらくれ者の顔面を強打して昏こん倒とうさせる……と言った案配で一人の死者も出さないまま、列車強盗の一団は酒場のタバコ臭くさい床と添そい寝ねする仲になった。

　長門と朝比奈さんを両脇に従えたハルヒはカウンターの奥で頭を抱かかえるバーテンダーに、ミルクを三つ注文すると、手配書の束をテーブルに置いてスツールに腰を下ろした。

　今日ハルヒたち三人に支し払はらわれる賞金だけでミルクどころか牧場まるごと買えそうだったが、倒れ伏ふす賞金首たちを丁重に捕ほ縛ばくする仕事を淡たん々たんとこなす俺と古泉には関係のない話である。ついでにどう考えてもこの銃撃戦エピソードは寄り道以外の何ものでもない。さっさと電報にあった抗争中のトゥームストーンだかそんな感じの街に急行すべきだろう。

　それはそれとして、ふん縛じばったお尋ね者どもを留置場行きの馬車に押し込んだ後、俺は事務所から賞金の詰つまった鞄かばんを持参、古泉はどこからか五頭の馬を引っ張ってきて、

「酒場の裏に繋つないでありました。列車強盗団のものでしょう」

　どこまでも御ご都つ合ごう主義的に準備は完かん了りよう。

「そろそろ出発するぞ」

　スウィングドアを押しのけて覗のぞき込むと、ハルヒたち三人はチリコンカーンらしき料理を追加注文して食っており、

「食べ終わるまで待ってくれる？　あ、お代はキョン、あんたが払っといて」

　俺はバッグから札束を一つ取り出すと、店を弾だん痕こんだらけにした慰い謝しや料りようの意味も込みで、そのまま店主の前に放り投げた。

「釣つりはいらない」

　一度は言ってみたかったセリフだ。まあ俺の金でもないからいくらでも気前はよくなれるってもんさ。

　三人娘ののんびりした食事の後、ようやく俺たち五人は馬上の人となり指令にあった街を目指すのだった。馬の乗り方を習ったことなどないはずなのに、まるで自転車に乗るような気軽さで乗馬できていることに、もはや疑問すら持てやしない。

　ところで次の街まで馬の足でどれくらいかかるのか調べてなかったが、夜までに到とう着ちやくするのだろうか。見み渡わたす限り地平線が広がり、そういや地図すら見たことない。というか今何時だ。ふと空を見上げると、オレンジ色の太陽が傾かしいでいた。どうも今は夕方で、日の入りまではそれほど遠くないと経験則が教えてくれている。

　が、三十分ほど経たっても太陽はその位置で、いっかな沈しずんでいこうとしない。まるで何かを待っている気配すらある。何を？　言うまでもないだろうね。

　それどころか、左右を流れる風景が加速すら始めた。こっちは馬をぽっくりぽっくり歩かせているだけなのに、まるでマイルチャンピオンシップ最後の一ハロンのような体感速度になっている。

　ますます狂くるう体内時計、たぶん街を発たってから一時間ほどで、次の街が見えてきた。

　街の入り口には、年老いた町長が俺たちを待っていた。待ちくたびれていた。

　その思いは太陽も共有していたらしく、俺たちが街に着くや否いなや、早回しのスピードでそそくさと地平線に接着した。急激に日暮れとなった濃こい橙だいだい色いろの太陽光が長い影かげを作る中、俺たちは馬を下りて老町長と対たい峙じした。

　フランネルのシャツに黒いジャケットを羽織り、山やま高たか帽ぼうを被かぶった町長の顔は、今までに何度か見た、例の白はく髯ぜん白はく眉びの爺さんで間ま違ちがいなかった。

　あるときは森の賢けん者じや、またあるときは銀河帝てい国こく軍ぐん艦かん隊たい司令の皺しわ深い顔が、今は渋じゆう面めんを作っているのも無理はない。

「ずいぶんと遅おそい到来じゃな。おぬしらが来るまでここで突つっ立っていなければならないこっちの身にもなってくれ」

　文句は段取りの悪いシナリオライターに言ってくれ。

「おぬしらは徹てつ頭とう徹てつ尾びアドリブで動いているようにしか思えんが」

　ハルヒをメインに配役するからだ。キャスティング権を持ってるヤツが悪い。

「まあよい。話を進めるぞ」

　次の瞬しゆん間かん、俺たちはダイニングテーブルを囲んで席に着いていた。

　どうやら移動シーンはカットされて、いきなりこの部屋に通されたところから再開されるらしい。便利なものだ。

「ここはわしの家じゃ」と老町長。「時間が惜おしい。夕食をとりながら状じよう況きようを説明する」

　晩ばん餐さんのメインディッシュは何かの赤身肉だというくらいしか解わからないステーキだった。食ったことのない味がしたからバイソンかもしれない。他には糖とう蜜みつのかかったパンケーキ、トウモロコシパン、素材不明のごった煮にシチュー、アップルパイっぽいデザートらしきもの、などの料理を黙もく々もくと平らげる長門と、一口食べるたびに顔を輝かがやかせたり首を傾げて斜ななめ上を見たりする朝比奈さんの観察に励はげんでいる間にも、町長の話は続いていた。

「もともとこの地は牧草地が広がるだけの辺へん鄙ぴな土地でのう。することと言えば畜ちく産さん業しかなかった。この街も牛と牧ぼく畜ちくとともに発展してきたと言ってもいい」

　そこからかよ。時間が惜しいんじゃなかったのか。

「キョンの言う通りね」

　ハルヒはミディアムレアの多分バイソンステーキにナイフを入れなから、

「んで、あたしたちに何をして欲しいわけ？　確か誰だれか誘ゆう拐かいされたんじゃなかったっけ？　それを助けてくればいいの？」

　町長はじろりと俺を睨にらみ、次にハルヒを見つめ、優ゆう雅がに食事を楽しんでいる古泉と長門を見やり、料理を一口食べるごとに目を見開いて感動を表現している朝比奈さんを見て頬ほおを緩ゆるめてから、ナイフとフォークを置いてテーブルの上で手を組んだ。

「お前たちの誰かに決けつ闘とうの代行を頼たのみたい」

　厳おごそかにそう言った老町長の話によると──。

　牧場が広がるのどかなこの地域に、数年前、とある実業家が目を付けた。実業家はアメリカ各地で農園を経営し、少々後ろ暗い手を使ってでも自己実現に努める悪漢であり、いささか強引な手しゆ腕わんでもって巨きよ万まんの富を築き上げたエネルギッシュな成金だった。

　その実業家がこの街の周囲の土地の権利を一方的に主張し、多くの小作人とともに農地開かい拓たくに乗り出した。牧草地と共存できている間はよかったが、農園の主あるじは着々と農地を拡大していき、やがて牧場サイドと境界が接するようになると、まだ手つかずの土地の奪うばい合いが始まった。

　牧場側の人間は占せん有ゆう権けんを主張し、農場をこれ以上拡張しないよう申し入れたが、農場主のほうは出所不明な土地権利書を持ち出して、合法的に入手した自分たちの土地をどうしようが自分たちの勝手だと言い放ち、緑に覆おおわれた地面を力ずくで耕しにかかる。

　話し合いはたちまち口論となり、口論はやがて罵ののしり合いに発展、言葉の応おう酬しゆうに腕力を伴ともなう暴力が介かい在ざいするようになるまで、そう時間はかからなかった。

　こうして街は昔ながらの牧場側と、新興の農場側に分断され、かつての牧歌的なムードはどこへやら、街中いたるところで小こ競ぜり合いが発生することになってしまった。

　最初に外部から用心棒を呼び込んだのは農場側だった。ナントカトン兄弟とその一味と言った感じの荒くれ者たちが闊かつ歩ぽし始めるのに危機感を抱いだいた牧場側も、銃の扱あつかいに長たけたカウボーイグループを雇い入れ、火に油を注いで回った。呼吸をするより先に射撃を始めるような連中が対立勢力として同じ街に存在することになった結果、街の内外を問わず、そこかしこで当然のように銃撃戦が繰り広げられるようになる。

　この街のシェリフは農場の実業家に買収されていたため治安組織は機能せず、町長の権力は銃火器の前では蟷とう螂ろうの斧おの、銃じゆう弾だんによる怪け我が人が病院のベッドを埋うめるだけならまだよかったが、死体が転がり始めると事態は一気にエスカレート、街の葬そう儀ぎ屋は棺かん桶おけ不足に悩なやまされ、牧師は故人の名を覚える前に次の葬儀の準備に駆り出される。

　死者が累るい々るいと出るだけの膠こう着ちやく状態を打開すべく次の一手を打ったのは牧場側だった。こちらはホニャラット・ハープ兄弟とその一党といった具合の腕うで利ききバウンティハンター集団を新たに雇やとい、銃撃戦では有利に事が運び出したのもつかの間、牧場サイドの中でも古参の有力牧場主の息子むすこ夫婦が誘拐されてしまう。

　二人の命が惜しければホニャラット一派はこの街の争いから手を引けとの通達を受けた牧場側は、悪あく辣らつな手段に歯がみするのみだったが、ここで街の世論が味方についた。どこの時代のどんな地でも、汚きたない手を使って有利を得ようとする者どもが尊敬されるはずはなく、酒場、肉屋、雑貨屋、病院、銀行諸もろ々もろで農場側の人間はしだいに扱いが悪くなる。腹を立てて銃口を向けるも評判は悪化の一いつ途とを辿たどり、とは言え、牧場側も手を出せない。

　膠着状態第二弾だんとなったあたりで、ようやく町長が行政手腕を発揮した。

「このまま睨み合っていても何ともならん。次の銃撃戦はどちらか一方が殲せん滅めつされるまで終わることはないじゃろう。破滅へのカウントダウンをただ座視してはおれぬ。ここは一つ、一対一の決闘、早はや撃うち対決で決着を付けようではないか」

　町長の提案に、二つのグループはしぶしぶながら同意した。さすがにこれ以上の人的被ひ害がいはどちらも避さけたいところである。

「農場側が勝てば大規模農園の建設を認める。牧場側が勝てば農園のこれ以上の拡大は禁止、また同意なく耕作した土地は元の牧草地へ原状回復するように。またどちらが勝っても人質は即そく時じ解放すること」

　ただし、人質を持つ農場側は相手側に条件を付けてきた。牧場側が雇ったホニャラット一党からは代表者を出すなというものだ。さもなくば牧場主の息子夫婦の命はなく、そしてこの抗こう争そうはどちらかが滅ほろぶまで続けることになる。時間がかかればかかるほど資金力に勝る実業家が有利である。牧場側は条件を吞のみ、代表者の選出は町長に一任した。

「それで選ばれたのが」とハルヒはフォークを置いて言った。「あたしたちってことね」

　実に満足げな表情で、

「任せておきなさい。勝負事は得意なの。っていうか負けた覚えないわ。だからそのホニャララ兄弟？　じゃなくてあたしを選んだってこと、相手に絶対後こう悔かいさせてあげるからね」

　さらっと自分がすることにしていやがる。まあいいか。長門にやらせたほうが確実だが、こういう場面でハルヒが先頭に立たないなんて、授業中の居い眠ねむりで見る夢の中ですらあるはずないからな。

　ハルヒは余よ裕ゆうの面おも持もちでコーヒーカップを手にした。

「で、決闘はいつ？　荒こう野やでやるの？　それとも牧場？」

「明日の正午じゃ。場所はこの街のメインストリート、一いつ軒けんしかない酒場の前でと決まっておる」

　町長の答えにハルヒは鷹おう揚ように頷うなずき、コーヒーを一気飲みすると、

「ところでこの街、宿屋ある？　お風ふ呂ろがついてるといいんだけど」

「おそらく湯船はなかろうな。シャワーのあるところを手配しよう。もっともこの街には宿も一軒しかないが」

「それ、ちゃんとお湯が出るやつ？」

「うーむ、出るのではないかな？」

　町長の顔からは、そんな細かいこと覚えとらん、みたいなニュアンスが感じ取れたが、

「いや、出そう。うむ、出る。たった今そうなった。なんなら湯船もつける」

　どこかからの電波を受信したように、きっぱりと言ってのけた。

　俺の隣となりの席にいた古泉が、笑いを噛かみ殺したような喉のど音を上げた。見ると、ニヤケ面づらを隠かくすようにナプキンで口元を拭ぬぐっている。言いたいことは解る。俺は町長に向かい、

「ずいぶんと便利な世界なんだな、ここは」

　町長は突とつ然ぜんゲホゲホとわざとらしい空から咳せきを繰くり返したのち、

「以上で説明は終わりじゃ！　健けん闘とうを祈いのる！」

　そう叫さけぶように言って立ち上がると、再びの場面転てん換かんが発生、気づくと俺たちはクラシカルな木造の二階建てホテルのロビーに立っていた。

「あれっ？　えっ？」

　可愛かわいらしく首を傾げた朝比奈さんは、ナイフとフォークを持っているようなポーズで両手を構えており、しかるに何も持っていない自分の指を不思議そうに見つめた。

　俺たちはクロークで鍵かぎを受け取ると、早々に部屋に引き揚あげた。ちなみに全員シングルである。砂っぽく乾かん燥そうした地域を移動していたおかげで、身体からだが埃ほこりっぽく感じて仕方がなく、さっさとひとっ風呂浴びて明日に備えたかった。

　そのバスルームは湯船に洗い場シャワー付きのシステムバスだった。まったく、どこまでもサービスのいいことで恐おそれ入る。

　こうして一晩をゆったり過ごした後、翌朝再び集合し、町長の引き立てで牧場側の人間たちと一通り顔合わせと型どおりの挨あい拶さつをしてから、ＳＯＳガールズと新任の保安官補二人は悪漢との対決の場へと向かうのであった。

　と、まあ、これが今までのあらすじだ。では、冒ぼう頭とうの決闘開始シーンまで戻もどろう。







　コインはまだ空中で回転していた。解説が終わるまで待っていてくれたらしい。

　相変わらずスローな時間感覚の中、十セント硬こう貨かはゆっくりと頂点に達し、そしてゆっくりと落ちてくる。まるで映画の演出のような、激しいアクションの前のつかの間の視覚的静せい寂じやくが、俺の時間感覚を奪っていく。

　真昼の太陽光を反射しながら高速回転するダイムコインは、まるで自由落下する小さなミラーボールのようだ。

　ハルヒも相手のガンマン──ナントカトン兄弟のどっちか──も空中には目もくれず、相手の目を睨ねめ付け合っている。コインが地に落ちる音がゲームスタートの合図だ。

　その時だった。

「…………」

　西部に来てからこっち、いつも以上に無言だった長門が、田た中なか久ひさ重しげ製のカラクリ人形のような滑なめらかさで顔を斜め上に向けた。猫ねこのように瞬まばたきしない瞳ひとみが、じっと一点を見つめている。その視線の先を辿る。

「ん？」

　俺の目の端はしがわずかな動きを捕ほ捉そくした。ほんの小さな身じろぎ程度のものだったが、確かな人間の動作だ。

　注意して目を凝こらすと、俺たちから見て通りの向こう、酒場の二階の部屋の中にわだかまる何者かがいた。半分ほど開いたガラス窓越ごしに、暗い人ひと影かげが見て取れる。

　一人の男が覗のぞき込むようにストリートを見下ろしていた。手にしている長い棒のようなものは他のアイテムと見み間ま違ちがうことはない、ライフル銃じゆうだ。おそらくこの時代のベストヒットウェポン・イン・ＵＳＡ、ウィンチェスターＭ73ライフル。

　男が構えたライフルの銃口、その延長線上に、ハルヒの頭があった。

「狙そ撃げきか」

　なるほど、決闘がどう転ぶか解わからないと見て、騙だまし討うちで片を付けようという、清すが々すがしいまでの悪党だ。今時珍めずらしいステレオタイプですらある。

　俺の右手が反射的にガンベルトのホルスターに伸のびる。六連発リボルバーハンドガンに装そう填てんされている全弾を脳天に撃ち込んでも良心がまったく痛まない自信があるが、そうしてやるか、それとも長門に任せるか……？

「…………」

　長門の沈ちん黙もくからは、静観しよう、という意志が感じられた。確かにハルヒが死角からのライフル狙撃程度でくたばるとは、自衛隊の戦せん車しや砲ほうで倒たおされるゴジラ並みにあり得るとは思えない。ましてやこんな適当な世界観の西部劇ではなおさらだ。

　しかし残り時間はわずかだ。落下を続けるダイムコインはもう、乾かわいた大地に接地しようとしている。

　誰だれもが対たい峙じする二人を注視していた。

　だから、誰もが驚おどろいた。

「！」

　まさかハルヒが、コインの落下を待たずに動くとは。

　それも横っ飛びに跳とんだかと思うと、そこから前転に移行してゴロゴロと転がりながら、酒場と商店の間にある隙すき間ま空間に消えていくなどと。

　直後、十セントが地面との邂かい逅こうを果たし、チン、と虚むなしい音を響ひびかせた。それがスローモード解除の合図だった。

　決闘に臆おくしたハルヒの敵前逃とう亡ぼう──。

　事情を知らない者はそう感じたろうが、敵ガンマンの焦あせりの表情からは、酒場の二階に潜ひそむ伏ふく兵へいスナイパーの存在を知っていることが見て取れた。

　予想としては、どうやってかは謎なぞだがスナイパーの存在に気づいたハルヒがそのライフル使いに銃弾を浴びせるべく二階に直行した──のではないかと思ったのだが、あらゆる意味で予想は裏切られた。

「えいやっと」

　元気なハルヒの掛かけ声と同時に、ガンッ、と硬かたいがそれほど厚みがなさそうな何かを蹴けりつけた音が耳に届いた。

　そして、酒場がまるごと、通りに向かって倒れて来た。

「なっ……」

　驚きのあまり硬直した敵ガンマンの頭上に、酒場の表側が描えがかれた大きな板が倒れかかっていく。とっさに後ろに飛び退のいたガンマンの目の前で、かつて酒場だったデカい板がメインストリートに勢いよくバタンと倒れ伏ふし、もうもうたる土埃を巻き上げた。

　その際、板と地面の間から「ぎゃっ」という男の悲鳴と、ゴキャッという何かが砕くだけるような嫌いやな音がした。よく見るまでもなく、板と通りの間には、ちょうど人間一人分くらいの隙間が空いており、不本意なサンドウィッチの具となっているのはウィンチェスターライフルを携たずさえていたスナイパーで間違いなさそうだった。

　三次元の酒場が、二次元の立て板になった瞬しゆん間かんに窓から吐はき出されたのだろう。

「やっぱりね」と言ったのはハルヒだ。

　板と化した酒場を蹴り倒した後の、片脚あしを上げたポーズのまま、

「こんなことだろうと思ったわ。ずいぶん嘘うそ臭くさかったもんね」

　得意げに微笑ほほえむ顔は勝利の色だ。

　俺は周囲を見回し、先程とは風景の見え方が違っていることに気づいた。

　これまで普ふ通つうに建物として認にん識しきしていた街の家屋、メインストリートに連なる商店の数々が、今や厚みと存在感を失い、ただの絵の描かれたパネルになっている。

「マジか」

　衝しよう撃げきの事実に唖あ然ぜんとする俺たちだったが、相手の敵陣じん営えいはもっと驚きよう愕がくしていた。ついでに老町長までが顎あごをガクンと垂らしていた。無理もない。いきなり世界設定を変えられてしまったのだ。それも無理矢理、一瞬の間に。

　俺たちが一夜を過ごした宿も、今やただの平面の立て看板と化している。

　なんともはや。

　ここは十九世紀後半のアメリカ西部地方ではなかった。西部開かい拓たく時代を思わせる背景を舞ぶ台たいにした、野外のオープンセットだったのだ。それも予算をだいぶケチったシロモノらしく、建物はすべてベニヤ板のパネルに描かれたものに過ぎない。

　倒れた元酒場を避よけて通りに戻ってきたハルヒは、

「あら一応、早撃うち勝負だったわね」

　抜ぬいたコルトＳＡＡを、まだ愕然たる状態が抜けない相手ガンマンの胸元に向け、引き金を引いた。

　パン、と乾いた音がして、しただけだった。

　周囲の風景がすべて大道具なのだしたら、この戦いはリアルファイトではなく、演技であり、当然拳けん銃じゆうに実じつ弾だんが入っているはずはない。

　ここは西部劇映画の中だ。そういうことになったのだ。

　他のメンバーがどういった感想を抱いだいているかというと、古泉は特有の微び苦く笑しようを浮うかべており、朝比奈さんのぽかんとした顔も実に愛らしく、長門はいつも通り。

　俺は銃を弄もてあそびながら歩いてきたハルヒに、

「二階にスナイパーがいるといつ解った？」

「早撃ち相手の目に映ってたわよ」

　こいつの視力は猛もう禽きん類るい並みか。

「建物がただの板切れだと気づいたのは？」

「それは、何となく」

　ここらへんはあまり突つっ込まないほうがいいかもだな。

　ハルヒは一カ所に肩かたを寄せ合うように固まっている農場サイドの荒あらくれ者たちに向かい、

「先に撃ったのはあたしってことだから、こっちの勝ちでいいわよね。さっさと人質を返して、お尋たずね者もの集団は解散しなさい」

　ハルヒがトリガーガードにひっかけた人差し指を中心にピースメーカーをくるくる回しながら睨にらみ付けると、例の農場主側に雇やとわれたナントカトン兄弟とその一味たちは、世界改変の衝撃を一時的に忘れることができたらしい。

「てめえ！」とか「マジかこら！」とか「こんなん勝負と言えるか！」など、まあそう言いたくもなるよな、みたいな罵ののしり声を上げて、通りに飛び出してきた。

　全員が銃を手にしているが、この茶番にいつまで付きあえばいいんだ？

「…………」

　誰よりも早く長門が反応した。

　マントを翻ひるがえした長門の両手が瞬速の動きを見せた。右手でコルトを腰こしだめに構え、左手で撃鉄を弾はじく動作。トリガーを引きっぱなしにすることで連射を可能とする技、ファニングだ。なぜ長門の銃だけ今も実弾なのかは疑問視しないことにする。

　連続発射した六発の弾丸の行き先は、殺さつ到とうして来た賞金首集団ではなかった。

　長門は上空をめがけて撃っていた。

　いったい何を？　その問いの答えは即そく座ざに降ってきた。

　いくつもの大きな照明器具が、荒くれ者たちの頭上に襲おそいかかる。

　男たちはヒキガエルがゲップしたような悲鳴を上げ、ドンガラガッシャンと派手な効果音を立てつつ、もれなく照明の下した敷じきとなった。

　なんと、オープンセットですらなかった。ここは撮さつ影えいスタジオの中だ。

　そう認識した途と端たん、天空で輝かがやく太陽は天てん井じようから吊つり下げられたオブジェとなった。

　本来なら「はい、カット！」の声とカチンコの音がするあたりだが、周囲を見み渡わたしてもスタッフらしき姿はどこにもない。エンドマークはセルフサービスで、ということか。

　老町長が頭を抱かかえているところを見ると、まったく何一つ予定通りに進んでいるわけではなさそうだ。この爺じいさんにどれだけの権力と実行力があるのかは謎だが。

「で？」とハルヒ。「人質はどこ？」

　銀行の店頭が描かれたパネルの奥から、二人の人物が顔を覗かせた。悪党どもが残らず伸びているのを見て、おずおずと姿を現す。ネルシャツにサスペンダー付きの作業用みたいなズボンを穿はいた若い男と、大昔のメイドみたいな丈たけの長いワンピースをまとった女性である。俺たちが救わねばならないことになっている二人組だろう。

　ファンタジーＲＰＧ編では王子と姫ひめ、宇宙編ではなんだったっけの顔を、初めて見た。どこかあきらめた風の疲つかれた表情に思えるのは俺だけか。

「このたびは」

「ありがとうございます」

　そう言って頭を下げる有力牧場主の息子むすことその妻は、とてつもなく凡ぼん庸ような容姿をしていた。じっと顔を眺ながめていても、目を逸そらした三十秒後には忘れてしまいそうな、十代後半とも三十歳前後ともつかない年ねん齢れい不ふ詳しような顔はどこを取っても印象的な部位が皆かい無むで、へのへのもへじのほうがまだ特とく徴ちようがある。

　それはともかく、人質を救い出せばミッションコンプリートのはずだ。

「おい、爺さん」

　声をかけると、町長は頭を抱えたままこちらを見た。

「なんじゃい」

「なんじゃいじゃねぇ。多少シナリオとは違うだろうが、これで任務達成だろ。これでまた次の世界に飛ばされるなんてことは、」

　ないだろうな、と言いかけたとき、撮影スタジオの壁かべをぶち破って車が突っ込んできた。

「うわ、何だ！」

　屋根が幌ほろになっている黒くろ塗ぬりのクラシックカーはクラシックを超こえて、まるで自動車の化石のようだ。二十世紀初頭のアメリカ東海岸あたりを走っていそうなその車は、牧場主の息子夫婦の前に横付けすると、車内から伸のびた黒スーツの腕うでが二人を車内に引きずり込み、急発進するや、直後、反対側の壁を破は壊かいして逃とう走そうした。

「ちょっと！」

　さすがのハルヒも声を上げる。

「せっかく助けたのに、もうなの？　少しは余よ韻いんに浸ひたらせなさいよ。あたしは惜おしまれながら牧場を後にするカウボーイの役をやってみたかったのに！」

　地じ団だん駄だを踏ふむハルヒと俺たちの前に、さっきの車が開けた穴から、別の車が入ってきた。何かで見たことがある、フォード・モデルＴツーリングのオープンカー仕様だ。

　タクシーのように静かに止まる車の運転席は無人だった。

「これで二人を追えと？」と古泉が顎を撫なでながら、「どなたか、この手の車の運転ができる方は？」

　俺、ハルヒ、朝比奈さんが揃そろって首を振ふり、しゃあない、よろしく長門、と言う前に、

「わしが運転してやろう」

　老町長がドライバーズシートに収まっていた。

「なに、ちょっとしたサービス、アフターフォローじゃ」

　顔を見合わせたのは一瞬、俺たちはそそくさと乗り込んだ。ハルヒは当然のような顔をして助手席に腰を下ろす。

「さあ出してちょうだい、お爺ちゃん。チップは弾はずむわ。さっさと追いついて、銃撃戦の続きをしましょ。今度はカーチェイスをしながらね！　ゴー！　ゴー！」

　パチンコで弾き出されたように、フォードがスタートする。ちっとも締しまらないが、なし崩くずし的に西部劇編、完。

　撮影スタジオの外は夜真っ盛りだ。

　高層ビルが並び立つ、ミッドナイトな摩ま天てん楼ろうが俺たちを待ち受けていた。おまけに世界はモノクロになっている。店先に光る色取り取りなはずのネオンの輝きはただ白いだけ。

　ハルヒのカチューシャも、朝比奈さんの瞳ひとみも、長門の髪かみも、グレーの濃のう淡たんのみで表現されている。

　俺たちの服装もいつの間にか衣ころも替がえさせられていた。ダークスーツと白いシャツに黒ネクタイ。カラーインクを使う必要がない服装だ。なんだ、今度は葬そう式しき帰りの集団なのか？

　いつしか黒スーツの上下に瞬間着替えを果たした町長がハンドルを操りながら、

「禁酒法時代のシカゴ、もしくはニューヨークじゃよ」

　どっちだよ。

「どっちでも構わん。そうではないか？」

　そりゃまあ確かに。

「わしももう町長ではない。しがない雇われ老ドライバーじゃ。道案内役を仰おおせつかった」

　誘ゆう拐かいされた二人はどこだ？

「ギャンググループのアジトじゃろ。今からおぬしたちにはそのギャングのボスとの話し合いに行ってもらう」

「話して解わかってくれる相手なわけ？」とハルヒ。

「無理じゃろな。であるからして、一勝負してもらうことになろう。勝てば二人は自由の身じゃ。うまく行けばカーチェイスはなくて済む」

　そう上手うまく運べばいいが、怪あやしいもんだ。

　座り心地ごこちがいいとはお世辞にもいえないリアシートに身を沈しずめながら、俺は空を見上げた。瞬またたく星々はただモノトーンの点となり、宇宙編で見たものと比べると、いかにも迫はく力りよく不足だった。

　そういやまだ「ミッションインコンプリート」の声を聞いてないなと思いつつ、俺はスピードを上げる車の加速度を背中に感じていた。







　車が止まったのはそれから間もなく、暗いビル街の一角だった。真っ先にハルヒが飛び降り、その後に続く俺たちの背に、爺さんの声がかかる。

「そのビルの地下一階に、違い法ほうに営業している酒場がある。ほれ、ちょうど目の前に下りていく階段があるじゃろ。そこを下って突き当たりの扉とびらを三回続けてノックした後、三秒待ってまた三回ノックじゃ。それで開く」

　濃こい灰色の建造物の正面に、ちょうど人が二人並んで入れそうな長方形の穴が開いている。その先は階段になっており、奥に行くほど闇やみが深く、薄うす気き味み悪さを漂ただよわせていた。

「安心せよ。手はずは整えておく。いざとなればドサクサに紛まぎれて逃にげるのじゃな」

　爺さんは皺しわ深い顔をニカッと笑わせ、

「それでは健けん闘とうを祈いのる。また会おうぞ。子供たちよ」

　そう言い残し、クラシックカーは排はい気きガスを存分に撒まき散らしながら走り去った。地下で何が待っているのかは置いといて、面めん倒どう見みがいいのか悪いのか解らん爺さんだ。あの口ぶりでは再見を予感せざるを得ず、人質奪だつ取しゆの任務の成功率が高いものであるとの認にん識しきは、ただの高望みに終わりそうだ。

「ま、行ってみましょ。何とかなるわよ」
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　ハルヒのスーパーポジティブな言動を、ほんの少しでも頼たのもしく思える日が来るとはね。

　先頭を切って階段を下りていく団長に従うこと数秒、分厚い木製ドアの前で俺たちは立ち止まる。ハルヒの拳こぶしが扉を三回叩たたき、三拍ぱく置いて、また三回。

　しばらく待つと、ドアノブが古風な音を立てて回り、扉が内側に開いていく。

　途端、室内の喧けん噪そうが煙草たばこの煙けむりとともに流れ出してきた。ガラの悪そうな男たちの罵ば声せいや歓かん声せいをＢＧＭに、身長二メートルはありそうな男の無表情面づらが隙すき間まから覗のぞいた。

　俺たちを文字通り見下ろす視線で一いち瞥べつすると、

「入れ」

　男が身を引き、俺たちはハルヒ先導のもと、地下の一室に足を踏み入れた。

　そのまま奥に進もうとすると、

「待て。武器を渡わたせ」

　大男はどうやらセキュリティかガードマンらしい。

　武器なんか持ってたっけと思ったが、さっきまでピースメーカーを所持していたことを思い出し、しかしもうガンベルトなんてしてないがと身体からだをまさぐると、その時ようやく、スーツの内側にショルダーホルスターがあることに気づいた。

　中身を抜ぬき取ると、コルト・ガバメントの重みがずしりと来た。同じコルト社製でもリボルバーからオートマチックに変化している。

　ハルヒは「へぇ」と物もの珍めずらしそうに、朝比奈さんは例によってお手玉しつつ、長門は最小限の動作で、古泉は肩かたをすくめながら、扉の番人に銃じゆうを押しつけていった。

　五丁の拳けん銃じゆうを楽々と抱えながら、大男はついてこいという風に顎あごをしゃくって歩き出す。

　まるで雲の中のような紫し煙えんを掻かき分けて行くと、ちょうど部屋の真ん中ほどにでっかい丸テーブルがあり、一ひと際きわ恰かつ幅ぷくのいい男がロックグラスを片手に席に着いていて、近づく俺たちに蛇へびのような笑えみを向けていた。

　仕立てのよさそうなダークスーツに黒ネクタイ、ほぼ俺たちと似たような格好だが、貫かん禄ろくが違ちがう。いかにも名のあるギャングの若き兄貴分といった面おも持もちだ。

　それとなく周囲を観察する。

　どうやらここが酒場らしい。部屋の奥はカウンターになっており、仏頂面のバーテンダーらしき男が黙もく々もくとグラスを磨みがいている。なかなかに広い空間にはところ狭せましと丸テーブルが並べられ、中身の減った酒瓶びんがテーブル上で雑木林を形成していた。むせ返りそうなアルコール臭しゆうを覆おおい隠かくすレベルの紫煙の出所は、ほぼすべての客たちが咥くわえる煙草か葉巻にあった。

　その客たちがまた、全員、同じダークスーツだった。つまり、今この地下酒場はギャングの貸し切り状態、あるいは出資者と経営者も客たちと同系列なのかもしれない。爺じいさんによると禁酒法時代だということなので確実にイリーガルだ。

「ボス」

　俺たちをここまで案内してくれた大男が、笑う蛇のような男に何やら耳打ちして、ささっと持ち場に戻もどっていく。俺たちが携けい行こうしてたガバメントは、途と中ちゆうのテーブル上にぞんざいに転がされた。まあ、使いたいとは思わないから手ぶらになったことに別に不満はない。

　蛇のようなボスが、

「お前らが最近売り出し中のＳＯＳファミリーとやらか」

　爬は虫ちゆう類るいが無理矢理しゃべっているような声で言った。

　団とファミリー、どっちで呼ばれる方がマシかと考えていると、

「まあ、あたしたちはとっくに家族みたいなもんだし、それでもいいわよ」

　ハルヒが傲ごう然ぜんと胸を反らす。蛇のボスは不気味に目を細め、

「お前たちみたいな若造に助すけ太だ刀ちを依い頼らいするなんざ、やつらの組もいよいよヤキが回ったようだな、おい！」

　ボスの周囲に居並ぶ取り巻き連中が、すかさずＨＡＨＡＨＡＨＡ！と嘲ちよう笑しよう色の哄こう笑しようを放った。たっぷり十秒ほど騒さわがしい笑い声に聞き入ってから、ボスはさっと右手を挙げる。

　同時に笑いがピタリと止まった。

「ま、座りな」

　ボスが勧すすめたが椅子いすは一つしかなく、当たり前のことだがハルヒが悠ゆう然ぜんと腰こしを下ろした。

「飲み物はけっこうよ」

　ハルヒは優ゆう雅がに微笑ほほえみながら、

「ここにはお酒しかなさそうだし、あたしはいらない。酔よっ払ぱらって記き憶おくをなくしたりすることが二度とないようにって自分に誓ちかったことをついさっき思い出したのよね。あと個人的な意見を言っていいなら、禁酒法は天下の悪法だと思うけど、だとしても違い法ほう行こう為いに手を出すより、政治的手段に訴うつたえて改善を促うながすべきだと思うわ」

　ん？　俺の心の琴きん線せんに何かが引っかかった。

　ハルヒのセリフの中に、決して聞き流せない一言があった気がする。だが、それが何か解らない。悪法？　いや違う。違法行為？　これも違う。政治的手段……？　もっと違う。記憶……。これでもない。何だ？　俺は何に引っかかった？

　ハルヒとボスの会話は俺の疑問にかかわらず続行される。

「勝負って聞いて来たけど」とハルヒ。「賭かけるのはそっちがさらったカップルだけ？」

「もちろん連中二人だけってわけにはいかねえ」

　ボスはグラスの中身をぐびりと飲み干す。脇わきにいる手下の一人がさっとボトルを傾かたむけ新しい液体でグラスを満たした。世界がモノクロなので解りにくいが、おそらく琥こ珀はく色いろをしているのだろう。

「こっちが勝てば、お前らを雇やとったギャングのシマは俺たちのファミリーがそっくりいただく。一エーカーのあまりもなくな。違法カジノの賭と場ばも密造酒の工場も喫きつ茶さ店てんのノミ屋に至るまで俺たちの傘さん下かになってもらう。安心しな、勝っても負けても人質は返す。あいつらはあくまでそっちと話がしたいから、そのきっかけ欲しさにちょっと付きあってもらっただけだ。俺たちはあくまで平和的な交こう渉しようがしてえんだ。なあ、俺って実に公正な人間じゃねえか？　おい！」

　再びＨＡＨＡＨＡＨＡ！とわざとらしい哄笑が湧わいて響ひびき、ボスが手を挙げると同時に止まった。コントか。

　ハルヒは笑えない喜劇の最前列でそれを観みている客のような表情で、

「何となく、これまでのいきさつは解ったわ。んで、何で勝負するの？」

「ポーカーだ」

　ボスは答え、スーツの懐ふところから一組のトランプカードを取り出した。

　デックをぽんとテーブルに置き、

「ルールはシンプルにクローズド。最初に五枚ずつ配り、カードチェンジは一回だけ。それでできた役の大きさで勝敗を付ける。ジョーカーはなし、ブラフもチップもなしだ。ＯＫ？」

　ハルヒは卓たく上じようのカードを見つめつつ、

「いいわよ、それで。むしろ、そんなのでいいの？」

「嬢じようちゃん、カードを検あらためなくていいのかい？　後でイカサマだなんだと難なん癖くせ付けられたくはねえんでな」

　ボスのアドバイスに、ハルヒは真夏日のヒマワリのように微笑んだだけだった。

「一つだけ教えてちょうだい。ポーカーで一番強い役って、何？」

「おいおいそこからかよ。そんなもんロイヤルストレートフラッシュに決まってるだろう。まあ、まず出ねえがなあそんなの、なあ、おい！」

　ＨＡＨＡＨＡＨＡ！　十秒後、サッ、ピタリ。

　この時点では俺は引っかかりを覚えた何かを完全に見失っていた。手の中からするりと抜けていったウナギの魚ぎよ影えいを川辺で虚むなしく見送っているようなイメージだ。こうしている間もどんどん手て掛がかりが希き薄はくになっていく。

　ダメだ、まるで思い出せない。

　……思い出せない？　何をだ？　思い出す必要があるものとは何だ。

　だが、こんな疑問も秒単位で揮発していく。何だこれは。誰だれかに思考を操作されているような感覚がある。いよいよ俺もどうかしてしまったのか。ファンタジー、ＳＦ、ウエスタン、ここはまともな世界ではない。なぜ俺たちはこんなところにいる？　ここは？　今は？　いったい誰が俺たちをこんな

「カードを配るのは、そうだな、おいそこのバーテン！　お前がやってくれ！」

　ボスの依頼のような命令に、カウンターから仏頂面のバーテンダーがやって来た。カードデックを手にすると、慣れた手際で高速のヒンドゥーシャッフル、たっぷり十秒ほどカードを切った後、リフルシャッフルを加えてカードをいくつかの山に分けてカットし、最後にラフに切ってから、まずボスの前に五枚、次にハルヒの前に五枚のカードを配った。

　見事な手際であり、さすがに見事すぎだ。まさかこのバーテンダーがボスの一味ではなく完全中立的存在であると認にん識しきする人間は、この世の果てを隅すみ々ずみまで探しても見つからないだろう。自分の息のかかった者にシャッフルさせてこっちにはカットもさせない。これでイカサマでなければそっちのほうが不思議である。

　それはハルヒにも解わかっているはずだ。

　案の定、ハルヒが手にした五枚のカードは、クラブとダイヤで３のワンペアができているだけの、かろうじてノーハンドでないだけマシというシロモノだ。

「ふうん」

　と、ハルヒは扇おうぎ状に開いた五枚のカードを見つめて鼻を鳴らす。

　一方、相手ボスはと言うと、手にした自分の五枚を掲かかげるようにして、

「おいみんな見ろ！　こりゃあツイてるぜ、マジかよ！　まったく、ここ一番って時の俺の守護天使は勤労意い欲よくがありすぎるってもんじゃあないぜ！　なあ、おい！」

　ＨＡＨＡＨＡＨＡ！　今度の哄笑は十秒を超こえて続行された。ボスが合図をしなかったからだ。手下の引き攣つった馬ば鹿か笑わらいをＢＧＭにしたままボスは余よ裕ゆうの表情を浮うかべ、

「俺はこのままでいいぜ。そっちは何枚でも交こう換かんしな。ただし一度きりだ、心して選ぶんだな」

　ハルヒは自分の手役を見つめ、それからボスの手のカード裏を見つめ、そして自身のカードを裏向けたままテーブルに投げ出すように置いた。

「あたしもチェンジはなしでいいわ。このままで勝負よ」

　無作法な笑い声が止やんだ。

　誰もがマジかよみたいな表情で固まっている。

　それほど、ハルヒは自信満々な雰ふん囲い気きを全身から放射していたのだ。なおかつ、

「カード、少しは替えたほうがいいんじゃない？　後からやっぱダメーってのは、通用しないわよ」

　そう進言する余裕すらあった。

「バカを言え」

　ハルヒを蛇目で睨にらみながら、

「舐なめてんじゃねえ。俺のリアルラックはテメエなんざ目じゃねえんだよ。そっちがそうくるなら、こっちだって黙だまっちゃいねえ」

　ボスもまた、手札を裏にして卓上に置いた。

「正しよう真しん正しよう銘めい、配られたカードだけで勝負だ」

　よほどいい手らしい。つうか、これでボスの手が何かは誰の目にも明らかだ。

「あたしもいいわ」

　ハルヒの視線はボスの伏ふせたカードに据すえられていた。その顔に浮いている表情の意味を俺は知っている。自分の考えた悪わる巧だくみが順調に進行していることを示す、そんな笑みを抑おさえようとして抑えきれない時の表情だ。

「これで勝負といきましょ」

　ハルヒは言いながら、しかしなぜか席を立った。

「ただし、ここから勝負するのは、あたしじゃなくて、この娘こよ」

　ハルヒは流れるような動作で立ち上がると、まるでワルツを踊おどっているかのような仕草で長門の背後に回り、そして感心するヒマがないほど流りゆう麗れいなエスコートで、小こ柄がらな文芸部員を先程まで自分が温めていた席に座らせた。

「…………」

　長門は何度か短く瞬まばたきをしただけだったが、それだけでも長門にとって充じゆう分ぶん意表を突つかれた事態であったことが解る。

　一いつ瞬しゆんにしてプレイヤーがハルヒから長門に代わっていた。

　だが、だとしても、何の意味があるんだ？　さしもの長門有ゆ希きでも、３のワンペアで、おそらく最強の役を握にぎっている相手ボスに、ブラフなしのストレート勝負で勝てるとは思えない。それこそイカサマでもしない限りだ。

　ハルヒは長門の耳元に口を寄せ、

「有希、思い出して。あなたは魔ま法ほう使つかいなの。どんな不可能も可能にする、有希・ザ・ウィザードよ。イカサマなんか目じゃないわ。本物の魔法を見せてあげなさい」

　言ったかと思うと、どこからともなく黒っぽいツバ広のとんがり帽ぼう子しを取り出し、長門の頭に載のせた。

「…………」

　目の前の光景がぐにゃりと歪ゆがんで見えた。一瞬、何か予定外の出来事が起きたような──あたかもこの世界そのものが慌あわてているような気配がし

　長門は無反応だが、俺はとんでもなく強きよう烈れつな既き視し感かんを抱いだく。

　この長門の姿を、どこかで見たことがある。その時、長門は魔女のような帽子だけでなく、マントまで羽織っていて……。

　目を凝こらしてもう一度見ると、長門は俺の謎なぞの記憶にある通り、暗色のとんがり帽と黒マント姿で座っていた。

「…………」

　長門の視線は伏せられたハルヒカードの五枚に向けられている。

　一体どうやってポーカー勝負に勝てばいいのか、思案しているような気配だったが、またしてもハルヒが腕うでを一ひと振ふりして、

「はい、これ」

　ハルヒが長門に差し出したのは、銀色の棒の先に五ご芒ぼう星せいの飾かざりが付いたシロモノだった。

「スターリングインフェルノ」

　呟つぶやきが漏もれる。俺の口からだ。古泉と朝比奈さんがハッとした顔で俺を見る。その棒の名めい称しように心当たりがあるのは俺だけではないという証左だった。だが、なぜ知っているのかは解らない。その二人も同じだろう。そんな確信だけはあった。

　俺の疑問をよそに、禁酒法時代ポーカーバトル編は続く。本当にそんなタイトルなのかどうかは最も早はやどうでもいいが。星付き棒にしろ魔女のような装しよう束ぞくにしろ、んなもんハルヒがどこから取り出したのかとか、ここでツッコミを入れるタイミングではない。物語の流れに反することはすべきではない。いや、できないのか。

「…………」

　長門は受け取った星付きの棒を、じっと眺ながめている。

　いつかどこかで見た何か。それを思い出そうとしているようにも思える。

　固まった小柄な黒ずくめの後ろ姿。ハルヒは背後から長門の両りよう肩かたに手を置いて、耳元に唇くちびるが触ふれるほど近づけ、何やら小声で囁ささやいた。

　何らかの指示であったのだろう、長門は手にした棒を掲げるように持ち上げると、相手のギャング団含ふくめ俺たちの視線を一身に浴びる中、棒の先せん端たんをゆっくりと振り下ろした。

「…………」

　裏返しのトランプカードを、棒の先端の星飾りで、五枚続けてちょんちょんちょんと触れていき──。

　そして、それだけだった。

　沈ちん黙もくの時間は三十秒ほど、ようやくボスが言った。

「何の真似まねだ、それは」

　俺の疑問の代弁でもあるな。長門はハルヒが投げ出した五枚のカードの裏を、同じくハルヒから渡わたされた謎の棒でつついただけだ。

　手品やイカサマの類たぐいならば、もう少しこう、何かあるだろう。しかし、この衆しゆう人じん環かん視しの中では、どれだけ手て癖くせの悪さを繕つくろったとしても即そく座ざに見み咎とがめられたに違ちがいない。

　いったいハルヒは長門に何を囁き、長門は何を実行したのか。

「念のため確認するわ」とハルヒが笑えみとともに言った。「これであたしたちのカードがそっちのより強い手だったら、こっちの言い分が全部通るってことでいいのよね？」

　挑いどむような口調に、蛇へび目のボスはしばらく沈ちん思ししてから、

「ああ」

　その視線は自身の前にある裏返しの五枚のカードに向けられている。いったいなぜ手札をテーブルに伏せて置いてしまったのか……？　そんなことを今さら考えているような表情だった。

　視線は次にカードを配った人物へと向けられたが、そこは無人の空間だった。当のバーテンはいつの間にやらカウンターの内側にいて、黙もく々もくとグラスを磨みがいている。

　ボスの顔が凶きよう悪あくな色に歪んだ。何らかの計算違いが起きているのを悟さとったのだろう。

「負けるはずはねえ」とボス。「俺のハンドは最強だ。イカサマの気配もなかった。こいつの強気はハッタリだ。意味のない行こう為いだ」

　まあ、純じゆん粋すいに手札の役の強弱で勝負を決めるルールだから、競技ポーカーのようなブラフや駆かけ引きなどこの一戦に限っては存在しない。

　ボスは勝ちを確信している。しかし得体の知れない何かを感じている。

　ハルヒと長門。この二人が息を揃そろえて悪事を働いたら、考え得るべき最悪の事態を生むだろう。しかしこの場において、その最悪をこうむるのはクソ小物臭しゆうのするギャングのボスとその一味に過ぎない。全力で看過して俺の良心はまったく痛まないというものだ。

「じゃあ勝負といきましょ」

　ハルヒはにこやかに、

「せーの、でカードを表にして出す。それでいいわよね」

　黒スーツの手から伸のびたハルヒの右手が、伏せていたカードを五枚まとめて掬すくい取る。

　ボスも釣つられたように同じ動作をし、

「せーの、はい！」

　ハルヒとボスの手札が、同時に白日の下にさらされた。

　室内灯に照らされた五枚のカード、×２。

　一つは、３のワンペア。

　そしてもう一つ、スペードのロイヤルストレートフラッシュだった。予想通り、最強の手役である。

　予想と異なっていたのは、それぞれのカードの持ち主だった。

　凍こおり付いたような沈黙が違い法ほう酒場を覆おおっている。

「…………」

　長門がどれほど驚おどろいてるのかは、俺には判別できなかった。このマジックの実行犯が長門なのかハルヒなのか、どう考えたらいいのか見当が付かなかったからである。

　だが、相手ギャングのボスにとっては下手人がどちらかなど、ささいな違いでしかない。

　彼は叫さけんだ。

「ありえねえ！」

　そう言いたくなる気分もよく解わかる。確かにあり得ざる事が起きていたからだ。

　ボスとその取り巻きの目玉は、今にも零こぼれ落ちんばかりに見開かれていた。

「そんなバカな……！」

　ボスが自分の手でテーブル上に広げた五枚のカード、それは３のワンペアだった。数分前にハルヒに配られた手札とまったく同じである。

　そして長門の前にはスペードの10、ジャック、クイーン、キング、エースが灯あかりに照らされ燦さん々さんと輝かがやいていた。

　お互たがいがカードを伏せていたのはごく短時間、そのわずかな間に、そっくり手札が入れ替かわっている。それも相手のカードには指一本触れず、長門のしたことと言えば、裏向きのワンペアデックを棒でつついただけ。

　ボスが唸うなった。

「イカサマだ……！」

「いいえ、魔法よ。そう言ったでしょ？　有希は魔法使いなの。ちょっとだけ悪い魔法使い。でもあんたたちみたいなのが相手なら、多少の悪巧みは許されるわよね」

　魔法使いならちょっと前に朝比奈さんがやってたはずだが。

「みくるちゃんはカードゲームに向いてなさそうだから」

　こんな状じよう況きようで隕いん石せきが降り注ぐことになれば目も当てられない。

　もう用は済んだとばかりに、

「…………」

　長門が席を立った。元の黒スーツ姿に戻もどっている。魔女っ娘このような帽子もマントもどこかに消え失うせていた。

　俺は長門に小声で、

「ハルヒに何て言われたんだ？」

「手札を入れ替えるマジックを使うように言われた」

　で、やったのか。

「わたしは何もしていない」

　つまりハルヒか。あいつの思い込みパワーがカードを瞬時に入れ替えるイカサマを実行したか。物体入れ替え。アポートとアスポートの同時利用……まあ、考えるだけ無む駄だか。

　古泉がフォローするように、

「テーブルマジックでよく見る手品の一つですよ。目にも留まらない速度でカードをすり替えるんです。人間の目の特性を逆手に取った──」

　言ってる最中に、よく考えるまでもなくこんな何でもありのような世界で魔法や宇宙的超ちよう技術を取り繕う必要はないと気づいたか、最後のほうは苦笑混じりになった。

　ハルヒは満面の笑みでもってギャングたちの前に立ちはだかった。

「勝ちは勝ちよ。条件はそっちが言い出したんだからね、さっさと履り行こうしてちょうだい」

　睥へい睨げいするように室内を見み渡わたし、

「それで、人質はどこ？」

　ギャングたちが揃ってフリーズしたように静止した。不自然なまでの完全停止の後、ボスがいかにも重そうに口を開き、

「何の話だったかな？」

　とぼけようとしているみたいだったが、表情が硬かたい。まるで台本にないセリフを無理矢理喋しやべっているアナウンサーのような口調である。

　ひょっとしたら、このポーカー対決は最初からこっちの負けイベントだったのか？　まさか勝つとは思っていなかったから誘ゆう拐かいされた二人が姿を現すことはなく、用意もされていない。それをハルヒのイカサマパワーによって勝っちまったもんだから、何もかもがワヤになっている最中、というのが今なのか。

　ハルヒは腰こしに手を当てる仁に王おう立だちのまま、

「勝っても負けても返してくれるんじゃなかった？　誰だれだっけ？　とにかく若い男女よ、名前は知らないけど」

「うるせえ、このイカサマ野や郎ろう」

　ボスが胸元から取り出した拳けん銃じゆうを構えると、残りのギャングたちもこぞって銃口を俺たちに向けてきた。こちらのエモノは奪うばわれたきりである。

　このままでは五人そろって蜂はちの巣すだ。さて、どうしたものか。

　と、その時──。地下酒場の戸口の外から、聞き覚えのある声が叫んだ。

「シカゴ市警のガサ入れだ！」

　次の瞬しゆん間かん、厚い木のドアが錠じよう前まえごと蹴け破やぶられ、ヘルメットとプロテクタースーツに身を包み、透とう明めいなシールドを携たずさえた一団が雪崩なだれ込んできた。

「全員動くな！　武器を捨てて床ゆかに伏ふせろ！」

　先頭の警官がグロックとおぼしき銃を構え、しかしながらその指示に従ったのはＳＯＳ団の五人だけだった。ハルヒが素す直なおに伏せたのにも驚いたが、ギャング団の驚きは比ではなかった。

「シカゴ市警だと!?」

　それでもそこは裏社会の住人たちだ、即座にテーブルを蹴り倒たおし、店内に即そく席せきのバリケードを作り上げる。銃口は俺たちから新規の客たちに向き直され、まずは一安心。

　それにしてもシカゴ市警とやらの格好が妙みようだ。二十一世紀初頭を舞ぶ台たいにしたドラマのような、近代的な装備と武装をしている。今は一九二〇年代じゃなかったのか？　どこかで違う二つの物語の設定が混線したような違い和わ感かんがある。

　案の定、ギャングたちは戦国時代テーマの大河ドラマの終しゆう盤ばんに突とつ然ぜんエイリアンが現れて関せきヶが原はらで徳とく川がわ軍と戦い始めた、みたいな歴史改変ぶりを目もく撃げきした視し聴ちよう者のような驚きよう愕がくの目を招かれざる客に向けていたが、その警官グループもまた、どこか戸と惑まどった様子で銃を構えている。しかしながら職責を果たそうとする勤労意い欲よくのほうが上回ったのか、

「違法賭と博ばくの現行犯で逮たい捕ほする！　全員武器から手を離はなせ！」

　色々ツッコミどころのあるセリフであるものの、とりあえず密造酒に関してはどうでもいいらしい。っと、ここで俺は店に入る前の爺じいさんのセリフを思い出した。なるほど、これがドサクサか。しかし二組の武装集団に囲まれて、どうやって逃にげたらいいんだ？

　突とつ入にゆうしてきた警官隊と黒服ギャングたちの間に、ただひたすら虚きよ無むな時間が流れていた。お互い銃の引き金に指をかけた状態で睨にらみ合う極限状態がいつまでも続く──。

　その流れを断ち切ったのはハルヒだった。

　俺の横でうつ伏せになっていたハルヒの手が、緩ゆるやかに持ち上がる。バンザイかホールドアップの形だが、手のひらは二つとも内側を向いていた。まるで神社の賽さい銭せん箱の前でするような、

　パン！

　柏かしわ手でのような、いや柏手そのものの音が室内の空気を切り裂さいた。

　それが銃撃戦の合図となった。

　俺たちの頭上を、鉛なまり玉が右から左から飛び交う。悪夢のような事態だった。

「うひゃあ！」と朝比奈さんが頭を抱かかえ、長門は徹てつ夜や明けの新卒新入社員がベッドに倒れ込んだような姿勢で伏せている。横を向いた顔の目はちゃんと開いているので泥どろのような眠ねむりに落ちているわけではなさそうた。古泉が匍ほ匐ふく前進で俺の横に来て、銃声に掻かき消されない程度に大声で、

「とりあえず身を隠かくしましょう！」

　どこ行きゃいい。入り口はシカゴポリスに占せん拠きよされている。

「バーカウンターの奥へ！　先程バーテンダーのかたが奥に引っ込むのを見ました！　拳けん銃じゆう弾だん程度なら防げるのでしょう！」

　そこしかないのなら仕方がない、俺はハルヒをつつき、指先でカウンターを指し示す。ハルヒは頷うなずいて匍匐前進を開始、俺は左手で朝比奈さんを抱えながら、右手だけで酒場の床を這はい進む。まるで塹ざん壕ごうの中を移動する負傷兵のごとき有様だ。

　スーツをホコリまみれにしてカウンターの内側に辿たどり着いた俺たちを、仏頂面づらのバーテンダーが無言でグラスを磨みがきながら出で迎むかえた。床に腰を下ろし、じろりと俺たちを一いち瞥べつして、グラス磨きの仕事に戻る。無口というよりか元から音声ファイルが設定されていないモブキャラみたいな感じを受ける。

　銃声は途と切ぎれることなく続き、店内の紫し煙えんが煙草たばこのものか火薬のそれか区別がつかなくなった頃ころ、どこかでベルの音が鳴った。

　目覚まし時計のような耳に障さわる音の出どころは、カウンターの上だった。バーテンがひょいと手を伸のばし、騒そう音おんの主である電話機を降ろした。骨こつ董とう品としか思えない古風な受話器を取り、しばらく耳に当ててから、無言で俺に渡わたしてくる。

　あいにく通話の相手は一人しか思い当たらない。

「もしもし、爺さんか」

『おう、わしじゃ。カウンターの奥にある戸と棚だなが隠し扉とびらになっておる。裏口に出られる通路があるので、そこから脱だつ出しゆつせい。車で待っておるぞ』

　切れた。

　俺はバーテンに受話器を返しつつ、おそらく食器棚らしき戸棚を指差し確かく認にんする。バーテンは俺の指先が示す先を見ると、やはり無言のまま戸棚を開けた。

　人が一人通れるほどの通路が続いている。

　何か礼をしたかったが持ち合わせがない。俺は片手でバーテンを拝みながら、隠し通路へ飛び込んだ。後をハルヒ、長門、朝比奈さん、古泉が追ってくるのを確認して暗がりの中を進んでいく。途中、階段になり、上り切ったところに重いドア。苦労して引き開けると、モノクロームのビル街に出ることができた。

　待っていた車はここに来たものと車種が違ちがっている。フォード・サンダーバードのオープンカーだ。

　当たり前のように運転席にはシカゴ市警のコスプレをした爺さんが鎮ちん座ざしている。

　これもアフターサービスのうちか？

「早はようせい。追っ手がかかっておる」

　パトカーのサイレンが接近中、それも複数台だ。違法賭博の罪状にしては大がかりだな。

　ハルヒが助手席に飛び乗り、残りの四名がリアシートに無理矢理に身体からだをねじ込む。サンダーバードがスムーズに発進、そのまま大通りの車列に加わっていく。

　しばらくして、俺は目を瞬しばたたいた。何か妙だと思ったら、いつの間にか世界に色しき彩さいが戻っている。そのまま時代が進んだのかと思ったが、どうやらそれは時じ期き尚しよう早そうだった。

　視界の左右を通り過ぎる街並みが徐じよ々じよに途切れ途切れになり、まもなくＳＯＳ団一行を乗せた車は市街から離れた未舗ほ装そうの森の中を走っていた。

「次はどこ？」

　と、ハルヒは訊きいたが、俺としては「次はいつだ」と尋たずねたいね。

「さてさて」

　爺さんはハンドルを固く握にぎったまま、

「わしもまたそなたらと同様、翻ほん弄ろうされる身にすぎん。いや、そなたたちより哀あわれよの。わしはどこからも来ず、どこにも行けぬ、この世界に生み出された永遠の召めし使つかいなのじゃ」

　爺さん、どこまで知っている？

「何も知らんし、知らされておらんよ。それが残念なことなのかどうかも、わしには解わからんのじゃ」

　少しずつ爺さんの声が遠くなっていく。目に映る風景が滲にじむように霞かすみ、次に焦しよう点てんを取り戻もどした時には、やはりと言うか、また俺たちは衣い装しようチェンジをしていた。

　俺と古泉は葬そう式しき帰りのようなスーツから結けつ婚こん式に趣おもむく招待客のようなスーツ、つまりあんまり変わってない格好だが、ハルヒと長門と朝比奈さんはやたらと古風でひらひらの多いパーティドレスを纏まとっていて、アクセサリーは色とりどり、髪かみも丁てい寧ねいに結い上げられている。男女差が酷ひどくないか。

　加えて、やけに尻しりが硬いと思ったら、乗っているのは明らかに自動車のシートではない木造の座席だ。窓をこじ開けて見て理解した。ここは二頭立ての馬車の中だ。

　栗くり毛げの馬が二頭並んでポクポクと走っている。馬具から伸びたハーネスを御ぎよ者しや台だいで握っているのは、シルクハットを被かぶった爺さんだった。

　この馬車が停とまった先で、今度は何をするハメになるのか、それはまったく予想できないが、ただ一つ確信があるとしたら、それが最後の冒ぼう険けんになることはないだろうという予測だった。いったい俺たちは何をやらされているのだろう？







　その何かは十七世紀のイギリスっぽい国を舞台に国王暗殺計画を阻そ止しせよというものだった。旧教勢力と結びついた議会派の一党が、王宮でおこなわれる仮面舞ぶ踏とう会の最中に国王夫妻を宮きゆう殿でんごと爆ばく破はしようという恐おそるべき計画が進行していた。俺たちは王党派貴族の命を受け、舞踏会会場に潜せん入にゆうして爆破計画を阻止するとともに犯人勢の捕ほ縛ばくをする身の上となる。案の定、ずいぶん若く見える国王夫妻はいつもの元王子と元姫ひめだ。なんやかんやあってテロは未然に防がれ、代わりに犯人一同が爆発四散したが、その爆風に巻き込まれた俺たちが目を開けると、また別の世界にいた。







　その次の何かは第二次世界大戦中のヨーロッパの出来事だった。英国情報部から「ちょっとドイツまで行ってエニグマをパクってこい」というスーパー無理難題を二つ返事で安やす請うけ合いしたハルヒに従い、俺たちはドーバーを渡りドイツ占せん領りよう下のフランスを経由してベルリン入りする。その後、あれやこれやがあって首しゆ尾びよく暗号機エニグマを盗ぬすみ出した俺たちだが、カレー港から夜や陰いんに紛まぎれて乗り込んだアメリカの潜せん水すい艦かんがドイツ海軍の駆く逐ちく艦かんに捕ほ捉そくされてしまい、どこかで観みた潜水艦映画の定番のような展開を経た後、沈しずみゆく潜水艦と炎えん上じようする敵艦を背景にゴムボートで漕こぎ出したあたりで意識が飛んだ。







　次は刑けい事じもので、連続爆ばく破は魔まが出題するクイズみたいなヒントに右往左往しながらあちこちに仕し掛かけられている時限爆ばく弾だんを解除していくという、なんか爆破ネタが多くないか？

　そのまた次は平安貴族となって宮きゆう廷ていでドロドロの政争を演じるというもので、見るべきところは三人娘むすめの十二単ひとえくらいだった。

　お次はヴァンパイアハンターとなって吸きゆう血けつ鬼きの巣そう窟くつに乗り込んだ。

　次はポストアポカリプスみたいな世界観の廃はい墟きよでイカれたロボットの群れを一いつ掃そうした。

　次はアラビアンナイトの世界でランプ争そう奪だつ戦に明け暮れ、続いて江え戸どゾンビ捕とり物もの帖ちよう、また潜水艦に戻って核かくミサイルの発射を巡めぐる神経戦、残念な結果に終わった木星太陽化計画、デスゲーム迷宮脱出指令、タイムスリップ恐きよう竜りゆう大決戦、エトセトラ、ｅｔｃと続き──。







　そして今、俺たちは大海うな原ばらのまっただ中にいた。

　半はん壊かいしたクルーザーの甲かん板ぱんで、このままでは遠からず干物になることだろう。三百六十度どこを見てもひたすら水平線が広がっており、救助に来てくれそうな船のマストも煙えん突とつも見えない。

　おり悪く、本日は終日快晴だ。じりじりと照りつける日光をカリブ海の水面が反射し、俺たちの肌はだをこんがり焼こうとしているかのようだ。

「あっちぃ」と俺は空を仰あおぐ。

　スチュアート朝時代のイギリスやら、ゾンビの蔓まん延えんする江戸時代やら、冷戦下の潜水艦の中やら、第二次大戦中のドイツやらなんやらといった、世界を漫まん遊ゆうする旅を強制的に続けさせられている俺たちが次に辿り着いたのは、アメリカのどこかの海岸だった。

　のどかなビーチが広がる砂すな浜はまを前にして、ここではバケーションを楽しめばいいのかと安あん堵どするヒマもなくサメ退治の依い頼らいが舞まい込んだ。聞けば凶きよう悪あくな人食い鮫ざめが沖おき合あいで猛もう威いを振ふるっているため、そいつを退治してこいという。例によって依頼の形をとってはいるが、ほとんど命令だな。いつもの如ごとくあっさりゴーサインを出したハルヒに付き従い、ＳＯＳ団一行は誰だれかが用意した高速クルーザーに乗り込むと勇ゆう躍やく、サメをぶちのめしに向かった。

　そこからが大仕事であった。実は二匹ひきいた人食いシャーク、体長五メートルはありそうなジョーズコンビとの戦いは死し闘とうを極きわめた。最終的に二体の人食い鮫のビッグマウスにダイナマイトを突つっ込んで爆散させるまで、文字通り朝から晩までかかった。おまけにその際、クルーザーのエンジンを囓かじり取られてしまい、動力を失った船は潮の流れに乗って沖おきへ沖へと流され行く始末。助けも来ず、世界移動もなく、することもないので俺たちは交こう替たいで眠り、とりあえず船にあった釣つり竿ざおで食料確保に努めつつ、などしているうちに翌朝になり、現在そろそろ昼である。

　幸い、飲料水のペットボトルはクルーザーのキャビンにたっぷりと用意されていたから、即そく座ざの干物化は避さけられそうだが、いかんせん退たい屈くつだ。いつもならそろそろ別の世界に弾はじき飛ばされている頃ころ合あいだが、いったいどうしたことだ。ここでするべきことはもう果たしたはずだが。

「もはや」と古泉が釣り糸を垂れている俺の横に来て言った。「ミッションを完かん了りようしようが、失敗しようが、どうでもいいのかもしれません」

　ハルヒ、長門、朝比奈さんの三人娘は甲板に設しつらえたデッキチェアに水着姿で寝ねっ転がって日光浴をしている。

　水着もサングラスも日焼け止めローションもトロピカルドリンクに至るまで、探し始めた途と端たん、船内で見つかった。用意がいいというレベルを超こえた至いたれり尽つくせりだ。

　俺はピクリともしない釣り糸を眺ながめつつ、

「ではどうすればいいんだ？　俺たちはここで何をしているんだ？　どうすりゃ、このヘタなゲームかＺ級映画みたいな世界をあっちこっち飛ばされる苦行から逃にげられる？」

「それについては一つ、考えたことがあるのですが……」

　この世界からの脱出方法が解ったのか？

「いえ、そちらに関しては見当も付きませんが、我々が陥おちいっているこの状じよう況きよう、この世界が何なのか、なぜ我々はここにいるのか、一つの仮定を思いつけたように思います」

　古泉の表情と口調は、それがグッドニュースではないことを物語っていた。

　この期ごに及およんで気の滅め入いりそうな情報を耳にすべきかどうか、俺が逡しゆん巡じゆんしていると、頭上の照りつける太陽の日差しが急速に陰かげった。

「なんだ？」

　顔を上げると、クルーザーの周囲に霧きりが発生していた。海面から白い湯気のようなものが立ち昇っている。前まえ触ぶれもなく湧わきだした霧はみるみるうちに濃のう密みつになっていき、俺たちの視界を奪うばった。

　ハルヒがサングラスを外して半身を起こし、右う舷げんを指差した。

「何かが近づいてくるようね」

　目と勘かんだけはいい団長の指し摘てきは正確無比であり、濃のう霧むの中を巨きよ大だいな影かげのようなものがゆっくりと向かってくる。サメ二匹の次はまさか白はく鯨げいか？

　俺がエイハブ船長の末路を脳裏に思い描えがいていると、海上に浮うかぶ俺たちの前に霧を割り広げるようにして現れたのは、ドデカい木造の帆はん船せんだった。海かい賊ぞくものの映画か何かでよく見かける、昔のガレオン船だ。

　難破したプライベートクルーズ船の救出に来るにしては旧式すぎるな。

　そのガレオンは俺たちの船の至近にぴたりと接せつ舷げんすると、しばらく様子を窺うかがっているような気配を発していたが、何やら上の方でごそごそガヤガヤしたのち、するすると縄なわ梯ばし子ごが降りてきた。

　どのみちエンジンをなくした小こ舟ぶねの上でいつまでも日光浴をしているわけにはいかない。ええい、ままよ、と手を伸のばした俺の指先をハルヒの肩かたがかすめた。

「あたしが先に行くわ。キョン、あんたは最後よ。みくるちゃんが落っこちないように見てるのよ」

　カラフルなビキニ姿のハルヒが猿さるのごとき器用さで縄梯子を登っていく。その後を長門が音もなく続き、古泉が「お先です」と言って後を追う。おっかなびっくりの朝比奈さんは揺ゆれる縄梯子に案の定、「あひゃあ」と時たま足を踏ふみ外し、その御お御み足あしに何度か顔面を蹴けられつつ、俺もやっとの思いでよじ登る。

　甲板へ這はい上がる俺を、太い両りよう腕うでが軽々と引っ張り込んだ。

　そいつの顔は陽ひに焼けた赤ら顔の髭ひげモジャの男で、俺が無事船の上に足を下ろすのを確かく認にんすると、ニヤリと笑って仲間のもとに戻った。

　ガレオン船の甲板に船員たちが勢せい揃ぞろいしていた。

　全員がテーマパークの海賊ステージに登場しそうな着古したシャツとズボンを身に纏まとい、今にもラム酒を回し飲みし出しそうな酒焼けした顔つきで、明らかに頭脳より暴力を用いた仕事に従事してそうな荒あらくれオーラを身体からだに充じゆう満まんさせている。うち数名は片方の目に黒い眼帯まで装備して、解りやすく自分たちの職業を誇こ示じしてくれていた。

　人種はもう坩堝るつぼといっていいほどまちまちで、何なに人じんが何なん人にんいそうだとか数える気にもならない。とにかくこれは海賊船で、連中は海賊だ。

　俺はその中に例の爺じいさんが交じってないかと目を探たん索さくモードにしてみたが該がい当とう者はなく、ここんとこ見ないな爺さん。役目を終えたのか。

　ハルヒが一歩前に進み、海賊どもを睥へい睨げいしつつ、

「出で迎むかえご苦労様」

　朗ほがらかに言うと、船員たちは、

「お帰りなせぇ、キャプテン」

　口々に歓かん迎げいの挨あい拶さつを言いながら、俺たちを船内へと案内する。

　ハルヒは苦しゅうないと言いたげに手を挙げながら、

「この船、シャワーついてる？　ある？　んじゃまずそれで、あとはとりあえず着き替がえたいわ」

　おそらく幹部クラスの海賊数名が「へえ、へぇ」と平身低頭のポーズでハルヒを船せん尾び楼ろうに誘さそい、俺たち団員も黙だまってついていく。この時になって霧が完全に晴れていることに、ようやく気づいた。再び太陽はせっせと核かく融ゆう合ごうの光を頭上から浴びせており、ただし空気はカラッとしているのでそれほど暑くはなく……。

　どうやらいつのまにか世界を遷せん移いしていたらしい。あまりにシームレスだったのでそんな感覚がなかった。

　ごく自然にハルヒが船長室に通されたことには、もう不思議も何も感じない。海賊船に乗り込んだハルヒが他の役職に甘んじるなど、それこそ地球が逆回転に回り出したとしてもありえんからだ。

　船長室はこの手の船にしてはそこそこ広く、応接間と寝しん室しつと作戦会議室を兼かねたような造りで、おまけにシャワールームまで設置されていた。と言っても、壁かべの上についたジョウロのような蛇じや口ぐちから日光で温まった真水が降ってくるというだけの原始的なシャワーで、たったいま突とつ貫かん工事で取り付けましたみたいな雰ふん囲い気きすら感じる。

　では、五人交替で汗あせと潮の匂においを洗い流し、水着以外の衣服に着替えるとするか──と、考えた瞬しゆん間かん、俺はシャワーを浴び終え、着替えも済ませている自分がいることに気づいた。

「あれっ？」

　と朝比奈さんが狐こ狸り妖よう怪かいの類たぐいに化かされたような声をあげ、自分の手足を見下ろした。

　つられて俺もそうする。

　開かい襟きんシャツにベスト、コルセールパンツっぽいズボンを革ベルトで締しめて足にはブーツを履はき、頭には派手なガラのバンダナを海賊巻き。いかにも十七世紀あたりのカリブ海を根城にしてヨーロッパ諸国の商船を相手に猛威を振るっていそうな、典型的なフィクションの世界における海賊の下したっ端ぱのようなスタイルだった。

　そんな中でもハルヒだけはやはり格別で、きらびやかな刺し繍しゆうの入った上衣を羽織ったあげく、頭の上にはドクロマーク付きの海賊帽ぼうを載のせて、テーブルの上座に鎮ちん座ざしている。

「あれっ？」

　朝比奈さんが疑ぎ問もん符ふを生むのもしかたない。いつの間にか俺たちはコマ送りでもされたようにテーブルを囲む席に座らされていた。すかさず給仕係の船員が、俺たちの前にビスケットの入った皿と紅茶の淹いれられたティーカップを置いて回る。ビスケットは鬼おに瓦がわらのように硬かたく、紅茶は独特の風味がしたが、案外味は悪くない。

「それで？」とハルヒが問う先には、幹部っぽい眼帯姿の海賊がいた。テーブルから数歩離はなれたところに直立不動で立っている。

「ここでは何をすればいいの？」

　ビスケットをチョップで割っているハルヒに、

「は、まずはこれを」

　海賊がうやうやしく取り出し、献けん上じようしたものは巻かれた羊皮紙だった。

　ハルヒはそいつを広げて一いち瞥べつすると、眉まゆをひそめて、

「何て書いてあるの？　これ。ヒゲ文字すぎて読めないわ。有希、解読して」

　長門はクルミを与あたえられたシマリスのように、両手で持ったビスケットをついばんでいたが、

「…………」

　受け取った羊皮紙をじっと見つめ、

「女王陛下の御み名なにおいて、我々は貴き殿でんらがその義務を果たすことを期待する。新たなる大陸の海域にて遊ゆう弋よくし、我が国最大の障害、スペイン船を蹂じゆう躙りんせよ。なお貴殿もしくは貴殿の仲間が捕とらえられ、あるいは殺されても我が国は一いつ切さい関知しない。また、この命令書は自動的に消しよう滅めつする」

　淡たん々たんとした声が読み終えた瞬間、どんな仕組みなのか羊皮紙が燃え上がった。

　何かいくつかの名言を適当にコラージュしたような文面だったが、ツッコミを入れるつもりはない。

「…………」

　長門は炎ほのおを吹ふき上げる羊皮紙をぽいっとテーブルの上に放る。落ちる頃ころには、それはほとんどが灰になっていた。魔ま法ほうがかかっていたとしか思えない。

「なるほどね」

　ビスケットを奥歯で噛かみ砕くだきながらハルヒが、

「私し掠りやく船ってわけね。別にイギリスのために働きたいとは思わないけど、面おも白しろそうだからやってあげるわ。サメよりは歯ごたえがあるでしょ」

　海賊帽を指で弾くハルヒは、バチッという音が聞こえるのではないかと思えるほどの勢いで、ウィンクをした。この場に居る誰だれでもない、どこかの誰かに向けて。







　それからしばらく、通りかかる船を片かたっ端ぱしから襲おそっては宝箱に入った財宝を根こそぎ奪い去るという完全なる海賊行こう為いに邁まい進しんすることになった。

　ハルヒ自らマストてっぺんの物見台に陣じん取どり、その猛もう禽きん類るいじみた視力で船せん影えいを認めるや、

「敵船発見！　突とつ撃げきよ！」

　との掛かけ声も勇ましく、アルファベットのＳＯＳに髑どく髏ろを掛け合わせたような文様の旗が掲かかげられ、船員たちの鬨ときの声を拡声器のごとく撒まき散らしつつ、我らが〈ゴールデンフリース号〉（命名ハルヒ）は単艦かん、獲え物ものの商船めがけて突つっ込んでいく。

　ハルヒ的には衝しよう角かくで突撃したかったようだが、幸いこのガレオンにはそのような物ぶつ騒そうな武装はなく、船の横腹をぶつける程度に収まり、船員たちが投げ込む鉤かぎ爪づめ付きのロープで連結固定すると、これまた荒くれ者たちが雄お叫たけびを上げつつ、サーベルかマスケット銃じゆう片手に乗り込んでいく。

　攻こう撃げき対象となった船の中にはスペインではなくイングランド旗をへんぽんと翻ひるがえしている船団もあったような気がするが、おかまいなしとはこのことで、敵を欺あざむくにはまず味方からとばかりに問答無用で無差別襲しゆう撃げき、その船倉にあった金目のものは残らず運び出して、あまりの重みに〈ゴールデンフリース号〉が一度ならず転てん覆ぷくしかけたほどだ。

　そうして奪だつ取しゆした金銀財宝は根城にしている名もなき小島に運び込まれ、今やちょっとした小山になっている。この調子では将来、宝島と呼ばれることになるのは請うけ合いだ。

　ちなみにハルヒは財貨とヒカリモノ以外には興味を示さなかったため、たとえ船倉に大量のスパイスが満まん載さいされていたりしても「かさばるから」の一言で放置し、また寛かん大だいにも乗組員の命と航海に必要な水と食料を保証してやり、かつ航行能力を失った船なら近場の港まで曳えい航こうまでしてやるというサービスぶりを発揮し、そのおかげかここ数日、どの国の船も近海に現れない。すっかり悪名が轟とどろいたとみえる。

　今もハルヒは望遠鏡を携たずさえ、マストのてっぺんで水平線の監かん視し業務に就ついていた。船長のする仕事ではないと思うが、特に俺に文句があるわけではない。

　完全なる非戦せん闘とう要員たる朝比奈さんはほぼ船の厨ちゆう房ぼうか食堂あたりに引っ込んで、慌あわただしそうだがどこか楽しげに働いており、長門はメインマストの根元に背をもたせかかって座り込み、やけに古ぼけたゴワゴワの分厚い本を読んでいる。

　そして俺と古泉は、やることもないので船の左さ舷げんから釣つり竿ざおを突き出し、釣り糸を垂れていた。ちょうど現在は風が止やんだ凪なぎ状態で、紺こん碧ぺきに輝かがやく海の上で船は停てい滞たいしている。

　まるで今の俺たち五人のように。

　太陽は真上に位置しているものの大気が乾かん燥そうしているせいかまるで暑くなく、むしろほどよくエアコンが効いているような適温が肌はだを撫なで、まったくもって爽そう快かいなことこの上ない。ここの季節がいつなのか気になりはしたが気にしたところで、そして解わかったところでどうにかなるわけでもないので、俺は一向にアタリの来ない釣り竿の先をただ睨にらんでいた。

　どちらが先に口を開くかというチキンレースをしているわけではなかった。が、根負けしたような口調で古泉が言った。

「釣れませんね」

　そうだな。どういうわけか釣れる気がしない。

「釣れそうにない、と思っているから魚がかからないのかもしれません」

　かもな。この時代のこの海域の真ん中で船釣りをして何が釣れるのか解らんし。

「ところで針にエサをつけましたっけ？　どうもそんな記き憶おくがないのですが」

　二つの釣り竿の先せん端たんから海面に続いているテグスの先に、エサはおろか針がついているのかどうかもあやふやだった。なんせ仕し掛かけを作った記憶もない。

「引き上げて見れば解るでしょう」

　だろうな。だが、なぜかそんな気にもならんのだ。

「そうですね。実行に移して状態を確かく認にんするより、可能性をあれこれ考えているほうが暇ひまが潰つぶせていいかもしれません。二人の釣り竿の先には何があるのか、あるいは何がないのか、形けい而じ上じよう学的な思考実験ですね」

　そろそろ言っていいか？

「どうぞ」

「俺たちはいったい何をやってるんだ？　このドタバタ劇の連続はいつになったら終わるんだ？」

　古泉は初めて言葉を発した九官鳥を見るような目で俺を見つめた。

　その目つきが気になりつつ、俺の口は自然に動いている。

「そもそも俺たちはいつからこうして肩かたを並べているんだ？」

「さて」

　古泉はアタリを確かめるように釣り竿を軽く上下させて、

「時間の感覚がなくなって久しい感じがします。ここに来てからね」

　ここに来てから、と反射的に繰くり返し、胸の内から急速に浮ふ上じようしてきた疑問を告げる。

「ここ、とはどこのことだ？　いま俺たちがいるこの海のことか？」

「いえ、当然最初からです。中世西洋風ファンタジーの世界から始まり、無数の銀河帝てい国こくやハリボテの西部劇、その他いろいろをすべてひっくるめたこの世界のことです」
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　言ってから、古泉は何かを窺うかがうような表情をした。そして勝手に得心したように頷うなずき、

「もう頃ころ合あいでしょう。そろそろ語っても邪じや魔まされないかと」

　そのセリフの意味をしばらく考え、気づく。

「そうか。今までも何度かこの世界について疑問を持ったことが確かにあった。だが、その度たびに頭のスイッチが切られたような気がする」

「思考のチャンネルを勝手に替かえられたような、ですか？」

　浮うかびかけた疑問を強制的に終しゆう了りようさせられた感じだな。

「そもそも記憶そのものが不確かですからね」

　何かを思い出せそうでできない。思い出そうとすると頭に靄もやがかかったようになる。

「俺たちがこの世界に放りこまれたのはいつだ？」

　高校一年の春、凉宮ハルヒに出会い、ＳＯＳ団を結成し、覚えてはいるがあまり思い出したくないことをしたあげく……。

　それ以降の脳内イメージが重い岩の下した敷じきになったように引っ張り出せない。どう考えてもおかしい。夏にも何かあった気がするし、夏服から衣ころも替がえをした時期にも何かをやってた思い出がありそうで、そして何も出てこない。

　ただ、あの時、長門が被かぶっていた帽ぼう子しと星のついた棒には見覚えがあった。

「禁酒法時代の地下酒場ですね。スターリングインフェルノという語感には耳に馴な染じむものがあります。何となく、涼宮さんらしいネーミングのような気が」

　どこかアホっぽいからな。そういうセンスはハルヒの頭が生み出しがちだ。

「それで、ここがどこかという話ですが」

　古泉はいつものスマイル０円のような顔で、

「まず大前提として確認しておきましょう」

　先回りして言っておこう。

「この世界は現実ではない」

　俺の断言に、古泉は微び笑しようを深めた。五十円くらいにはなったか。

「まず間ま違ちがいないでしょう。ここは仮想空間です。仮想現実、バーチャルリアリティと言ったほうが通りがいいでしょうか」

　肉体ごと異世界を転移し続けているというより、シミュレーション空間の中というほうが感覚的にも肌はだ触ざわり的にも公算が高い。背景のＣＧやオブジェクトの作り込みが異常にリアルな３ＤアクションＲＰＧの中に取り込まれている、ってのが一番しっくりくる。ただしストーリーはまったく褒ほめられない。滅めつ裂れつにもほどがある。ファンタジーかと思ったらスペオペになり、西部劇に投げ込まれた後にマフィアとポーカー勝負をさせられるなど、シナリオライターは酩めい酊てい状態にあるとしか思えん。

　古泉が続けて、

「となると、僕たち以外の登場人物はゲームマスターが用意したＮＰＣでしょう」

　俺は船員食堂の様子を思い返した。

　厨房にいるのは筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしたスキンヘッドのコックと朝比奈さんの二人だけ、残りの船員は各テーブルを囲んで荒あらっぽくガヤガヤガハハと喧かまびすしく飲み食いしている。

　そこに調理実習生兼けんウェイトレスと化した朝比奈さんの給仕を受ける番が巡めぐってくると、それまでガヤっていた船員たちはピタリと黙だまって背筋を正し、朝比奈さんが離はなれるとまたガヤガヤと何やらがなり合いを始めるといった具合で、完全な背景要員だ。賑にぎやかしのために雇やとわれたエキストラなんじゃないか、あいつら。

　加えて船員たちは典型的なモブ顔だった。あまりにもありがちな面めん貌ぼうのため、目を逸そらした瞬しゆん間かんにどんな顔だったか思い出せなくなるくらいだ。

「彼等らがどれほどの思考レベルにあるのか、一つ試ためしてみました」

　チューリングテストでもしてみたか。

「簡単な質問をしただけです。東京という街を知っているか？　と問うと、知らないと答える。あなたに兄弟はいますか？　と聞くと、いないと答える。全員が全員ともです。東京って何だ？　とか、そんなこと聞いてどうする、など、他の返答はなく、一言一句同じなんですよ」

　雑な造りだな。何度も出てくる爺じいさんやギャングのボスみたいなのは例外か。

「めげずに繰り返し質問していると、最終的に無視されるようになりました」

　何回くらい訊きいたんだ？

「五十回くらいです」

　そりゃＮＰＣも途と中ちゆうで嫌いやになるだろう。Ｑ＆Ａ、両者ともご苦労なことだ。

「これでだいたい、この世界が仮想現実、ＶＲ空間であると確信しました」

　異論はない。問題は、俺たちがどうやってそんなところにいるのかだ。きっかけをまったく覚えていない。

　古泉は指を二本立てた。

「可能性は二つ。一つは我々がブレインダイブ型のインターフェースを着けるなどして、意識のみがこの世界に来ており、本体は意識を失うか眠ねむっているかしている、というものです」

　そんなことをした記憶もないし、そんな便利な機械が発明されたというニュースを見た覚えもない。

「もう一つは、我々は本体の意識をコピーされた存在にすぎないというものです」

　自じ称しよう超ちよう能のう力りよく者の微笑が翳かげりを帯びた。

「本体から切り離され、意識のみをコピーされた存在となっている。この場合だと、本体の方は今も慣れ親しんだ現実で普ふ通つうに生活をしていることでしょう。我々はあくまでコピーであり、本体の精神的な双ふた子ごと言える状態なんです」

　俺たちの脳内を完全なまでにスキャンして複製し、肉体データまで付ふ与よしてから、仮想空間で再構成する──。

　人間の意識をまるごとコピーできたとして、それは膨ぼう大だいな情報量になるはずだ。そんなもんどこに格納する？

「量子コンピュータのサーバ内なら、あるいは」

　その辺りは考えるだけ無む駄だか。

「これをやってるのは誰だれだ」

　一応確認しておくが、ここがハルヒの力がけったいな具合に作用してできた世界だという可能性はどうだ。

「僕は涼宮さんの能力と精神に関しては専門家ですよ。それはないと確信できます」

　古泉は力強く断言し、

「当然のごとく、このような状じよう況きようを作ることは『機関』にもまずもって不可能です。というより人間業わざとは思えません。未来人ならワンチャンスあるかもしれませんが、だとしたら朝比奈さんは相当な食わせ者ですね」

　朝比奈さんが何も知らされていないだけという可能性もあるが、人間の仕業じゃないってところは同意できるな。この世界は人間の手によるものだとすると不自然すぎる。

「それで」と俺。「俺たちはどうすればいい。ステージが次々と変わるＶＲ世界でいつまでヘタクソなロールプレイを続ければいいんだ？」

「僕たちが仮想空間内のコピー人格ならこのままいつまでもです。運営者が飽あきてデリートボタンを押すか、サーバの電源が切られるまで」

　ここで俺たちが死ねば──ってもう何回か死んでるか、ファンタジーで。

「そうなると僕たちの意識は消しよう滅めつしますが、それだけです。本体は普段と変わらない日常、あるいは非日常をこれからも送ることができることでしょう」

　しかし、と古泉は人差し指を立てて額の前に持っていった。

「僕たちのこの意識が本体のもので、ブレインダイブ式に精神だけこの世界に飛んで来ているのだとしたら、僕たちの肉体はおそらくどこかのベッドかカウチかゲーミングチェアの上で意識不明になっているはずです。その際、この世界の僕たちが消滅した場合、本体は何事もなく目覚めるのか、そのまま眠りについたまま目覚めないのか、あるいはさらなる最悪の結果を生むのか、まったく判断がつきません」

　そっちはないんじゃないかと思うぜ。

「なぜでしょう」

　そりゃ、ハルヒや俺はともかく、お前や長門や朝比奈さんが昏こん睡すい状態で目覚めないなんてことになれば、それぞれのバックが何もしないわけがないだろう。超能力者や宇宙人や未来人ってのが伊達だてや酔すい狂きようでしかないってことになっちまう。

「それはまあ、確かに」

　古泉は指先で前まえ髪がみを弾はじき、

「そうなるとやはり困ったことになります。僕たちがコピー人格なのだとしたら打つ手はありません。オンラインゲームのＮＰＣに世界を変える力がないように」

　そうでもない。もしハルヒが、そっくりそのままコピーされていたとしたら。コピーだろうがドッペルゲンガーだろうがハルヒはハルヒだ。

「涼宮さんを信しん頼らいしているんですね」

　気持ち悪い言い方をするな。おかしな目で見るな。俺は事実を言っているに過ぎない。

「話を戻もどすが」

　せめて俺だけはストーリーを進める役割を演じよう。

「その仮説二つのどちらが正解なのか、どうやったら解わかる」

「区別の付けようがありません。いつどうやってここに来たのかも覚えていないのですから。オリジナルの人格とそれのコピー、どちらが今の僕なのか、判断する術すべがありません」

　解った。白旗を揚あげよう。俺は背後へと顔を向け、片手を挙げた。

「長門、読書中すまんが、ちょっと来てくれ」

　こいつなら、そろそろ事情を把は握あくできていることだろう。

　陽光の日差しを避さけるように、メインマストの側そばで洋書を読んでいた長門がゆっくりと顔を上げ、

「…………」

　一秒ほど俺に視線を固定してから本を閉じ、静かに立ち上がる。足音を立てない歩き方でやってくると、海かい賊ぞく風水夫スタイルの小こ柄がらな姿が俺と古泉の後ろで立ち止まった。

「…………」

　じっ、と見下ろしてくる瞳ひとみは夜の海のように静せい謐ひつだった。

　呼んだはいいものの、次の言葉を発することがなかなかできない。

　告白すると、訊くのが怖こわい。どうしようもないくらい絶望的な回答が戻ってくるかもしれない……そう思うと、容易に踏ふん切ぎることができない俺を笑うなら笑えばいいさ。

「気持ちは解りますよ」と古泉の同意。「僕自身、そのうちふと、何事もなく現実に戻っているのではと期待して、先延ばしにしていました」

　追つい従しようするようなセリフは聞き流すとして、単刀直入に訊く。

「俺たちの会話を聞いていたか？」

　長門の無表情が緩かん慢まんに小さく上下した。俺は息を吸い込み、

「これは情報統合思念体とやらの仕業か？」

　長門は淡たん々たんと、

「その可能性は排はい除じよできない」

　無表情を変えないまま、

「しかし、そうでない可能性のほうが高い」

　そうなのか？

「統合思念体が関かん与よした痕こん跡せきを感知できない。わたしがこの空間に感じる微び弱じやくなノイズは、わたしが知る思念体のものとは似て非なるもの。未知の感覚。うまく言語化できない」

　古泉が割り込み、

「情報統合思念体の仕事にしては手て際ぎわに違い和わ感かんがある、という感じでしょうか」

　長門は頷うなずきも首を振ふることもしなかった。人間の言葉では説明できない概がい念ねんなのだろう。

「ちなみに統合思念体とのコンタクトはどうですか？」

「情報統合思念体の存在を感じられない。リンクは完全に断たれている」

　一大事のはずなんだが、そう平然と言われるとな。俺はあからさまに嘆たん息そくした。

　この件の責任者が長門の親玉なら、ひょっとして説得が通用したかもしれないが、その望みは儚はかなく潰ついえたわけだ。

　対照的に古泉は、こいつにしてはやや食いつき気味に、

「長門さん、さきほど僕が提示した二つの仮説は、どちらでも構いません、あなたから見て正しいと思いますか？」

「…………」

　長門は無言で、かくん、と頭を斜ななめに傾かたむけた。

　こいつのイエスでもノーでもないボディランゲージは久々に見た気がする。

　古泉の目を見張るリアクションも珍めずらしく感じる。

「もしかして、ここは現実ではないというのは正しいが、我々がブレインダイブ方式でここにいたり、またはオリジナルのコピーであるというのは間ま違ちがっているということでしょうか？」

　長門はこくりと頷き、しかしすぐに、

「確証はない。推論」

　吐と息いきのような声で呟いて、

「そのつもりで聞いて」

　と繋つなげ、真まっ直すぐな視線を俺に据すえ付けたまま、こう言った。

「ここはコンピュータサーバの中ではない。我々は機械的な記き憶おく媒ばい体たいの内部に存在するデータではない。データ空間の中に存在する量子情報である」







「…………」

　この三点リーダは俺のものだ。長門の言っていることがよく理解できないのだが、それは俺だけなのか？

　しかし古泉は間を置かずに、

「量子化？　この状態がですか？」

　顎あごを摘つまむような仕草で考え込み、やがて、

「サーバ内ではないということは、この仮想空間を生み出している仕組みには実体がないんですか？」

「量子も実体の形態の一つ」と長門は即そく答とうする。

「ああ、なるほど？」

　何がなるほどだ。さっぱり解らん。

「失礼しました」と古泉は俺に言ってから、「長門さん、つまり僕たちはオリジナルの意識オンリーでも、意識をコピーされた仮想の存在でもなく、量子化された本体そのものということですか？」

　コピーでなくてよかったと思っている表情ではなかった。

　その理由は俺でも解る。俺や古泉はいい。朝比奈さんや長門もギリギリ許容しよう。

　しかしマジモンのハルヒが今ここにいるのはヤバい気がするどころの話ではない。

　この頭がおかしくなりそうなミステリー空間に、正しよう真しん正しよう銘めいの底そこ抜ぬけ謎なぞパワーを持つハルヒを放置しておいて、いい方向へ転がり始めるとはまるで思えない。ここが現実ではないと認にん識しきしたハルヒが何を願い、どんなことを無意識に実行するのか──。

　しかし、長門の頭は、再び斜めに傾いた。

「肉体を持った我々は現実世界に存在する。ここにいる我々は、その肉体を持つ我々と量子力学的な重ね合わせの状態にある」







「……量子力学的重ね合わせ、ですか？」

　しばらく唖あ然ぜんとしていた古泉はオウムと化して言葉を返した。それしかできないとでもいう風に。

　首の傾きを直した長門はいつものウィスパーボイスで、

「厳密には違う。地球の現行量子テクノロジーレベルよりも高次元かつ多次元的」

「我々の知る量子力学とは微び妙みように異なるということですか？」

　続けざまの疑ぎ問もん符ふが古泉の精神状態を如によ実じつに表しているようだ。

「その認識が最も近い」

「僕たちのこの状じよう況きようを説明するツールとして、つまるところ量子論が最適ということなんですね」

「最適ではない。マシ」

「心得ました。では量子ライクということで」

　古泉の口元に、普段通りの優やさ男おとこ風微び笑しようが戻っていた。

「それにしても重ね合わせですか。僕たち五人のこの状態は、無数に拡散した可能性の一つだと？　あらゆる場所に遍へん在ざいする……」

「そう多くはない。おそらく二つ。エンタングルメント」

「量子もつれ？　何と何が……ああ、今の僕たちと現実の僕たちが、ですか」

「完全には正確ではない。それに近似する状態と推定する。ただし不確実。未知の要素が多く、判断には留意を要する」

　理解できない会話を横で黙だまって聞き続けることほどゲンナリすることはない。

　量子力学？　量子論？　エンタングル？　少しは俺の脳のう味み噌そを思いやってくれ。

「つまり、どういうことだ」

　と口を挟はさみ、当然の疑問を呈ていする。

「結局今の俺たちはコピーなのか？　オリジナルなのか？」

「長門さんの説に沿いますと」

　古泉が少し遠い目をしながら、

「現実世界にいる僕たちと、ここにいる僕たちはどちらも本体です。ものすごくシンプルに言い換かえたら『分ぶん裂れつ』していることになります。現実の僕たちは現実に留とどまり、こちらの僕たちは量子データとなって仮想空間に閉じ込められている──。この解かい釈しやくでいいでしょうか？」

　古泉の問いかけに長門は、すんなりと頷いた。

　解ったような解らんようなだが、今ここの俺たちとは別に、通常現実にも俺たちがいて、そのどっちもが本物、という到とう底てい信じられない話がトゥルーストーリーなのか。

　いったいどういう理り屈くつでそうなるんだ。量子化って何だ。

　古泉と長門の視線が交差して、長門はすぐに横を向き、

「…………」

「参りましたね。量子論については、すみません。ちょっと一口には解説できないので……しばらく考えをまとめる時間を下さい。おって説明します」

　長門が人任せにするくらいだからよほどの話なのだろう。

　まあ、いい。量子化云うん々ぬんは後で聞くとして、その前に長門に確認しておくことがある。

「今の俺たちのこの状態だが、お前の情報操作能力で何とかならないか？」

　取り出されたばかりの黒真しん珠じゆのような瞳が俺を見上げる。

「ここではわたしの思考が制限される。何らかの負荷をかけられていると推測する」

　誰だれかが長門に向かってＦ５アタックを繰くり返してるのか。得意科目を封ふうじるために。

「それほど攻こう撃げき的ではない。干かん渉しようレベル」

　長門の冷静な口調に変化はないが、心配の念が完全に晴れ渡わたるには不十分だった。何しろこのような状況下では長門だけが頼たよりなのだ。未来要素のない未来人と能力の使えない超ちよう能のう力りよく者と全国平均的一いつ般ぱん男子高校生の出番はない。

　長門は説明不足とでも思ったか、言葉を補足した。

「能動的な攻撃ではないが、走査されている感覚がある」

　走査？　スキャンか。スキャンされてる感覚ってどんなんだ。

「…………」

　長門は不意に立ち上がると、まず両手を上げ、身体からだの前に縦長の大きな長方形を描えがくようにしながらしゃがみ込み、あたかも空間から透とう明めいな長方形を切り取ろうとするかのように手を動かした。長門の前に見えざる長方形に開いた空間がある、と俺の脳内が補正する。

　そうして長門は立ち上がると、自分が描いた長方形の向こうへ一歩を踏ふみ出してから、こちらを振り向いた。

「…………」

　曇くもりなき眼で見つめてくる。

「ひょっとして今のは、スキャンされてる感覚というやつをパントマイムで表現してくれたのか？」

「パントマイムではない」

　生き真ま面じ目めに答えて、

「あのような感覚が常にある」

　あのようなと言われても、なるほど解わからんとしか返せないが、せっかく長門が身体を使ってまで解説してくれたんだ。ここは感謝すべき時だ。

　俺はサムズアップして、

「何となく解ったぜ。まあ、……そういう感じか、なるほどな」

　隣となりで古泉が笑い声を抑えているのが解った。俺は無音の吐息を漏もらす。

「それならそれで、もっと早く言ってくれてもよかったんだが」

「機会を待っている」

　短い呟つぶやきに違い和わ感かんを抱いだく。待っていた、ではなく現在形か。何の機会だ？

「脱だつ出しゆつ」

　俺と古泉は顔を見合わせる。ここまでアクティブな長門のセリフを聞くのはいつぶりだろうか。記き憶おくが失うせているので意味のないクエスチョンだな。

「その機会について詳くわしく教えてもらうわけには──」

　長門の微び細さいな表情変化を読み取れたわけではなかったが、雰ふん囲い気きで伝わるものもある。

「──いかなそうだな」

　俺たちをこの世界に放り込んだ連中が聞き耳を立てているはずだ。事前のネタばらしは重罪に値するだろう。

「長門さん、一つ好こう奇き心しんから訊ききたいことが」

　古泉は科学実験の面おも白しろさに目覚めた潜せん在ざい的理系志望の小学生のように目を輝かがやかせ、

「この世界が量子情報空間なのは納なつ得とくしましたが、このような大規模な仮想世界の構築を可能とするには、どのようなインターフェースが必要ですか？」

「インターフェースは不明」

「たとえばで構いません。どのようなものなら可能でしょうか」

「光子のみで構成された準天体規模の量子演算処理システム」

「とんでもなくエネルギーを食うでしょうね。ダイソンスフィアが必要では」

「人類の技術力ならば、そう」

「今のこの世界はその中ではないんですね？」

「不明」

「ホログラフィック原理に近いものですか？」

「不明」

　メイド・イン・コスモスの有機アンドロイドとインチキ臭くさいエスパー少年のアカデミックな会話を右耳から左耳へと聞き流しつつ、俺は割り込んだ。ここしばらくの間、こっちも訊きたかったことがある。

「今がいつか解るか？　俺たちがここに来る前の、直前の現実の記憶があれば教えてくれ」

「曖あい昧まい」

　さしもの長門も回答がファジーになる。それだけ厄やつ介かいな空間に俺たちはいるのだ。

「禁酒法時代の酒場で、ハルヒがどこかから出してお前に被かぶせた帽ぼう子しはどうだ？　それと星の付いた棒についても」

　長門は三秒ほど瞬まばたきせずに沈ちん黙もくしてから、

「……映画」と、しなびかけた果物から果か汁じゆうを搾しぼり出すような声で言った。

　そういう小道具が登場する映画を団員全員で観みにでも行ったか。

「撮さつ影えいした」

　俺たちで自主制作映画を撮とったのか。何でまた……まあ、ハルヒならやりかねん。

「……おそらく」

　表情は動かないが、長門の頭の中が高速回転しているのは解った。双そう眸ぼうから光が徐じよ々じよに失われていく。俺に向けられている瞳ひとみに、俺が映っていない。

　まずい。自分の失策に理性より本能が先に気づいた。

「もういい長門、それ以上思い出す必要はない」

　慌あわてて長門の顔の前で手を振ふった。

「…………」

　遅おそかった。長門は反応しない。すべての機能を静止したかのように、スチール画像のように固まっている。何者かによる長門への攻撃、干渉。それらと戦いながら、操作された記憶を呼び覚まそうと、内面の奥深くに沈しずみ込んでいるのだ。

「しまった……！」

　マスクされた記憶の掘ほり起こし作業はトラップだ。そこには届かないようになっているか、されている。だから俺と古泉、多分ハルヒと朝比奈さんも無意識にそれを避さけてきたのだろう。

　長門も似たような意識を持っていたはずだ。あえて回かい避ひしていた自じ縄じよう自じ縛ばくスイッチを、何てことだ、俺の一言がうっかり押してしまった。

　俺ならばこう思う。いつか思い出せそうな記憶ならそのうち思い出せばいい──と。

　しかし長門にそんなケセラセラな考えは通用しない。取り出し可能な過去の記憶は確かに存在した記録であり、ならば思い出せるはず──そうやってスパイラルに捕とらわれる。

　脳天気な世界観に仕し掛かけられた致ち命めい的てきな罠わな。もしこれがここの造物主が意図したものだったとしたら、計算通りにハマっちまった。

　くそ、どこか害のない雰囲気に浸つかっていたせいでまんまと油断していた。

「長門さん？」

　古泉の心配げな口調がシリアスだった。

　ここで長門を失うわけにはいかないんだ。

　俺はほっそりした水夫衣い装しようの肩かたをつかんだ。揺ゆさぶってみたが、反応がない。

　頼たのむ、戻もどって来てくれ。

「長門！」

　焦あせりのみが募つのり、冷えた内臓が喉のど奥おくまでせり上がるような感覚──。

　その時、

「見えたわ！　スペイン船よ！」

　ハルヒの大音声が、最大ボリュームで天から降ってきた。

　マストのてっぺん、見張り台からハルヒがするするとロープを伝って降りてきた。いや、ほとんど落ちてきた。

「十時の方向、三隻せきからなる輸送ガレオン船団！　護衛の船せん影えいはなし！」

　ハルヒは遅おくれて降ってきた海かい賊ぞく帽ぼうを空中で受け止めて被り直し、

「キョン、有希！　何をボケッとしてるの？」

　そしてハルヒは俺たちの耳元で、全ぜん艦かんに響ひびき渡るような大声で叫さけんだ。

「総員、戦せん闘とう配置！」

　そのまま船せん尾びへと走って行く。得物を取りに行ったのだろう。

　……、……。いや、それはいい。俺は我に返って刮かつ眼がんし、長門を見る。

「…………」

　普ふ段だん通りの無表情が俺を見上げていた。

　俺はつかんでいた細い肩から両手を外す。

　長門はゆっくりと瞬きし、自分の立ち位置を確かめるように、ゆっくりと頷うなずいた。

「すまなかった、長門」

「いい」

　小振りなショートヘアがゆるゆると首を振り、考え込むようにうつむいて、

「うかつだった」と、かなりまともな意見を述べた。

　何にせよハルヒのバカデカ声に助けられた。都合よく現れてくれたスペイン船にも感謝だぜ。古泉も安あん堵どしたような笑えみを浮うかべ、

「良くも悪くも邪じや魔まが入りましたね。このあまりにもピンポイントすぎるタイミングは意図したものか、それとも偶ぐう然ぜんでしょうか」

　解らんが、続きは一仕事終えてからになりそうだ。俺は長門に向かい、

「バタバタしているうちにまた俺たちは記憶を操作されるかもしれん。可能なら長門、ここでの俺たちの会話内容を、お前は覚えておいてくれ。ただし無理だけはするな。ほどほどで頼む」

「了りよう解かいした」

　長門は微かすかに頷き、

「最大レベルのアラートを事前喚かん起き、クロスチェックを常時作動させた上で、思考する」

　長門らしかぬ主義主張のハッキリした決意表明を聞きながら、俺と古泉は同時に立ち上がると持っていた釣つり竿ざおを海洋投とう棄きした。これでテグスの先に何があったのかは永遠の謎なぞとなる。特に知りたくもなかったミステリーには相応ふさわしい扱あつかいだ。

　そうして俺たち三人は、持ち場に向かって走り回る船員たちの群れに溶とけ込んだ。

　その際、視界の端はしで、持っていた本を確かく認にんするように開く長門の姿が見えたが、その行こう為いの意味を尋たずねる時間はなかった。

　今はまだ何者かの掌てのひらの上で踊おどるしかない。輸送ガレオン船団を襲しゆう撃げきする私し掠りやく船せんの一員というロールプレイを果たすべく、俺は戦闘準備に向けて走り始める。







　そして、戦闘はいともあっさりと決着した。

　こちちの敗北という形で。

　単艦で突つっ込む〈ゴールデンフリース号〉を、スペイン船団は逃にげるでもなく悠ゆう然ぜんと待ち構えており、ヤバいと察した時にはもう手て遅おくれだった。

　どういう仕組みか輸送ガレオンの外がい壁へきが爆ばく発はつしたように弾はじけ飛ぶと、銃じゆう眼がんから大たい砲ほうの先せん端たんを覗のぞかせる武装フリゲート艦が姿を現した。貨物船の姿は擬ぎ装そうだったらしい。

　どうやらまんまと罠に嵌はめられたようだ。

　たちまち砲ほう撃げきの雨が降り注ぐ中、撤てつ退たいは不可能と判断したハルヒ艦長は敵船団の旗艦と思おぼしき船に接せつ舷げんを命令、ＮＰＣ船員たちは抜ばつ群ぐんの操船技術でそれを忠実に実行した。

　ここまで近づけば敵の僚りよう艦かんもうかつに砲撃できない。

　ハルヒの指揮の下、雄お叫たけびを上げなら敵船に飛び移っていく船員たち。俺と古泉は艦長自ら乗り込もうとするハルヒを何とか押さえつけながらマスケット銃じゆうで応戦する。

　勢いに任せた白兵戦は、しかしジリジリとこちらの不利に傾かたむいていく。

　敵二番艦、三番艦が、〈ゴールデンフリース号〉を取り囲むように接近、ラムアタックを敢かん行こうした後、スペイン海軍の兵士たちがサーベル片手に飛び込んでくる。

　決死の反撃により、一時は敵艦の一隻を半はん壊かいに追い込むなどしたのだが、よく持ちこたえたと言うべきだろう、果か敢かんな抵てい抗こうも虚むなしく、一応寝しん食しよくをともにしたことになるＮＰＣたちが海に落とされ、また敵弾だんや剣けん撃げきを受けて倒たおれる様を見るのは、やっぱり心が痛んだ。次に復活する時はもっと平和な世界のモブキャラとして生まれ変わってくれ。

　敵艦の大砲により〈ゴールデンフリース号〉のサブマストが吹ふき飛んだことで、勝敗は決した。もはや逃とう走そうもままなるまい。

　しかしここで機転を利かせた長門が弓を構え、敵艦の帆ほをめがけて火矢を次々と打ち込んだ。いつの間にそんな物を用意したのかはどうでもいいとして、俺たちは燃え上がるマストに慌てふためくスペインフリゲート艦隊からの離り脱だつを図る。

　すると、まるで奇き跡せきのように強い追い風が吹き始め、風に乗った中破状態の〈ゴールデンフリース号〉は水平線を目指して氷上のスケーターのようなスピードで流れていくのだった……。

　と、いうのが大分前の話だ。

　今、俺たちは再び漂ひよう流りゆうの身の上になっている。

　サメ退治以来、二度目の海上迷まい子ごだ。

　戦闘による被ひ害がいで致命的だったのは舵かじの故障であった。これで行く先は風に訊きいてくれ状態、その風も逃走に成功したとみるやピタリと止やんで、今は波に揺られるのみ。

　ＮＰＣ船員たちは全員が煙けむりのように姿を消してしまい、一時の賑にぎわいはどこへやら、ほとんど幽ゆう霊れい船せんと変わりがなくなっていた。

　ハルヒは船せん尾び楼ろうの船長室でふて寝ねを決め込み、朝比奈さんと長門の姿も見えないが、多分食堂でお茶を淹いれているか羊皮紙本を読んでいるかだろう。

　おかげで俺と古泉は甲かん板ぱんを広々と使い、ただ寝っ転がって空を見上げている。

　そして、何かを忘れているような気分になっている自分にようやく気づいた。

「何だっけ」

　確かスペイン擬装艦隊と戦火を交える前まで、何か深刻な事態について考えていたような気がするのだが。

「僕も同じ印象です」隣となりで古泉の声。「この船に乗り込んでから、スペイン船団と戦うまでに、あなたと重要な会話をしていた気がしてならないのです。気のせいではないという確信はあるのですが、内容が思い出せそうで、もう一息、出てきません」

　日常生活でたまにあるやつだ。絶対知っているはずの名前や名めい称しようがどうしても出てこない。覚えたはずの英単語の和訳がどうしても思い出せない。たいてい、どうでもいい時にポロッと思い出す。そんな現象である。

「まあ、いいか。そのうち思い出すだろ」

　俺は何の気なしに寝返りを打ち、ズボンのポケットが妙みようにかさばっていることを発見した。上体を起こし、ポケットの中身を取り出してみる。一枚の紙切れが入っていた。

「なんだ、こりゃ」

　しわくちゃだったものを広げる。英語の文章が綴つづられているらしい。

　古泉も起き上がり、俺の手元を見て、

「長門さんが読んでいた本のページですね。ああ、それ聖書だったんですか。キング・ジェームス版だとしたら微び妙みように時代が合いませんが、その部分は確か『ヨブ記』の一節です」

　大急ぎで破いたように見える羊皮紙の一枚が、長門流の手品でいつの間にやら俺のポケットに突っ込まれていた。よく見ると、一部の単語にアンダーラインが引かれている。定規を当てて引いたような一直線で、そこだけインクが新しい。

「remember me」

　これくらいなら俺でも読める。だが、これにどんな意味が──。

「私を覚えておけ、あるいは忘れるな、でしょうか。まるで今の僕たちを彷ほう彿ふつとさせる文章ですが……」

　俺たちが長門を忘れるわけないだろ。

　古泉は勢いよく顔を上げた。

「いや、ちょっと待ってください。長門さんがそれを読んでいた風景を覚えています。マストの根元で本を開いていましたね」

　人差し指で額をタップしながら、

「その近くで、僕たちは釣りを──」

　その瞬しゆん間かん、俺の頭の中で映像を逆回しにする際に使われるキュルキュルという効果音が奏かなでられた。見えないストップボタンを押す、からの再生。白旗を揚あげる。長門を呼ぶ。長門が本を閉じ、静かに歩いてくるシーンがスローモーションで。

「思い出した」

　俺はヒゲ文字の英文が書かれているページを握にぎりしめた。

「俺たちはこの世界が何か、今の俺たちがどうなっているのかを話し合っていた。その途と中ちゆうでスペイン船と戦闘になったんだった」

　古泉が溜ため息いきを吐つきつつ、

「そう……量子化の話でした。たった今思い出しましたよ。やはり記き憶おくは操作されていると見て間ま違ちがいないようですね」

　だが完全にではない。わざとかどうかは解わからんものの、ちゃんと俺たちには自我がある。

　俺にあるくらいだから長門の頭の中はもっとクリアなはずだ。ハルヒと朝比奈さんは役に成りきるアミューズメントプレイを楽しんでいるとしか思えないが、朝比奈さんはいいとして、今のハルヒに正論をぶつけていいものかどうかは躊躇ためらいがある。この事件の黒幕の狙ねらいが、まさにそれかもしれないからだ。

　しばらく様子を窺うかがいつつ、長門と古泉の話の続きを聞くか。

「で、長門はどこだ？」

　俺と古泉が揃そろって立ち上がったとき、ゆるやかに漂流していた〈ゴールデンフリース号〉が濃のう霧むの中に突っ込んだ。ほとんど煙えん幕まくと言っていいくらいの、入道雲の中に入り込んだような視界の白さに、すぐ近くにいるはずの古泉の顔すら判別が怪あやしくなる。

　これはあれだ。サメ退治の後、この船に乗り込むまでにあった、わざとらしい演出だ。

　また世界が遷せん移いしようとしている。次はどんな舞ぶ台たいが待っているのだろう。俺は一枚の紙片を強くつかんだ。今の自分を忘れまじ。

　船尾楼のあたりで、木戸が開閉する音が聞こえた。

　霧きりの向こうで、ほのかな燐りん光こうをまとう人ひと影かげが浮かび上がる。その数、三体。

　濃密な白い大気を掻かき分けるようにこちらに近づいて来たのは、朝比奈さんと長門を左右に従えたハルヒだった。

　その格好は、俺と古泉に世界変転を確信させるに足りた。

「お待たせ。そろそろ目的地に着くはずよ」

　ようやく顔が判別できるところまで接近したハルヒは、いつもよりどこか傲ごう然ぜんとした笑え顔がおで言った。

　キトンというのだろうか。古代ギリシャなんかがモチーフの映像作品やなんかで登場人物がよく纏まとっている白い衣服だ。優ゆう雅がなドレープを生み出しているロングドレス風のワンピースである。ただ三人とも市井しせいの町娘むすめ役ではなさそうだ。

　ハルヒとその両りよう脇わきを固める長門と朝比奈さんは、三人揃って後光のようなものを発していた。身体からだのラインに沿って淡あわい光が差している。

　これで頭上に光輪、背中に羽があったら天使と見まごうところだが、そっちの線はなさそうなので、まあ何だろう、アレだ。

　女め神がみとしか言いようがなかった。女神のような、ではなく女神である。

　こちらを睥へい睨げいする眼まな差ざしのハルヒ、自分の身を包む紀元前のファッションを見下ろして「ほへー？」と目を見はる朝比奈さん、直立不動で突っ立っている長門を眺ながめていると、なぜか頭を下げて土下座したい気分になってきた。

　そんなはずはないのに、俺の意識が目の前の三人を地上に降臨した三柱の女神だと認にん識しきし、神の威い光こうに恐おそれおののきつつ平へい伏ふくしようとしているのだ。

「これはこれは……」

　俺の隣で古泉が頭を振ふる気配がした。ヤツも同じ症しよう状じようだと見える。

　しかし朝比奈さんの衣い装しようは目に毒だ。うっかり凝ぎよう視しすると眼球が零こぼれ落ちそうになる。どうにか神しん威いを振りほどいて、俺は長門へ視線を送る。

「…………」

　目が合った、ちんまりした女神は、わずかに頷うなずいた。完全に冷静ないつもの瞳ひとみで。

　リメンバーミー。俺は心の中でその言葉を呪じゆ文もんのように唱える。異常な世界の理ことわりに吞のまれるわけにはいかない。手の内にはまだ聖書の一片があった。唯ゆい一いつ神の実在性に関しては疑問点しかないが、少しは拠より所どころになる。

　身体に纏わり付くように渦うず巻まいていた濃霧が、一いち陣じんの爽さわやかな風に押し出されるようにして、視界が一気に晴れ渡わたった。

　青すぎるほど青い天空と、海面が復活する。上空を雲が千切れるように流れていく。

　同時に僅わずかなＧを感じる。船が加速していた。

　ふと気がつく。マストと帆の形状がガレオン船のものではなくなっている。そして船の側面から響ひびく、何本もの硬かたい棒が海面を叩たたいているような水音。

　舷げん側そくから下を見ると、長いオールがちょっと数える気にならないほど突つき出て、実に訓練された動きで船を漕こいでいた。古泉が見たままを言った。

「三段櫂かい船ですね」

　ということは古代ギリシャか、ローマか。

「僕たちの衣装はローマ風ではありますが」

　いつしか古泉の服装はトーガのような白い布に変わっていた。絵画の「カエサルの死」に描えがかれているモブの元老院議員みたいな服装なのは当然、俺もだ。

　壊こわれかけのガレオンから新品の三段櫂船へと華か麗れいなる退化を遂とげた〈ゴールデンフリース号〉が一直線に進む先に、うっすらと陸地が見えた。

　たちまちのうちにボンヤリした情景が写実的な意い匠しようへと移り変わり、船が浜はま辺べに近づく頃ころには、それは広大な石造りの城じよう塞さい都市となって姿を現した。

　長門がポツリと呟つぶやく。

「トロイア」

　なるほど。おかげで今度の派は遣けん現場が解った。ハルヒと長門と朝比奈さんの配役もな。ただ、自分が何をすればいいのかまでには至らない。まさかと思いつつ恐きよう怖ふに戦おののきつつ、俺は自分の深層意識に耳を傾かたむける。どこからも俺はパリスだ、という声は聞こえなかった。まずは一安心だ。

　当初のシナリオはとっくにおかしくなってもう軌き道どう修正のしようもない。攫さらわれた若いカップルを救う話はどうなったんだ。あのミッションはもう撤てつ回かいされたのか？

　浜辺には見た感じ、波は止と場ばのようなものはない。

　三段櫂船はゆるやかに砂すな浜はまに乗り上げ、やや傾かしいで停止した。

　ハルヒが光をまとわせた片手を伸のばしてきた。

　何のつもりだと、まじまじと見つめていたところ、笑いを含ふくんだ声で、

「ぼさっとしないで、エスコートくらいしなさいよ」

　反射的にその手を取ると、船の左舷が寄せ木細工のように変形し、砂浜へと降りる階段を作り上げた。俺の背筋に冷たい汗あせが一筋流れ落ちる。古代エーゲ海文明の船にトランスフォーム機能が標準装備されているとは思えないから、まさに神のごとき御み業わざと言えた。

「さ、行きましょ」

　俺は従者のようにうやうやしく振る舞まい、ハルヒの手を自分の手のひらに載のせたまま階段を下りていく。同様に朝比奈さんの手を引いて古泉が、最後に長門がスタスタと白い砂浜に足あし跡あとを付けた。が、久しぶりの地面の感かん触しよくをゆっくり味わってもいられなかった。

　目の前に、甲かつ冑ちゆう姿のマッチョな男たちが、槍やりを携たずさえて向かい合わせの二列横隊を形成していたからである。俺たちを出で迎むかえる花道の両脇に、数百のオーダーでズラリと並ぶ古代の戦士たち。

　これはどっちだ？　トロイア側か？　それともギリシャ連合軍の上陸部隊か？

　両脇の兵士たちが一糸乱れぬ動作で、槍を高く掲かかげ、花道の上でクロスさせた。槍の穂ほ先さきが太陽光を反射し、天然の照明効果が降り注ぐ中、俺たちは熱く焼けた砂の上を城塞都市へと向かって歩を進めた。
















　自分自身いつ知ったかまったく覚えてないが、いつの間にか何となく知っているトロイア戦争について、言わずもがなだと思うものの一応簡単にナレーションしておこう。

　トロイアはエーゲ海の東、小アジア側の海岸辺りにあったとされる都市国家で、紀元前たぶん八世紀くらいのギリシャ詩人ホメロスが著あらわした叙じよ事じ詩し『イーリアス』に登場するギリシャのライバル的存在として有名である。長らく実在を疑われていたこともあって、遺い跡せき発見の経けい緯いがいささかドラマチックなことでも知られている。

　そのトロイアとミュケナイ文明期ギリシャとの間で、およそ紀元前十三世紀頃ごろにあったと思われる戦いがトロイア戦争だ。十年間に亘わたって続けられた後、トロイアの滅めつ亡ぼうで幕を閉じた。

　神話によるとこの戦争は「パリスの審しん判ぱん」がきっかけとなって始まり、古代史版ビックリドッキリメカ「トロイの木馬」によって終しゆう了りようした。後者は今やコンピュータウイルスの代名詞として知らない人はいないほどのメジャーワードだが、実はホメロスの『イーリアス』には「パリスの審判」も「トロイの木馬」も出てこない。どうやらその頃にはどちらのエピソードも当時のギリシャ人にとっては誰だれもが知っている常識になっていて、わざわざ描びよう写しやする必要がなかったのだろう。

　大戦争の端たん緒しよは実にしょうもないことから開かれた。

　争いと不和の女め神がみエリスは、オリンポスで開かれたとある結けつ婚こん式の祝しゆく宴えんに招待されなかったことに腹を立て、嫌いやがらせのために一計を案じた。腹立ち紛まぎれにヘパイストスの作った黄金のリンゴを盗ぬすみ出した上で、「最も美しい者へ」と刻んでから饗きよう宴えんのテーブルの上に投げ転がしたのである。エリスの目もく論ろ見み通り、現場に居合わせていた女神たちはそれは自分のものだと主張して、たちまちキャットファイトを繰くり広げ始めた。

　この時、宴席の主役たる新しん郎ろう新婦の心境はいかばかりだっただろうか。特に新郎のペーレウスは人間だったので、さぞかし心臓に悪い光景だったに違ちがいない。なお、この婚礼により夫婦となった彼と女神テティスとの間に生まれた子供がかのアキレウスである。

　リンゴを巡めぐる争いは最終的にヘラとアフロディーテとアテナの三女神に絞しぼられた。が、そこからいっかな決着する様子がない。このままではいつまで経たっても終わりそうにないため、リンゴの所有者に相応ふさわしいのは誰かを決める裁定は、神々の王たるゼウスのもとに持ち込まれる。

　ゼウスの正妻ポジションにいるヘラか、恋こいと美のアフロディーテか、知ち恵えの女神にして永遠の処女神アテナか。

　しかしゼウスは誰を選んでも角が立ちそうな判断をする気にはなれず、その役目をトロイアの若き王子パリスへと丸投げした。

　いや、そこは嘘うそでもいいからヘラを選んどけよ。

　パリスはパリスでなぜ自分がと思ったかもしれないが、最高神の依い頼らいではやむを得ない。トロイアの王子が悩なやみにくれていると、さっそく三柱の女神たちが堂々と買収工作を仕し掛かけてきた。自分を選せん択たくしてくれた際の報ほう酬しゆうとして、ヘラは「アジアの君主の座と莫ばく大だいな富」を、アテナは「常勝不敗の力とあらゆる技術の知識」を、アフロディーテは「世界で最も美しい女性」を提示し、それぞれ指名を勝ち取ろうとする。

　身の程を知っていたと言うべきか、結果的にパリスはアフロディーテを選び、美の女神は面目を躍やく如じよしてにっこり、かくして王子はめでたく当代一の美女と名高いヘレネを手に入れたのであった。

　これで話が終わっていれば、やけに人間臭くさい神々の振る舞いに微笑ほほえましさを感じるだけでよかったのだが、一つ問題があった。ヘレネは人妻だったのだ。それも彼女の夫はスパルタ王アガメムノンの弟、メネラーオスだった。いくら女神の差配とは言え、妻を異国人に寝ね取られ、トロイアに連れ去られたメネラーオスは当たり前だが激げき怒どした。兄も怒おこった。

　アガメムノンはギリシャ全土にパリス追討とヘレネ奪だつ還かんの号令を発し、他の王や英えい雄ゆうたちはこぞって同調した。実は彼等らはかつてヘレネに求婚し袖そでにされた男たちでもあった。

　こうしてトロイア遠えん征せい軍が組織され、集結した大軍勢は大船団となって出航し、エーゲ海をトロイア目指して突き進むと、やがて戦せん端たんが開かれる。

　一人の女性を巡る戦いは両軍一進一退で推移しつつ乱戦模様で混迷の度を深め、おまけに天上の神々がそれぞれの事情で両陣じん営えいに荷担したもんだから状じよう況きようはますます泥どろ沼ぬま化か、あげく膠こう着ちやく状態に陥おちいったギリシャとトロイア双そう方ほうが厭えん戦せん気分にどっぷり浸つかる中、そんなこんなで実に九年の月日が流れ、そして──。

　というのがトロイア戦争終しゆう盤ばんまでの流れである。なにぶん伝説の領域なので諸説によって細かい部分が異なるがだいたいこんな感じで、ちなみに『イーリアス』はここから後、わずか五十日間くらいの出来事を語るストーリーだ。

　もっとも、以上のことは当然ながら伝承に過ぎず、史実としてはどうだったのか、本当に両国間の戦争があったのか、まったくの謎なぞだ。

　そんな神話と歴史のハーフ＆ハーフみたいな土地に今立っている──、と思うと感かん慨がい深いものがあってもよさそうだが、残念ながらあまりありがたくもなかった。

　ここは何者かが神話世界を粗あらっぽく再現した虚きよ像ぞうだ。虚うつろなる像だ。







　俺たちを出迎えたのはトロイアの陣営だったらしい。

　屈くつ強きような古いにしえの戦士たちに先導された俺たちは城塞都市の内部へと向かう。

　堅けん牢ろうな城じよう壁へきを通り抜ぬけ、石造りの街並みの中を案内されるがままに辿たどり着いた場所は、意外にも屋外だった。

　てっきり王城にでも連れて行かれてトロイア王プリアモスに引き合わされるのかと身構えていたのだが、ここでの俺たちがトロイア戦争に従軍させられるわけではないらしいのは、訪れた建造物を見るうちに何となく解わかった。

　白い石造りの円形劇場が目の前に広がっている。

　すり鉢ばち状の観客席は正確には半円形をしており、そこから見下ろされる深い位置に舞ぶ台たいがある建築様式である。横に長い長方形の舞台の背後は壁かべになっていて、古代ギリシャかローマの遺跡でいくつか現存しているものによく似ていた。

　このあたりから先導役が交代し、鎧よろい姿のトロイア兵から、ハルヒたち三人娘むすめと似たような服装の、ちょっと腰こしが引けそうになるくらいの美女数人と入れ替かわった。

　中でもどことなく美術室の石せつ膏こう像で見たことのあるような微笑を浮うかべた女性が、優ゆう雅がな物もの腰ごしでハルヒを貴き賓ひん席へと案内する。朝あさ比ひ奈なさんと長なが門とにもそれぞれ担当者が付いているようで、やはりミュシャの絵から抜け出てきたような美人にアテンドされていた。

　貴賓席は半円観客席の最上段にあり、そこに玉座としか言いようのない豪ごう華かな装そう飾しよくを施ほどこされた椅子いすが三つ設置されている。美女に促うながされ、とりわけ荘そう厳ごんな印象を受ける真ん中の玉座にハルヒが座り、まさに睥へい睨げいといった感じで舞台を見下ろす。
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　その向かって右に朝比奈さんが、左の席に長門がちょんと座った。

　よく見ると三人の座る豪華な椅子は意匠の異なるレリーフが彫ほられている。特にハルヒの玉座は特別製なのか黄金でできており、百合ゆりの花が彫られた縁ふち取どりの中でヘラクレスが十二の試練に挑いどむ様子が描かれていた。朝比奈さんの椅子には羽ばたく白い鳩はととアネモネの花が、長門のところにはオリーブの木とフクロウが象眼されていて、その意味するところを教えてくれている。

　おかげで現在のハルヒたちがどの女神の役を割り振ふられているのかがおぼろげに理解できた。なるほどの配役で、よくまあこれほどピッタリ合う女神がギリシャ神話にいたものだと感心する。

　俺と古こ泉いずみがすっかり女神然とした女子団員三人に見とれ……もとい純然たる学術的興味をもって眺ながめていると、美女軍団の一人が振り向いて、俺たち二人についっと優美な仕草で指を振った。その指の指し示す先、長門席の横に長方形の卓袱ちやぶ台だいめいたテーブルがある。

　なるほど、神ならぬ身の男二人には座席など不要ということか。

　ここでゴネても仕方がない。俺と古泉は大人しく隣となり合って腰を下ろし、劇場の舞台へ視線を向けた。
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　と、舞ぶ台たい袖そでから進み出たトーガ装しよう束ぞくの男が一人、中央で足を止め貴賓席に向かって恭うやうやしく一礼し、朗々と響ひびき渡わたるテノールで何やら歌い上げ始めた。

「ラテン語のようですが……」

　古泉の呟つぶやきはなぜか興味深げだった。

　俺には何語なのかすら解らない謎音声だが、どういうわけか何を言っているのかが解る。

　オリジナル音声の洋画を字幕なしで観みているのに、頭の中で不可視の字幕が流れている感覚と言えば伝わるだろうか。もはや驚おどろくに値しない。今まで古今東西、果てはファンタジー世界や遠未来でも円えん滑かつなコミュニケーションを疑問も持たずにおこなってきたんだ。今さらラテン語が脳内で自動翻ほん訳やくされたところで何とも思わんね。まあ、この能力がリアルでも使えれば英語の成績が上がってくれそうで便利なんだが。

　その男性歌手の語る内容とは、ざっくりこうだ。

「本日は尊そん崇すうの誉ほまれも高い神聖なる大女神の方々に降臨いただき、住民一同、大いなる喜びの雷かみなりに打たれ、今まさに卒そつ倒とうせんばかりである。我らの畏い敬けいと歓かん喜きを言葉にする術すべはなく、敬愛と慶けい賀がを形にする技もない。そのため演芸をもって奉ほう納のうし、我らの深遠かつ無む窮きゆうの礼らい賛さんと恭きよう敬けいをその御み心こころにて受け取られよ。おお、神々の女王よ、泡あわより生まれし真実の愛よ、永遠の処女よ、我らに悠ゆう久きゆうの繁はん栄えいを！　アカイア勢に永えい劫ごうの業火を！　神々の世に永久とこしえの光こう輝きがあらんことを！　弥いや栄さか！」
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　大おお仰ぎようなだけで内容がない。解るのはこれからなんかの劇が始まるということだけだ。

　トロイアの円形劇場で演じられるのは、さて喜劇か悲劇か。眺めていると、ステージの上手と下手から、演者たちがささっと流れるように登場し、それぞれが配置についた。

　どうやら今から結けつ婚こん式が始まろうとしているようだ。ナレーションもないのになぜかそれが解る。

　新郎はペーレウス、新婦はテティス。そこにケンタウロスのケイローンを皮切りに、名だたる神々が続々と来訪してくる。全員が例のカーテンを裁さい縫ほうして作ったような古代ギリシャ風衣装を纏まとっており、ゼウスとヘラ夫妻からアポロン、アルテミス、アテナ、アフロディーテ、ポセイドン等と続き、プロメテウスにガニメーデスまでが列席する、そうそうたる婚礼の風景である。

　なんのことはない、今から始まるのはトロイア戦争プロローグの一幕だ。

　もちろん舞台上にいるのは本物の神ではなく人間が舞台に上がって神々を演じているわけだが、俳優の役名がすぐに理解できるのは、やはり演者の頭の上に見えざるテロップが浮いている感じがあって、そこに名前が記されている感覚があるからである。キャラの名前だけでなく、そいつがどういう来歴のキャラなのか付帯情報まで頭に飛び込んでくる。

　これは便利だ。ひょっとしたら未来の映画がこんな具合になるのかもしれないな。

「トロイア戦争テーマの演劇を、その時代のトロイアの劇場で観る……」

　古泉が感慨深げに呟く。

「虚きよ構こうの階層構造……。二重、いや三重になるのでしょうか」

　そのあたりのクッソややこしそうな考察はお前に任せる。一人でやっててくれ。

　それよりも──。演者の中に気になるのが何人かいた。

　見ている感じ、ヘラを演じている女優はどことなくハルヒ的な雰ふん囲い気きで、アフロディーテ役は朝比奈さんっぽく、アテナ役が長門に似てなくもない。

　もっとも、全員とも三人娘を縦に引き延ばして加か齢れいしたようなデフォルメ化がなされていて、よく見なくても完全な別人だが、どこか面おも影かげがある。何となく大急ぎで似ている人間を探したものの時間がなかったのでまあこれでいいか、的な妥だ協きようがあったのではないかと疑いたくなるレベルの中ちゆう途と半はん端ぱさだ。実に収まりが悪く、気に障さわる。ＳＯＳ団の偽にせ者ものが登場したとしたらこんな気分になるのかもしれん。

　しかし、いくら今のハルヒたちが女め神がみと化しているからと言って、わざわざ演者まで似せる必要があるのか？

「僕たちに彼女たちの役割を教えるためかもしれません」

　古典芸能を見る目で演目を鑑かん賞しようしながら古泉は言う。

「椅子の意い匠しようやシンボルだけでは伝わらないと判断されたのか……いずれにしろ悪あく趣しゆ味みであるのは同意します。僕の偽者はいないようで、これは安心していいんでしょうかね」

　知るか。それよりももう一人、目に留まったのがいるのだが、

「あれはあの爺じいさん……じゃねえな」

　ゼウス役の老人が今まで何度もしゃしゃり出てきたあの爺さんかと思ったら、こっちも微び妙みように別人だ。ゼウスとヘラ両名は舞台中央に鎮ちん座ざしたテーブル席で主賓を差し置き、上へ下への丁重な振る舞まいを受けている。尊大なところだけはハルヒのデッドコピーだ。

　神々に扮ふんした演者たちのどこかカラ騒さわぎめいた婚礼の宴えん会かいがしばらく続いていたが、やがては、すでに知っている展開に移行する。

　前述した通りの不和のリンゴ事件である。

　黒くろ髪かみロングヘアのエリス役が投げ込んだ黄金のリンゴが、宴会場を即そく席せきのバトルスタジアムへと変え、カラ騒ぎは乱らん闘とう騒ぎへと発展する。

　かくて、判定はゼウスへと持ち込まれる──といったところで、舞台は暗転した。

　照明もないのに暗転とは？　と言われそうだが、俺だってそう言いたい。とにかく暗転としか思えない演出が加わり、光が戻もどったときには舞台は牧草地になっていた。

　まるで魔ま法ほうをかけられたように風になびく緑の草原となった舞台で、一人の若者がヒマそうに羊の群れを追っている。その人物こそ、自分が王族の生まれだと知ったばかりのトロイア王子パリスの姿だった。そこにゼウスの全権大使となったヘルメスがヘラ、アテナ、アフロディーテを伴ともなって天上から舞い降りる。

　ヘルメスはパリスに三女神の中で最も美しい者を選ぶように迫せまり、女神たちが懐かい柔じゆう工作に走った結果、賞品であるヘレネの意思を無視したプレゼンテーションでアフロディーテが勝利したのは、すでに述べたまんまだ。

　こうして大女神二人の憎ぞう悪おを一身に受ける中、パリスは船旅の準備に取りかかった。目指すはもちろん、ヘレネの暮らすスパルタである。実はパリスにはすでに妻がいたし、また姉のカサンドラはトロイアの将来を憂うれい弟に翻ほん意いを促したりもしたが、その言葉は彼の耳には届けど頭には響かなかったようである。美の女神の甘い囁ささやき声に掻かき消されていたのだろう。

　次の暗転が明けた時、パリスはギリシャへ向かう船の上にいた。

　数すう隻せきからなる船団を組み、舳へ先さきに白波を受けてエーゲ海を突つき進んでいる。まだ見ぬ美女ヘレネへの激情が彼の頬ほおを高こう揚ようさせ、海風の冷たさをものともしない。パリスのかたわらには親族にしてトロイアの誇ほこる英えい雄ゆうアイネイアースの姿があり、王子の無む謀ぼうとも言える計画を下支えしていた。そう、ヘレネの誘ゆう拐かいという大罪を。

「草原になったと思ったら海まで湧わいて出て、おまけに船団だと？　どうなってんだこの劇場は。どんなカラクリだ」

　俺のイチャモンに、今のところ答えてくれるのはこいつだけだ。

「古代ギリシャとローマの文化をごっちゃにしている疑いが拭ぬぐえませんね。この劇のセリフはどうやらラテン語ですし、涼すず宮みやさんたち女性陣じんはギリシャ風ですが僕たち二人はローマ風の服装です」

　古泉は普ふ段だん使いのスマイルで、

「古代ギリシャ時代のトロイア戦争をモチーフにした演劇──を帝てい政せいローマ時代の劇場でローマ人の役者たちが演じている──という内容の現代ハリウッド映画──だとしたら、実にしっくりきます」

「虚構の三重構造か」

　現実の俺たちと俺たちが観ている映画、その映画で描えがかれるのは伝承を元にした演劇、その演劇の題材となった伝承も虚実混在の言い伝えに過ぎない。そうなると本当の部分はいったい何％残っているものやら。

「現状の仮想空間にいるこの僕たちも入れると四重、場合によっては現実にいるほうの僕たちも勘かん定じように入るかもしれません」

　古泉は劇場をぐるりと見み渡わたし、

「この世界の創造主は、フィクションとドキュメンタリーの違ちがいが理解できていない可能性があります。おそらく映像化された作品を参考にして世界を構築したのでしょう」

　ファンタジーとＳＦ回はそうとしか思えんな。西部劇もたいがい無茶だったし、禁酒法時代に至ってはヘタな映画の中に別のＣ級ドラマが混入してきたような手て際ぎわの悪さだ。

　しかし史実を忠実に再現した映像と、誰だれかが一から頭の中で考えた物語の実写化作品、その区別がついていないとか、どんな脳ミソしてんだ。

「地球人類が辿たどってきた歴史をまったく知らない他の惑わく星せいの住人ならば、解説しないと勘違いしたままになるのではないでしょうか」

　だとしたら、これをやってるのは情報統合思念体ではない。長門の親玉なら、そのあたりのことはもうちょっと解わかってるだろう。

　ふと舞ぶ台たいに目を落とすと、長い航海の過程をすっ飛ばしてペロポネソス半島に到とう着ちやくしたパリスが、トロイア外交使節団の一員としてスパルタ王宮に足を踏ふみ入れたところだった。







　このタイミングでテーブル上に料理と飲み物が運ばれてきた。

　どことなく侍じ女じよめいた風ふう貌ぼうの美女たちが、銀の食器にてんこ盛りになった色とりどりの謎なぞ料理をがんがん並べ始める。

　真っ黒なスープの魚ぎよ介かい料理に使われているのはイカスミらしいが、他に正体が解るのはフルーツ満まん載さいの盆ぼんくらいで後は何の肉をどう調理したものなのか、どんな魚を何で味付けしたものか、まったく予想もできない。

　まあ、ここがコンピュータサーバの中なのだとしたら、食っても食あたりしないで済みそうではあるが……。

「コンピュータサーバ？」

　ん？　ああ、すんなり思い出せた。さすがにもう、そう簡単には忘れてやらねえ。

「の、中ではなさそうだ、という話でしたね」

　古泉も俺と同様だったようで、銀のカップを手にして余よ裕ゆうの微び笑しようを浮うかべている。俺の席にも運ばれているカップの中身は、ねっとりとした何かの果か汁じゆうだ。桃ももっぽいがわずかに柑かん橘きつ系の酸味がある。

「これがかのネクタルでしょうか？」

　さあな。酒ではなさそうで安心だが。

　ハルヒたちのほうを見ると、三人のもとにも料理と謎飲料が行き渡わたっていた。そっちにはテーブルがないから、跪ひざまずいた召めし使つかいたちが手で皿や杯さかずきを捧ささげ持っている。

　ハルヒはステージから目を離はなさないまま、差し出される皿にフォークをブッ刺さして口に運び、朝比奈さんはおっかなびっくりカップの中身を啜すすって「ふわー？」とか言っていて──。

　そして長門は真まっ直すぐこっちを見ていた。

　俺はフルーツ盛り合わせの中の何かの果物の小さな実を口に放り込むと、長門にハンドサインを送った。

　思いつきの適当なサインだったが、ＳＯＳ団きっての情報通は、その意図を間違わない。

「…………」

　音もなく立ち上がった長門は、ゆっくりと、しかし確かな足取りで俺たちのテーブルに来ると、俺の横に座った。その姿は燐りん光こうに包まれ、近くにいるとフラつきそうなほどの何かしらの神聖性を感じさせる。言っといて何だが、自分でもこの感覚を説明しきれない。

　長門が席に着くと、すかさず脇わきに控ひかえていた侍女ポジのＮＰＣが銀ぎん杯ぱいを長門に捧げる。受けとった長門が一いち瞥べつすると、侍女はすすっとテーブルから離れた位置へと下がった。

　他の侍女たちも遠巻き、ハルヒと朝比奈さんは舞台か料理かに夢中、こうしてＳＯＳ団事件解決班の三人で内ない緒しよ話ばなしの続きをする態勢が整った。

　古泉は身を乗り出すようにして、

「長門さん、脱だつ出しゆつの目め処どがあるなら、そろそろ教えて欲しいのですが」

　長門は一回瞬まばたきしたのみで、

「その前に量子化」

「の、説明をしろと？」

　眉まゆをひそめる古泉に、長門は無情な声で、

「理解の促そく進しんは今後の行動指針の決定を円えん滑かつにする」

「やはり必要ですか」

　やれやれ、と古泉は両手を広げ、

「それでは現時点で有力な仮説を復習しておきましょう。長門さんによると、この世界は実体のない仮想空間の中であり、僕たちは量子化された情報として存在するデータ人間だという話でした」

　そんな感じだった。

「また僕たちＳＯＳ団の五人は、何らかの要因で現実にいる僕たちと今ここにいる僕たちに分ぶん裂れつしている……としか言いようのない状態にある」

　長門が言うのだから俺の感覚より蓋がい然ぜん性があるのだろうさ。

「その二点は重要なポイントと思われるので、しっかり覚えておいてください。それでは浅学の身ではありますが、他に適任者がいないようなので解説役を務めさせていただきます。ですがその前に断っておかなければならないことがあります」

　古泉が向けた視線の先には長門がいた。

「長門さん的には、それは我々人類が現時点で知り得た量子論、量子力学の法則や知見とは微妙に異なり、仮に名付けるなら超ちよう量子論や拡張量子力学とでも言うべきなのでしょうが、僕には理解が追いつかないので、この際、普ふ通つうの量子論として受け止め、認にん識しきすることにします。それでもいいでしょうか？」

　その問いかけに、長門はあっさり頷うなずいた。

　古泉はカップのどろりとした果汁を一口飲み、

「ついでに告白しますが量子論自体を完全に理解しているわけではありません。どちらかと言うと理解できてないカテゴリーに入る自信があります。実に様々な解かい釈しやくがあり、異なる主張があり、また非常にややこしくもあるのですよ。ですから、今から僕が言うことは眉に唾つばをつけて聞いておいてください」

　ずいぶんと長い予防線だ。

「まず最初に言っておきます。量子論を解りやすく説明するのはほとんど不可能です」

　古泉は爽さわやかな口調で予防線を延長した。

「しかしながら誤解、あるいは誤読されることを承知で解説しましょう。どうか『どうやったらそんなことができるんだ？』とか、『何でそうなる？』とか、『とてもじゃないが信じられん』などの疑問はなしでお願いします」

　長門がそんなツッコミを入れるはずがないから、封ふう印いんされるのは俺の口だけだな。×マークの付いたマスクを渡される前に訊きいておく。

「量子論と量子力学はどう違うんだ？」

「あえて適当なことを言いますと量子を大まかに扱あつかっているのが量子論で、より専門性を高めたのが量子力学となります。まあここでは同じものだと思っていただいて構いません。なぜなら僕がそう解釈しているからです」

　オケ、了りよう解かいした。よく解らんがそれでいい。続けてくれ。

「それでは、あくまでざっくりとですが」

　古泉は居住まいを正してから、

「量子とは、波の性質を持ちながら、粒りゆう子しのように個数を数えることのできる存在のことです。『波と粒子の二重性』という呼ばれ方をします」

　その程度ならどこかで聞きかじったことがあるような気がする。

「身近なところで言うと、光や電子ですね。この二つが波であることは二重スリット実験などで気軽に確かめられます」

　波とは。

「この場合の波というのは電磁波とか周波数などの波です。ご存じのように波そのものには実体はありません。海や水面で発生する波や音波、地じ震しん波はなどを見ても解るように、波は他の何かを媒ばい介かいした振しん動どう、波動なんです」

　なるほど。

「一方、粒子は途と方ほうもなく小さいですが、れっきとした実体を持っています。たとえば僕たち人間の身体からだは炭素や酸素や水素などの原子で出来ていますが、原げん子し核かくを構成する陽子や中性子などは粒子です。それよりもっと小さいクォークも、これもハッキリと素そ粒りゆう子しとして認識されています」

　まだ解る。

「つまり波と粒子は、その概がい念ねんからして異なる存在なわけです。にもかかわらず光も電子も、波であると同時に粒子でもあるとはどういうことかと言いますと」

　ふむふむ。

「それらは波として観測しようとしたら波として振ふる舞まい、粒子として観測しようとしたら粒子となって出現するという、ちょっと感覚的には信じがたい挙動をするんです。しかしこれは厳然とした事実であり、歴然とした観測の結果です」

　何でそうなる、と言いかけて俺は言葉を飲み込んだ。

　古泉は微笑しつつ、

「そうなっているのだから仕方がありません。頭に浮かんだ疑問は真空パウチにでも入れて冷れい凍とうしておいてください。よく解らないけどそうなんだ、と信じるところからがスタートです。なんせ言ってる僕も理解できているとは言いがたいのですから。ある高名な量子論の権けん威いなんか、考えすぎたあまり量子力学とは仏教における色しき即そく是ぜ空くうの思想だ、と悟さとりを開いてしまったくらいです」

　よっぽどだな、そりゃ。

「量子論の解説書を読むとたいていもっと解りやすく説明してくれないかと思うのですが、こうして説明する側に回ると、確かに量子力学と解りやすさは対極の位置にあるとしか言えませんね」

　ここで古泉は長門へ視線を送った。解説役の交代を申し出たつもりなのかもしれなかったが、アテナの神性を華きや奢しやな身に宿した有機アンドロイドは、銀製の爪つま楊よう枝じでフルーツ盛り合わせの葡ぶ萄どうの実を機械的に口に運ぶ作業にいそしんでいた。

　古泉は吐と息いきを漏もらし、

「では次に、重ね合わせという現象について説明します。長門さん説によると、ここにいる我々は、現実にいるもう一方の肉体を持つ我々と量子力学的な重ね合わせの状態にあるとのことです。それは一体何なのかというと」

　しばらく斜ななめ上に目を向けてから、

「ためしに電子で説明しましょう。電子は上向きか下向きのスピンを50％の確率で持っていて、観測することで初めて上向きか下向きかが決定します」

　スピンとは何だ？

「角運動量のことです。量子は様々な方向に回転しているものだと認識してくれたら、とりあえずそれで結構です。解わかりにくければ上向きと下向きを右回りと左回りやプラスとマイナスにでも置き換かえて考えてください」

　選せん択たく科目で物理を取るのはやめておいたほうがよさそうだ。

「観測した結果、電子のスピンは上向きだったとしましょう。さて問題はここからです。我々の経験則的な直感では、電子のスピンはあらかじめ最初から上向きか下向きのどちらかに決まっていて観測はその追認をしているだけ──と思いがちですが、量子の世界ではまったく異なります」

　どう異なるのか聞こうじゃないか。

「観測するまではどちらとも言えない上向きにも下向きにもなりえる状態、というのが観測前の電子の状態なんですよ。それが観測されたその瞬しゆん間かんに上向きか下向き、どちらかに50％の確率で収束します。半分上向きであり半分下向きでもあるという曖あい昧まいな状態から、そこで初めて上向きか下向きスピンのどちらかであると決められるのです」

　誰だれが決めたんだ。

「誰も。純じゆん粋すいに数学的な確率によって決定されます」

　古泉は銀食器からオリーブの実を取り、テーブル上じように転がした。

「サイコロを一つ振ったとします。そして転がっているうちに壺つぼで蓋ふたをし、回転が止まるまで待ちます。この場合、壺を外して見る前からサイコロの出目は奇き数すうか偶ぐう数すうか二つに一つです。しかし量子力学の世界ではサイコロは壺を取り去るその瞬間まで回り続けているんです。観測するまでいつまでも」

　んなアホな、というセリフを俺は奥歯で噛かみつぶした。

「以上の例は運動量の場合ですが、これは位置情報についても同じことが言えます。一つの電子を外から見えない箱の中に入れた後、その箱の真ん中に仕切りを差し込み、箱を左右に分割したとしましょう。この時、波である電子は左右のどちらか一つの箱に入っているのではなく、両方の箱に同時に存在することになります。蓋を開けて観測した瞬間、電子は粒子として右か左のどちらかで検出されます。しかし、それまでは確かにどちらにも入っていたのです」

　とてもじゃないが信じられん、と言いたくなったが何とかこらえた。

「これが量子の重ね合わせという状態です。これを土台として、量子もつれという現象について説明します。これからが本題ですよ」

　頭の中が痒かゆくなってきた。

「アインシュタインの有名な式、Ｅ＝ｍ[image: ｃ２]に表されているようにエネルギーと物質は等価なので、エネルギーから質量を持つ物質を生み出すことも可能です。たとえば素粒子であるクォークが何らかのエネルギーから何かの弾はずみで生まれたとしましょう。その際生まれたクォークは一つではなく、逆の性質を持つ二つがペアとなって誕生します」

　解るような解らんようなだな。

「それを参考にしつつ、どうやるのかはひとまず置いといて、一つの量子から二つの電子を同時に生成します。そうすると二つの電子のスピンの向きは、角運動量保存則により互たがいに逆方向になります」

　まあ、そういうものなのだろう。

「どちらか一つは必ず上向きで、もう片方は必ず下向きとして観測されます」

　そうらしいな。

「この二つの電子をそれぞれ電子Ａと電子Ｂと呼ぶことにしましょう」

　うむ、異論はない。

「くどいようですが電子ＡとＢはどちらかが上スピンならもう一方は下スピンの状態になります。二つとも同じ向きのスピンにはなりません。Ａが上ならＢは下、Ａが下ならＢは上です」

　そのくらいならまだ解る。

「二つの電子は観測しないままにしておきます。そして電子Ａを手元に置いておき、もう片方の電子Ｂは地球の反対側、ブラジルあたりに送ることにしました。そうしておいてから手元の電子Ａを観測すると50％の確率で上向きか下向きか解ります。この時は電子Ａ＝上向きの観測結果が出たとしましょう。すると自動的にブラジルの電子Ｂは下向きということになりますね」

　そう……なる、な。

「しかし最初に述べたように電子のスピンの向きはあらかじめ決まっていたわけではなく、観測の瞬間に純粋なる確率によって決まります。つまり電子Ａは下向きとして観測される可能性もあったんです。その場合、電子Ｂは自動的に上向きになるわけですが」

　ですが？

「ならばブラジルの電子Ｂは、どうやって電子Ａが観測されたことを知ったのでしょう。これも最初に言ったとおり、単体としての電子は、ＡもＢも上向きか下向きかは等しく確率50％なんです。まるで電子Ｂは『Ａのやつが上向きとして観測されたからこっちは下向きじゃないとまずいな』と考えて、自ら下向きスピンになることを決めたかのようです」

　何となく疑義を呈ていしたいが言葉にできないもどかしさがある。

「電子Ｂの位置がブラジルではなく銀河の反対側であっても同じことになります。このように、どれだけ離はなれていようとも二つの量子が絡からみ合ったかのごとく二つでワンセットとなり、それ以上分解できないような状態のことを、量子もつれ──量子エンタングルメントと言います」

　長門が船の上で言ってたやつか。

「しかも二つの電子の間の情報伝達は光速を超こえて行われたとしか思えません。片方が観測されると、彼ひ我がの距きよ離りに関係なくもう片方の状態も瞬時に決定されるわけですからね。この相対性理論に違い反はんするような現象に対し、アインシュタイン博士が不快感を表明したことは有名な科学史的イベントです」

　よく考えたら相対性理論も理解しているとは言いがたいな。

「このようにエンタングルしている二つの量子をＥＰＲペアと呼びます。ちなみにＥＰＲは当時の量子論に対して苦言を呈した三人の科学者の頭かしら文字で、Ｅはもちろんアインシュタインです」

　その命名はどうなんだ。皮肉の一種か。

「と、まあ、これで理解してもらえたでしょうか。重ね合わせと量子もつれというのが、今後の重要キーワードなので無理にでも承知して欲しいのですが」

　もうちょっと低レベルな喩たとえ話で解説できないか。

「一人の人間が頭の中で色々考えるだけならいいのですが、二人の人間が自分たちの意見を戦わせているうちに人間関係がもつれ始める、みたいな感じでしょうか」

　長門が初めて口を挟はさんだ。

「その比ひ喩ゆは適切ではない」

　古泉は肩かたをすくめ、

「ということで僕のザクッとした解説はここまでです。他にも不確定性原理やら時間対たい称しよう化やら例の猫ねこやらファインマン博士の格言やら話し出せばキリがないのですが、今の僕たちの状態を説明するには必要ないので省かせてもらいますよ」

　つまり、今までのお前の講義で俺たちが置かれている状じよう況きようがどういうことか解るってことなのか。

「ええ。ですよね長門さん、違ちがいますか？」

「違わない」

「では、以上の説明を基き礎そとしまして、今の僕たちがどのような存在なのかを考えていきましょう。応用編に入ります」

　長門ゼミにおける古泉講師の授業はもうしばらく続きそうだ。

　ふと視線を劇場のステージに落とすと、スパルタ王城の迎げい賓ひん館かんでメネラーオス、ヘレネ夫妻がはるばるトロイアから訪れたパリス一行を出で迎むかえ、盛大にもてなしていた。

　この後、寝ね取られの悲劇に遭あうメネラーオスと絶世の美女という設定のヘレネの顔を見て、俺は軽い驚おどろきののち、納なつ得とくする。

「なるほどな」

　あるときはファンタジー世界の魔ま王おうに攫さらわれた王子と姫ひめ、あるときは宇宙海かい賊ぞくに誘ゆう拐かいされたナントカ銀河帝てい国こくの皇子と姫、あるときはアメリカ西部で荒あらくれ者たちに人質にされた牧場の若夫婦、要するに何かと攫われ癖ぐせのある例の男女カップルだ。

　どちらもボヤッとした印象しかない容姿なのだが、この劇では双そう方ほうとも麗うるわしき美び丈じよう夫ふと超ちよう絶ぜつ美人ということになっているらしい。

　どこかぼんやりしているメネラーオスのかたわらで、美男子パリスと美女神の奸かん計けいによって彼に一ひと目め惚ぼれした体ていのヘレネが見つめ合い、荘そう厳ごんな音楽が運命の出会いをドラマチックに盛り上げる。姿なきオーケストラの演奏に耳を傾かたむけながら玉座へと目を転じると、ハルヒと朝比奈さんの二人は尽つきることのない美食の饗きよう応おうに舌した鼓つづみを打ちつつ、優ゆう雅がに観劇を楽しんでいるようだった。

　視線の交差を感じて顔を向けると、

「…………」

　長門も同様にハルヒと朝比奈さんを凝ぎよう視ししていた。いや違う、ハルヒだけを見ている。

　その静せい穏おんな表情の中に、わずかな切せつ迫ぱく感があるように思っていると、俺の視線に気づいたのか無感情な瞳ひとみはするりと視線を切った。

　はて、今の長門のハルヒを見る目に、何の意味があったのだろう？







「さて」

　古泉は古いにしえの名探たん偵ていが事件関係者を全員集合させた後で言うようなセリフを吐はき、

「ここにいる僕たちはそもそも一体何なのか、この世界は何なのか、どうして僕たちはここにいるのか──、それを考察していきましょう」

　その口ぶりだと、すでに解答を得ているような感じだな。

　古泉はさりげなく長門に目線を送り、まるで目が合わないことに落らく胆たんする風でもなく、

「海賊船の甲かん板ぱんで長門さんが教えてくれたこと、ここが仮想空間であり僕たちが量子化された実体の片割れだという推測を聞いてから、ずっと考え続けていたもので」

　そう言えば古泉、お前はいつからかここが現実ではない、仮想世界だと勘かんづいていたな？　よく忘ぼう却きやくせずにいられたもんだ。

「ええ。ファンタジー世界にいた頃ころから、あまりに不自然でしたからね。常に疑問を持ち続けていました。一つのことに思考を集中させると、少なくともそのことに関しては、ある程度記き憶おく操作を免まぬがれるようです。と言っても、たびたび頭の中から飛んでは、また思い出す必要がありましたが」

　司会進行役を買って出た古泉は、

「それではまず、長門さんから一言、お願いします」

　長門は淡たん々たんと応じた。

「我々が現実にいたどこかの時点で、量子状態にある何らかの仮想粒りゆう子しを衝しよう突とつさせられたと思われる」

　…………。古泉、通訳しろ。

　果物皿からリンゴをつかみ出した古泉は、銀のナイフを手に取り、

「おそらく、二つの因子を同時に内包する仮想粒子が僕たちＳＯＳ団の五人にぶつけられたのでしょう。五人それぞれがその仮想粒子と相そう互ご作用し、量子化された上で、僕たちは二つに分ぶん裂れつさせられた」

　リンゴをさくっと二つに分割して、

「そして現実の僕たちとここにいる僕たちは、重ね合わせ状態であると同時にＥＰＲペアの関係にもなった──これが長門さんの言わんとするところです」

　長門の頭がわずかに揺ゆれた。頷うなずいたらしい。

「ううむ」と俺は唸うなり、「そんな規格外なことができそうなのは……」

「統合思念体でないなら、別種の宇宙的存在でしょう。広いですからね、宇宙は」

　だからといってそんな目に見えない神じみた連中がウヨウヨしているような銀河系を、俺は想像したくない。頭痛の種は少ない方がいい。

「それで」と俺は言った。「その二つの因子とは何だ？」

　不意に古泉は視線を上げ、周囲を見回してから、

「今まで僕たちが辿たどってきた状況を思い出してください。ファンタジーＲＰＧ、銀河パトロール、西部劇、ギャング映画のワンシーン、人食い鮫ざめとの格かく闘とう、大航海時代海賊編──そして神話の一ピースとしてのトロイア戦争……」

　全部どこかで見たことがあるようなものばかりだな。テレビか漫まん画がか本の中で。

「それが答えです」

　二分割したリンゴを弄もてあそびながら、

「それらを一言で表すと虚きよ構こう、フィクションです。つまり僕たちは、物語の中にいるんですよ」







　やはりと言うべきか、エイリアンが人間の作った物語作品を再現していた世界ならアチコチおかしかったり変に偏かたよってたりしたのも道理だな。俺は吐と息いきを漏もらし、本心を吐く。

「どうせなら俺の好きな名作漫画の中に行きたかったね」

　古泉は二つに分割したリンゴの片方を持ち上げた。

「このことから、僕たちが相互作用させられた二つの因子が何かは明らかです。僕たちの片割れは現実に残り、そしてこの僕たちがフィクションの世界にいるということは、〈現実：虚構〉のような、半々の確率で現実でもあり虚構でもある、そんな仮想粒子でしょう」

　しかし、現実や虚構なんてのはただの概がい念ねんだろう。そんなものを物理的にぶつけることなんてできるのか？

「概念の量子化」

　長門は平然と呟つぶやく。

「概念量子。不可能ではない」

「そして〈現実：虚構〉の〈現実〉と相互作用した僕たちはそのまま現実に残り、〈虚構〉のほうに作用した僕たちは、フィクショナルな存在となって、今ここにいるわけです」

　古泉は二つに切り分けたリンゴを再び一つに合わせて皿に戻もどした。食えよ。

「現実の僕たちと今ここにいる僕たちは量子的にもつれ合う状態になっている。僕たちはまだ現実と完全に断ち切られたわけではないんですよ。むしろ密接に繋つながっています」

　微び笑しようする唇くちびるの角度をやや上げながら、

「そこに僕たちがここを脱だつ出しゆつするヒントが隠かくされている気がします」

　それが正しいとして、すると何か？　これをやったヤツが何者かはともかく、虚構化した俺たちを閉じ込めるために、これだけの世界を作りやがったということなのか。

「そうとしか思えませんね」

「しっかし」と俺は自分の手のひらをじっと見た。矯ためつ眇すがめつ。

「この身体からだが虚構だとは、パッと見では解わからんな」

「ただの虚構とは違います。いわば実体のある虚構でしょうか。早い話、我々の肉体を構成する原子もまた量子なのですから、僕たちはもともと量子でできていると言っても過言ではありません」

　さすがにそれは言い過ぎだろう。

「純じゆん粋すいな確率論に則のつとると、僕たちが昨日まで現実空間にいたならば、その流れで今日も現実空間にいる可能性は非常に高い。しかし、ほんのわずかな可能性として仮想空間上に僕たちが存在する、という事象が起こり得る確率はゼロパーセントではないのです」

　いやないだろ。詭き弁べんにしか聞こえん。

「限りなくゼロに近い確率でも、ゼロではない以上、ほんのわずかな可能性として、あり得るということができます。もっとも自然現象でそんなことが起きる確率は百億分の一パーセントくらいでしょうが」

　そこまでゼロに近い確率はゼロとみなしていいはずだ。でないとキリがない。それにそんな仮想空間が地上のどこにある。超ハイスペックのスーパー量子コンピュータサーバ並みのものが……。

　ってまあ、ここにあるわけだが。

「インターフェースは不明」

　長門がいつかのセリフを繰くり返した。

　まあいい。俺の疑問はまだある。

「人格をコピーして仮想空間に転移するだけではダメだったのか？　感覚的にそっちのほうが簡単にできそうだ」

「精神のみをコピーしただけでは意味がないのかもしれません」

　手にしたナイフでリンゴの皮を剥むきながら、

「もしかしたら人間の意識というものは、肉体と不可分な現象なのかもしれません。脳以外の部位にも意識が拠より所どころとする箇か所しよがある……のかも」

　古泉は長門に流し目を送ったが、小こ柄がらな文芸部員はオリーブの実をリスのように囓かじっているところだった。

「意識を仮想空間で再現するには意識コピーだけでは不足で、肉体の情報も必要とされるのだとしたら」

　本当にそんな理由なのか。

「今ここにいる僕たちが一つの解答になります」

　俺は長門の真似まねをしてオリーブの実を口に放り込み、すぐに後こう悔かいした。えらく酸すっぱい。

「現在の僕たちは肉体を持ったまま仮想空間にいる。矛む盾じゆんのようにも思えますが、肉体込みで量子化された状態になっているのだとしたら有りかと。それにここは我々が定義するような仮想空間──コンピュータサーバ上の電脳空間ではなさそうですし、異空間としか解りませんから」

　口直しに俺は古泉が差し出した皮むきリンゴを受け取り、囓った。酷ひどく甘いな。

「これをおこなっている存在は人類より遥はるかに発達した量子技術をすでに得ており、量子をある程度コントロールできるということなのでしょう」

　古泉はナツメヤシのドライフルーツを噛かみ千切りながら、

「かなり恣し意い的てきな分裂現象です。我々は量子を確率でしか読み取れませんが、彼等らは量子を使ってこれだけのことを可能とするテクノロジーを持っているわけです」

　まあハウ・トゥーのほうは何となく解った。

「それで、その彼等とやらは何でまた俺たちをこんなところに閉じ込めて、三文芝しば居いの大根役者じみたことをさせているんだ？」

「さっぱり解りません。ただ、何らかの実験なのではないかという気はしています。ＳＯＳ団の五人を様々な状じよう況きよう下に置いた場合、それぞれどのようなリアクションをするのかという……長門さんはどうですか？」

「目的は不明」

　カップの中身を音もなく啜すすりながらだが、長門のセリフは明めい瞭りようだった。

「観察されている。それだけは認にん識しきできる」

　なぜ解る。

「わたしがいつもしていること。それと同じ。気配を感じる」

　見えざる監かん視しカメラを俺が探していると、

「あるいは僕たちからオリジナルの意識を消し、ロールプレイの役割の人物に完全に同化させることが目的なのかもしれません。多くのシチュエーションを用意しているのも、どんな世界観が僕たちにハマるのか総当たりで試ためしているのかも」

　つまり放っておいたら俺たちは別人と化して誰だれかが用意した物語の中で永遠に役割を演じ続けるハメになるということか。

　ロールプレイさせられている間に、そのキャラになりきってしまう。世界を転々とするうちに、どれかに俺たちのマインドが合がつ致ちするものがあるかもしれん。

　そしてそのまま、現実に戻れなくなるというわけだ。やはりおちおちとはしていられないな。ゲームを終わらせる気のないゲームマスターには付き合いきれない。

「さっさとどうにかしようぜ。まず何をすればいい、長門、古泉」

　俺の決断に、長門はカップを置き、古泉の微笑から歯が覗のぞいた。

「論点を整理しましょう。僕たちの現状は以下のようになっていると思われます。





・ＳＯＳ団五人に「現実と虚構」という二つの「概念」が相互作用。

・「ＳＯＳ団×現実」と「ＳＯＳ団×虚構」という二つの存在ができる。

・この二つは量子もつれ及および重ね合わせ的な関係にある。

・ＳＯＳ団×（現実＋虚構）＝ＳＯＳ団（現実）＋ＳＯＳ団（虚構）






　この長門さん説が正しければ、現実の我々と今の我々は何らかの要素で繋がっていることは確かなんです」

　それが〈現実：虚構〉なる概念量子とやらか。

「単に現実と虚構、というのも芸がありませんから、ここは格好を付けて（ｒ，ｆ）、リアル、フィクションとでも表記しておきましょうか」

　古泉は自分の前の料理皿を押しのけながら、

「書くものが欲しいですね。ここは知ち恵えの神に頼たよりましょう。長門さん、本が読みたいと思いませんか？」

「思う」と長門。

「本が読みたい、と願ってみてください」

　ポン、とマヌケな音とともに、乾かわいたＡ３用紙の面積ほどの粘ねん土ど板が長門の膝ひざの上に落ちてきた。奇き怪かいな文字が記されている。

「これは……線文字Ｂですか？」

「Ａ」と長門は素っ気なく言う。

「それはすごい。未解読のほうでしたか。読めます？」

「解かい析せきの必要がある」

「解読にどのくらいかかりますか」

　長門が考え込むのを見ながら、俺は首を横に振ふった。

　んなこたどうでもいいんだよ。今は。

「そうでした。油断した途と端たん、思考が違ちがう方に引きずられます」

　古泉は長門の膝から粘土板を取り上げ裏返した。何も刻まれていない無地の板が現れる。

「紙でないのは時代性を考えたら仕方がありませんね」

　オリーブに刺ささっていた銀製の楊よう枝じを取り、ガリガリと書き殴なぐったのが、




　ＳＯＳ（ｒ，ｆ）＝ＳＯＳ（ｒ）＋ＳＯＳ（ｆ）




　ＳＯＳ（ｒ）のほうの、現実の俺たちはこのことに気づいているのか？

「長門さんならあるいは……。僕含ふくめ他の人間は普ふ段だんと変わらない日常を過ごしているような気がします」

　ＳＯＳ団が分ぶん裂れつし、現実と仮想世界にワンセット存在する。何となく首の後ろが寒い。

「難しいことは無視して、シンプルにこうなればいいはずです」




　ＳＯＳ（ｒ）＋ＳＯＳ（ｆ）＝１




　小学生でも書けそうな計算式だ。

「しかし、この結果にたどり着くまでにどれだけの工程が必要なのか、見当も付きません」

　ところで現実にいるほうの俺たちは宇宙人に謎なぞの粒りゆう子しをぶつけられてなんともないのか。

「現実側の変数（ｒ，ｆ）の影えい響きようがどの程度か不明確ですが、現実の僕たちはそれほどおかしなことにはなっていないと信じたいところです。長門さんはどう思いますか」

「現実の我々は比ひ較かく対象のためのオリジナルとして保持されるだろう」

　つまりそのまんまの俺たちか。

「限りなく（ｒ＝１）に近いと推測する。パーセンテージイレブンナイン以上」

　現実の俺たちは純度99・９９９９９９９９９％だけ本人というわけか。それならいいか──とはならないな。端は数すうが出るのは収まりが悪いし、第一、気に入らない。釣つりを返せと言いたい。

「釣りに相当するのは今ここの僕たちなのですが」

　古泉は銀の楊枝を粘土板の上に転がして、

「ただの人格コピーであれば、このままここで生きるのも仕方がないと思うこともできましたが、現実にいる僕たちにも、未知の化学作用が強引にかけられているのだとしたら、さすがに放置したくはありません」

　ふっと笑えみをこぼし、

「この世界でＳＯＳ団のメンツでいつまでもロールプレイに興じるというのも悪くはないですけどね。十中八九、僕たちはコピーだと思っていましたから」

　だが現実の俺たちと仮想空間の俺たちに枝分かれした。

「ええ、僕たちは現実とこことで重ね合わせ状態になったわけです。つまりどっちも本物です」

　だからいいって話ではないな。

「それに僕たちが現実と仮想で二つに分裂している事態は異常事態とも言えます。この現象が何をもたらすか、ちょっと想像がつきません。もしかしたら現実の僕たちも違い和わ感かんを覚えているところではないでしょうか。仮に涼宮さんがこのことに影響を受けていたとしたら、それがどんな状況を生むのか……。それはこちらの涼宮さんにも言えることです」

　何者かによるフィクション劇場を受動的に楽しんでいる場合ではないってことだ。これからは能動的に何とかしないといけない。現実に帰き還かんするために……。

　いや、待てよ。

「一つ疑問がある」

　俺は古泉の目を見み据すえた。

「仮に今の俺たちがここから脱だつ出しゆつできたとしよう。そしたら俺たちはどうなる。まさかＳＯＳ団がもう一組できるわけじゃねえよな」

「考えたくもない現象ですね」

「なら、現実の俺たちと合体して一つの肉体に戻もどるのか？」

「そうなるのが理想ですが」

「ですが、じゃない。ではどうなるんだ。この俺たちは？　簡潔に答えろ」

　長門の声が割り込んだ。

「ＳＯＳ（ｒ）＋ＳＯＳ（ｆ）＝１を実行すれば量子もつれ及び重ね合わせは解消される」

　落ち着いた口調が淡たん々たんと宣告した。

「波動関数の確率論的収束に従い、こちらの我々の意識は存在とともに消しよう滅めつするだろう。現実の我々が唯ゆい一いつの存在となる」

　それは死し刑けい宣告に近かった。

「存在確率の二重性が解消されたら、どちらかが消えるのは当然のことです。光が粒子か波、どちらか一方としてのみ観測されるように」

　補足する古泉の声はやや湿しめっている。

「しかし長門さん、事態を解決した結果、現実世界で僕たちが二人ずつ存在することにはならないというのは確実ですか？」

「フェルミオン」

「……ええと、排はい他た原理を当てはめることで（ｒ）の僕たちと（ｆ）の僕たちは同じ場所に同時に存在できなくなり、いずれにせよ量子状態が解除される。僕たちの肉体を構成する素そ粒りゆう子しはだいたいフェルミオンだから……という理り屈くつでしょうか？」

　長門は口を開きかけて閉じた。言葉で説明しようとして無理だと悟さとった、みたいな顔をしている。古泉も諦あきらめたように肩かたをすくめ、

「過程が何であれ、どちら側が消えるべきかは考えるまでもありませんね。こちらの僕たちがここで過ごした記き憶おくを持ったまま、現実に復帰するわけにはいかないでしょう？」

　俺は目を閉じて黙もつ考こうする。

　ここにいる俺は確かに不自然な存在だ。何者かの意思に従い強制的に世界を転移させられ続けている。ひょっとしたら永遠にこの状態が続くかもしれない。だからと言って消えたいかと訊きかれると、イエスと即そく答とうするだけの覚かく悟ごなんてありはしない。

　古泉の声が鼓こ膜まくを震ふるわせる。

「程度の差で言えば、僕たちが二種類の記憶を持つようになるくらいならまだいいんです。まかり間ま違ちがって実体化してしまうほうが問題です。何が起こるか解わかりません」

　俺たちに突とつ然ぜん、双ふた子ごの兄弟姉妹ができるようなもんだからな。俺たちはともかく、ハルヒが二人になると考えただけで現実逃とう避ひしたくなる。

　ならば記憶だけならいいのかとなると、俺と古泉、長門は問題ない。朝比奈さんもまあ何とかなるだろう。だが、ハルヒはどうなる。もし、こっちのハチャメチャな冒ぼう険けんの記憶をばっちり携たずさえたまま、現実に戻ったとしたら。

「やはり悪夢だな」

「わずかな確率でこっちの僕たちのほうが真となって、現実側の僕たちが消滅する可能性もありますが、現実の僕たちはイレブンナインパーセント以上本人なので、こちらの僕たちが選ばれる確率は、だからほとんどゼロに近いでしょう」

「もっと低いと思われる」と長門。ほとんどゼロとゼロの間をどう表現したものか。

「ですが僕たちは、確率の壁かべを超こえて本来あり得ない現象をやすやすと現実のものとしてしまう女性を一人知っています」

　哀あい愁しゆうさえ感じさせる古泉の口調だった。

「杞き憂ゆうだといいのですが」

　こっちの記憶を持ったハルヒが現実に出現したら、あいつが何を考え始めるものやら。考えるだけならいいが、それが現実に作用、影響を及およぼすようになれば、あまり想像したくないことになりそうだ。都合よくハルヒだけが部分的記き憶おく喪そう失しつになってくれる可能性に賭かけるのは、南極に行ってペンギン相手にシロップ抜ぬきのカキ氷を売ろうとしているようなものである。うまくいくはずがない。

　無む為いな思案に暮れる様子の俺を見てどう思ったのか、長門の静かな声が、

「我々は元の（１）に戻るだけ」

　まるで福ふく音いんのように響ひびいた。

「それは必ずしも死を意味しない」

　ここは覚悟の切り時だな。

「よし解った。こっちの俺たちのことはいったん忘れよう」

　ひょっとしたら何かちょうどいい感じの奇き跡せきが起きて御ご都つ合ごう主義的なまでに俺たちにとって万事が望ましい結果になるかもしれんが、取りも直さず大前提としては、

「こんな記憶を現実に持ち越してもロクなことにならん」

　そこで気がかりが生じる。

「あるいは、それが《敵》の……これをやっているヤツらの狙ねらいなのか」

「かもしれません。ある日突然、存在しない破は天てん荒こうな冒険譚たんの記憶を持っていることに気づいて愕がく然ぜんとする……僕らはともかく、涼宮さんがここでの記憶を持ち込んだりしたら、そこから世界がどう変容するか、まったくの未知数です」

　長い白昼夢を見ていたと思い込んでくれたらいいんだがな。

　こっそり様子を窺うかがうと、ハルヒは玉座にしどけなくもたれ込み、侍じ女じよが持つ皿からナッツを摘つまんではボリボリと、完全に自宅で動画でも観みているがごときリラックスぶり、朝比奈さんは両の拳こぶしを握にぎりしめて舞ぶ台たいを見つめている。

　その舞台上では、例のへのへのもへじ顔のメネラーオスが祖父の葬そう儀ぎに出席するためクレタ島に出かけた隙すきに、攫さらわれるのが癖くせになっているとしか思えない姫ひめ役が扮ふんするヘレネと誘ゆう拐かい犯パリスは手に手を取って王宮を抜け出していた。緊きん迫ぱく感かんを煽あおるスリリングなＢＧＭが鳴り響く中、二人はスパルタを訪れたトロイア一行とともに港へと急ぐ。

　無事船に乗り込んだ彼等らが船団ごと逃にげるように出航し、トロイアを目指して地中海を爆ばく走そうするころ、ヘレネの駆かけ落ちが発覚した王宮では蜂はちの巣すをつついたような騒さわぎになっていた。ヘレネには幼い娘むすめヘルミオネがいたが、そのまま置いて行かれており、母を呼び嘆なげき悲しむ少女の悲痛な姿が朝比奈さんの涙なみだを誘さそうのだった。







「それで、今後の方針は？」

　俺の問いに古泉は長門へ目線を送り「おや」といった表情になる。

　その時になって、俺は長門がハルヒの方へ瞳ひとみを向けていることに気づいた。その目つきに見覚えがある。少し前も、こいつはどこか真しん剣けんさを感じさせる雰ふん囲い気きでハルヒを凝ぎよう視ししていた。玉座の手すりにしな垂れかかってカウチポテトを決め込むハルヒの姿が、何でまたそんなに気にかかるのか。

　疑問が通じたのか、長門は視線を俺に戻すと、

「急ぐべき」

　珍めずらしく自己主張した長門は、次にギョッとするようなことを言った。

「涼宮ハルヒから放射される解かい析せき不能のエネルギーが増大傾けい向こうにある」

　俺はとっさにハルヒへと目を転じ、だらしない女め神がみ姿の団長でしかないことを確かく認にんした。まあ見るだけ無む駄だだな。そんなもん俺が感知できるわけがなかった。

「ほう」と古泉は身を乗り出し、「現実改変能力が発動しようとしているのですか？」

「そのエネルギーが何をもたらすかは不明」

　長門は端たん的てきに答えた。

「ここは現実ではない」

「なるほどー？」

　古泉はこめかみを掻かきながら、

「しかし涼宮さんの現実認識としては、ここが現実なのかもしれないので……いや、認識上の現実と、実際の現実は根本的に違ちがいますから……」

　軽く唸うなると俺に向け、

「どうなんでしょう？」

　知らん。ただ気になることはある。

「なぜハルヒは、今になってそのエネルギーとやらをせっせと生み出しているんだ？」

「不明」

　長門はそっけない。しかし、ブラックダイヤモンドのような瞳で、

「あなたになら解るかもしれない」

　そう言われても俺はハルヒ付きの報道官でもなんでもなく、ましてや団長の言ってもいないセリフからその真意をくみ取ることができるほどエスパーじゃない。

　だが長門の目線は俺を貫つらぬいたままだった。

「この仮想空間において世界を転移するたび、そのエネルギー放射は微び増ぞうしていった。それがしばらく前から急速に増えつつある」

「どのくらい前だ」

「トロイアに到とう着ちやくしたあたり」

　本当に直前だな。グラフにしたら恐おそろしい急カーブになりそうだ。

「だから急いだほうがいい……のか」

　長門は小さく頷うなずきを返し、

「それが限界に達する予想時刻は流動的。しかし指数関数的な増大速度を考こう慮りよすると、次の世界転移までに何らかの力が行使される確率が大」

　一発逆転を期待してそのハルヒのトンチキパワーに賭けてみるってのはどうだ？

「……あなたがそうしたいなら」

　すまん、忘れてくれ。

「しかし」と俺は取り繕つくろうように首を捻ひねった。「ハルヒが謎なぞエネルギーを溜ため込んでいってるって？　世界から世界に飛ばされることに特に疑問を持っていなかったように見えたが」

「表層意識は騙だまされても、無意識的に何か変だと感じていてもおかしくはないでしょう」

　古泉が常識的すぎて面おも白しろくもなんともないコメントをし、

「ですが、涼宮さんのエネルギーの源を推理し合うのは後回しでいいのでは？　長門さん、かつてあなたは私し掠りやく船せんの上で、脱だつ出しゆつの機会を待っている、と言いました。その機会が来たということでいいんですね？」

　無言でのミリ単位の頷き。

「長門さんが待っていたのは、今のこの状じよう況きようですか？」

「条件が必要だった」

「条件とは？」

「人じん智ちを超えた力を与あたえられること」

　パリスの審しん判ぱんの三女神の一柱、アテナ。

「今のわたしは神」

　燐りん光こうをまとう小さな身体からだに、一いつ瞬しゆんアテナの石像がオーバーラップして見えた。

「非現実かつ超ちよう常じよう的な力を行使しても齟そ齬ごが出ない設定と能力を手に入れた」

　静せい謐ひつな口調に妙みような説得力があった。これが神の言こと霊だまか。

　古泉は目を細めて長門アテナを見つつ、

「具体的にどうするんです？　その身に宿した女神の神力で、ＳＯＳ（ｒ）＋ＳＯＳ（ｆ）＝１が実行できるんですか？」

「わたし一人では不可能」

　長門の視線がハルヒと朝比奈さんを一いち瞥べつする。女神ヘラとアフロディーテが天界からギリシャとトロイアのゴタゴタを眺ながめている──そんな幻げん視しを垣かい間ま見みた。

「彼女たちの力を借りる」

　頼たのんで借りられるものなのか、それは。

「エマージェンシーモード。要よう請せいは必要ない。強引に借用する」

　確かに、ハルヒに向かってお前がもうすぐ無意識パワーを炸さく裂れつさせて世界を破は滅めつさせるかもしれないからお前が同化している女神の力を長門に貸してやれ、なんてことを説明するわけにはいかない。朝比奈さんは……まあ、あれだ。説明を後回しにしても解わかってくれるだろ。その時の俺たちにここの記き憶おくはないだろうが。

「それにしても、長門が主体的に意見を表明することもあるんだな」

　俺が感かん慨がいに耽ふけりつつ言うと、長門の眉まゆが微び細さいな動きを見せた。

「情報統合思念体とコンタクトできない状況ではわたしは自分の役割を果たせない」

　役割っていうと、ハルヒの観測か。それならここでもできてるんじゃないのか？

「観測データの送信」

　そりゃそうか。見てるだけでは意味ないのか。

「困る」

　長門が漏もらした。本当に困っているように見えたのが驚おどろきだ。アテナと一体化したゆえの感情だったのかもしれない。

　その時、一ひと際きわ迫はく力りよくのあるオーケストラ演奏が響いた。

　舞台では、妻の不ふ貞ていと逃とう亡ぼうを知ったメネラーオスが兄アガメムノンとともにギリシャ全土に号令をかけ、トロイア追討軍を組織している。大量の演者が次々と登場し、どういう仕組みか何千という軍船が海に浮うかんでいるシーンが自然と頭に入って来た。実際にはあったはずのオデュッセウスの暗あん躍やくなどカットされた情報は、補足イメージとしてタグ付けされている。ここでやっと世紀の英えい雄ゆうアキレウスが登場し、重装歩兵の一団とともに帆はん船せんに乗り込むところで劇場が暗転、次に照明が点ともされた時にはギリシャ艦かん隊たいはすでにトロイア沖おきに停てい泊はくしていた。航海には十年に及ぶ年月と多様な人間模様があったのだが、そんななんやかんやはあっさりと省略され、いよいよ戦争の火ひ蓋ぶたが切られる。







　古泉が片手を挙げた。

「たびたびすみません、長門さん。タイミングよく御お三方に女神の力が内在し、その力をあなたが自身に結集するというところまでは解りました。ですが、それだけで本当に脱出が叶かなうのですか？」

　長門がやるって言ってるんだから任せとけよ。

「叶わない」

　淡たん々たんと答えた長門は、

「この虚きよ構こう世界での神的な力はあくまでスターター及およびブースターの役割を果たすに過ぎない。本当に必要なものは涼宮ハルヒが放射する解析不能のエネルギーと、朝比奈みくるが持つ属性である」

　ハルヒはともかく朝比奈さんの属性っていうと、ゆるふわドジっ娘こメイドか？

「未来人」

　……ああ、そうだったな。そっちを先に思い付かなかった俺の負けだ。何がドジっ娘メイドだ、アホか。

　古泉が頭をひねりながら、

「ＳＯＳ（ｒ）＋ＳＯＳ（ｆ）＝１を可能とするには時を戻もどすような、可逆性を持つ何かが必要だとは思っていましたが、それが」

「朝比奈みくる固有の概がい念ねん」

「なるほど、未来から過去へのタイムリープ、時間遡そ行こうの概念を抽ちゆう出しゆつして、変数として利用するんですね。概念量子でしたか」

「そう」

「そして、涼宮さんが持つ願望実現化能力をもコントロールできると」

「そう。今、ここでなら」

「そんなことが本当に可能……いや、もうあえて言うことはありませんね。何でもありでした、ここは」

　ふっきれたような笑え顔がおで古泉は両手を広げた。お手上げのポーズだが、俺からしたら長門の意図をきちんと察するお前もたいしたもんだぜ。

「だが長門、時間遡行の概念とやらをどうにかするんだったら、朝比奈さんに頼んでタイムマシンを貸してもらった方が早いんじゃないか？」

「タイムマシンは朝比奈みくるの体内にインストールされている」

　やにわに聞き逃のがせない話だ。朝比奈さんまでアンドロイドだと言い出すんじゃないだろうな。

「彼女は人間。生身の存在。ただし一種のＤＮＡコンピュータが彼女の脳内に存在している。時間移動プロセスを実行するソフトウェアでありスイッチとなるが、普ふ段だんは休きゆう眠みん状態にある」

　今の朝比奈さんには自由に使えなさそうなのは何となく解る。俺は大人バージョン朝比奈さんを思い浮かべた。あっちの朝比奈さんにまた会うことはあるのだろうか。

　古泉は今の話を忘れまいとするように側頭部をつついていたが、

「僕たちにもできることはありますか？」

「待って」

　俺と古泉が同時に動きを止めた。長門は目を瞬またたかせてから、

「まず理論を構築する。計算が必要。少し時間がかかる」

　この妙ちきりんな仮想世界にどれだけいるのか解らんが、待つ程度の作業なら俺にもできそうだな。

「どうやって計算する？　関数電でん卓たくが必要か？」

「必要ない」

　長門が言った途と端たん、テーブルの上に大量の粘ねん土ど板が降ってきた。

　ほっそりした手が銀の楊よう枝じを取り、

「演算を開始する」

　長門は粘土板をひっくり返し、計算式を書き記し始めた。乾かわいた表面を削けずるように。

「本来は固まる前の柔やわらかい粘土板を使用するのですが……最も早はやどうでもいいことです」

　じっくりと考えながら書いているのだろう。その手の動きはむしろ緩かん慢まんとしたものだ。そして刻まれる記号や数字らしき模様は、ほとんどが見覚えのないしろものだった。

「ハイゼンベルク……いや、シュレディンガー方程式をブラケット記法で……？」

　古泉はそれらを記憶しておこうとしているように目を凝こらしているが、地球産とは思えない謎の文様が増え始めたあたりで諦あきらめたように肩かたをすくめた。人類には早すぎる。

「人類には未知の、高次元存在でしか理解できない理論や数式があるのでしょう」

「…………」

　長門は手元から目を上げない。

「地球の科学者たちはまだ知らない、エイリアンが発見した定理なんてのも」

「…………」

「長門さんの頭の中には、人類が未いまだ手にしていない法則や方程式があるのでしょうね」

「自力でたどり着かなければ意味はない」

　長門はきっぱりと呟つぶやき、二枚目の粘土板を手にした。

　がりがりがり、という粘土板に未知の数式が刻まれる音が、やけに頼もしく聞こえる。

「…………」

　計算に熱中する有機アンドロイド、顔色こそ変わらないが、その頭脳はフル回転しているに違ちがいない。俺の身体がほんのりと温かくなってきた。まるで電気ストーブの近くにいるようだ。

　心なしか、長門の周囲を覆おおう神こう々ごうしい燐光が、色味を増してきたように思える。

　長門の作業が終わるまで暇ひまのできた俺は、円形劇場の底へ視線を投じた。

　トロイアの浜はま辺べに続々と上陸するギリシャ軍を、トロイア側が黙だまって見ているはずもなかった。パリスの兄にしてトロイア最大の英雄ヘクトールの指揮の下、勇ゆう猛もう果か敢かんに侵しん攻こう軍へと襲おそいかかる。矢と投石が豪ごう雨うとなって降り注ぐ中、バタバタと倒たおれるギリシャ兵を弾はじき飛ばすようにして、身体の一部以外は絶対無敵であるアキレウスが敵てき陣じんへと突つっ込んだ。その獅し子し奮ふん迅じんぶりはまさに半神半人の面めん目もく躍やく如じよといったところで、トロイア兵たちが木と藁わらで作られた案か山か子しのように切り裂さかれていく。

　兵たちの動どう揺ようを見て取ったヘクトールはすみやかに撤てつ退たいを決断、全軍に城じよう壁へきへの退たい避ひを命じた。ギリシャ側も海岸に設営した上陸拠きよ点てんへと兵を引き、かくして双そう方ほうに相応の犠ぎ牲せいを出した初戦は、長く続く戦争のプロローグとして幕を閉じた。

　その時、背後に妙に馴な染じみのある気配を感じ、振ふり返ると同時に声を聞いた。

「おい、おぬしら」

　例の白はく髪はつ白はく髯ぜんの爺じいさんが、ギリシャ哲てつ学がく者のような衣服を纏まとい、ねじくれた木の杖つえを片手に立っていた。

　そろそろ出てくるんじゃないかと思ってたぜ。爺さんの役割は進行不能を回かい避ひさせるためのノンプレイヤーキャラってところだろうからな。久しぶりだな、爺さん。今度はどんなお告げをしてくれるんだ？

「気安いのう。今のわしはゼウスじゃぞ。少しは敬わんか」

　言いながら俺の向かいにどっかりと腰こしを下ろす。よく見なくても爺さんもまたハルヒたちと似たような燐りん光こうに包まれ、まるでそこだけピンボケのようだ。

「ピンボケとは何じゃ。耄もう碌ろくするには無限の時間が必要だと、どこからか頭に囁ささやき声がしておるわ」

　俺は爺さんが手にした陶とう器きのカップにワイン的な液体の入った壺つぼを傾かたむけてやりながら、

「何か話があって来たんじゃないのか？」

「おぬしらの首領である娘むすめっ子、今は我が妻ヘラと同化しとる問題児じゃが、あれが今やっとる妙みようなことを止めさせてもらえんか」

　ワインを呷あおる爺さんを横目に、俺と古泉が顔を見合わせる。代表して俺が訊きいた。

「爺さん、あんたはハルヒの力が解るのか。何か見えるのか？」

「解るわけでも見えるわけでもない。ただ、その力はこの世界に確たる悪あく影えい響きようを及ぼす。おそらく破滅的な、じゃ。最初は微び弱じやくじゃったが、ここにきて最大パワーになったと言える。かなりマズい事態じゃ、なんとかせい」

　爺さんは飲み干した杯さかずきを俺に突き出し二杯はい目を要求しながら、

「と、わしをここに出現させたものからの囁き声が頭の中に木霊こだまするのじゃよ」

　俺たちをこんなところに放り込んでおいて随ずい分ぶん勝手な言い草だが、その声の主は何者だ。

「ふむ、わしの知っとる中で最もふさわしいと思える表現は、そうさのう、造物主──あるいは創造主──これくらいかのう」

　世界を作った存在。それはこの虚構空間の住人にとっては、まさに神と言えるだろう。

「もう少しヒントが欲しいですね」

　古泉は手元にあった肉料理の皿を老人の方に寄せて、

「僕たちはその存在を地球外知性体だろうと考えています。情報生命や異星人、宇宙人といった単語が引っかかったりしませんか？」

　爺さんは何かの肉片を口に放り込み、咀そ嚼しやくしながら考えるようだったが、

「うーむ、ゼウスたる我が全知全能の力を思考に振り向けても、その存在をぼんやりと感じることができる程度じゃが、なんとはなしの漠ばく然ぜんとしたイメージならある」

　たちまち二杯目を空にして、

「天を覆う目に見えぬ存在じゃ。世界はすべてそれに覆い尽つくされておる。わしらはその領域の中におる。わしが言うのも何じゃが、邪じや悪あくな気配はせん。むしろ守られておる」

　そりゃ爺さんにとっての神ならそう感じるのも道理だろ。

「守られているのはお前たちもじゃ」

　邪悪じゃないと言っても実験だか観察だか、ひょっとしたら試練のつもりなのかもしれないが、俺たちに断りなくこんなところに放り込むヤツが善意の塊かたまりのはずはない。

「爺さんはこの世界のＡＩみたいなもんだろう。俺たちのことがどれだけ解わかるんだ」

「ゼウスなどをやっとるせいかの。以前より理解力が向上しておる気がするわい。特にヘラ、アフロディーテ、そっちのアテナのことはことさらな」

　その関係で言えば、天を覆う存在で連想するのはウラノスだ。

「その名前は遠いの。もっと近く感じる言葉……天、覆う、空間……いや、天てん蓋がい……」

　天蓋ベッドとかの天蓋か。

「むろんもっと巨きよ大だいじゃわい。空中……いや、世界全体に広がっておる」

　なんかイメージ的に情報統合思念体に近いな。

「長門、何か心当たりはないか？」

「わたしのアクセス権限の及ぶ範はん囲いに該がい当とうするデータはなかった」

　長門は視線を粘土板に落としたまま手を休めずに答えた。

　爺さんは手て酌じやくで三杯ばい目を注ぎながら、

「わしはその存在に感謝をしておる。故ゆえにその者からの囁き声を無視できん。しようと思っても無理じゃろうが、世界を崩ほう壊かいに導くことは許されん」

　その囁き声はハルヒの能力をどう判断しているんだ？

　爺さんは耳をすますような顔つきで、

「数値化できないパラメータ──無秩ちつ序じよ、無制限──放出──転移のたびに増大──間もなく限界──崩壊──」

　穏おん当とうではない単語ばかりだ。

「そんなにハルヒがいて困るなら、とっととここから叩たたき出せと言ってくれ。もちろん俺たちごとな」

　爺さんは数秒ほど斜ななめ上に視線を向けていたが、やがて、

「声がやんだ。もう聞こえん。これはわしの感覚に過ぎんが、この世界がどうなろうと手は出さないような気配を感じたわい。おぬしたちの言う、ここが仮想世界だか虚きよ構こう世界だから、というわけかのう」

　俺たちの計画をどこまで聞いてた？

「すべてを。おぬしら、ここから脱だつ出しゆつすると言ったな？」

　止めるつもりか？

「いいや。そんな命令は受けておらん。だからこれはわしの純じゆん粋すいなる願望じゃ」

　陶器のカップを静かにテーブルに置いたＮＰＣの爺さんは、

「わしをその現実とやらに連れて行ってもらうわけにはいかんかの？」

　驚おどろきの提案に言葉に詰つまる。古泉も同様だったらしく一いつ瞬しゆん固まってから、

「現実に帰き還かんすれば（ｆ）のほうの我々は波動関数の収束により消え去るだろうと予測できます。しかし元々この世界にいる住人が現実に移動したらどうなるんでしょう。あなたはデータでしかない存在のはずです。物理的な実体として出現可能なのでしょうか」

　その答えを出せそうな唯ゆい一いつの長門は、黙もく々もくと計算に励はげんでいるところだ。

「爺さんはこの世界に未練がないのか？」

「おぬしらというなかなか愉ゆ快かいな存在を作った、そちらの世界に興味が出てきただけじゃ。この世界もそれほど悪いとは思わんが、おぬしらがそうも帰りたがるには理由があるのじゃろう。ただ知りたいのじゃよ」

　意外と何でもありの世界というのはそんなにいいもんじゃないというのが解っただけさ。ある程度の制限があったほうが面おも白しろみが出る。思えば現実ってよく出来てたんだな。

　古泉が口を挟はさみ、

「初めからこの世界で生まれていたらどうだっただろうという話ですね。ゼウス氏の意見を拝はい聴ちようしたいところです」

「そう言われてもここしか知らんからの。わし自身に違い和わ感かんはないわな。おぬしらの話を聞いて、規則や法則に支配されている現実とやらを体験したいと思ったものよ」

「現実に行けば、二度とここには戻もどれないかもしれませんよ」

「構わんよ。わしはここで永遠とも言える時を過ごしたように感じておる。それに──」

　声を潜ひそませ、舞ぶ台たい劇を見下ろしながら、

「おぬしらがここから消えたら、この世界は用済みになるのではないかな。わしの中に芽生えた自立意識が、そんな予感を発しておるのだよ」

　俺たち五人のためだけに用意された広大な箱庭。莫ばく大だいなエネルギーを費ついやして構築された仮想空間だ。これっきりにするのはもったいなくないか？

　微び苦く笑しようを滲にじませた古泉が、

「もったいないの概がい念ねんが情報生命体のような存在に通用するのかどうかは解りませんが、そこはここの創造主の意図によるでしょうね。ここが何かの実験場なのだとしたら、別の機会に再利用しようとするかもしれません。維い持じコストを考こう慮りよして廃はい棄きする可能性もありますが、量子を自由に操るレベルの銀河規模の存在がエネルギーに困るとは思えないんですよね」

「なんじゃ、おぬしら。わしよりここの主あるじのことを知っているようだの」

「むしろ問題点はコストより別のところにありそうです」

　古泉の視線は劇場に向いていた。

　ギリシャ勢が上陸を果たしてから十年目になってもトロイアは陥かん落らくしていなかった。

　神々によって造られた城壁の守りは堅かたく、押し寄せるギリシャ連合軍の攻こう撃げきをものともしない。決して守備一いつ辺ぺん倒とうでないトロイア軍は侵しん略りやく者たちを蹴け散ちらそうと城から打って出るが、当然ギリシャ軍の方も強きよう靱じんだった。互たがいに決め手に欠ける中、両者実力伯はく仲ちゆうの攻こう防ぼうが続く。ギリシャの陣じん中ちゆうではアガメムノンとアキレウスが美女を巡めぐって仲なか違たがいを起こし、トロイア城内ではヘクトールが弟パリスの情けなさに慨がい嘆たんしたりしていたが、神々もまた戦争に介かい入にゆうしてパリスへの憎ぞう悪おを滾たぎらせるヘラがトロイアの軍勢に雷かみなりを落とすかたわらで、トロイア側に荷担したアポロンがギリシャ兵士たちに矢の雨を降らせつつ疫えき病びようを蔓まん延えんさせたりして、太陽神とは思えない酷こく薄はくさだなと思っているうちに気づいた。

「あー、よく見たら、どっかで見かけた顔ばかりだな」

　古代戦争劇らしく演者はやたらと多いが、『イーリアス』に登場するネームドキャラたちは、今まで俺たちがたらい回しにされてきた世界にいた連中が配役されていた。

　へのへのメネラーオスとヘレネを始めとして、ナントカトンとホニャラット・ハープ兄弟勢、ギャングのボスとその取り巻きに加え仏頂面づらのバーテンダー、元〈ゴールデンフリース号〉の船員たちも双そう方ほうに分かれて剣けんを交えている。

　ＮＰＣの使い回しとは案外この世界は大した容量ではないかもな。天蓋とかいうヤツはとんだ手て抜ぬき野や郎ろうだ。

「手抜きというより理解不足のような気がしています。おそらくキャラクター全員に相応の人生を付ふ与よするだけの演算領域は足りているのでしょう。ただ、やろうと思えば出来るのだが、どういう風にすればいいのか解らない──というような」

　言わんとするところは解る。俺たちが今まで過ごしてきた世界の奇き妙みようさを見れば、この世界の創造主の感性は根本的に人類的ではない。

　そんなヤツが最終的にこの世界をどうするか、俺には答えが出せない。エキストラであるＮＰＣたちにそれほど愛着があるわけではないが、それなりの時間を共に過ごした仲だ。仮にここがデジタルゲームの中で彼等らが決められたセリフを吐はくだけの書き割りだったとしても、そういったものに人間性を見て取るのが感受性ってもんじゃねえかな。

「クリエイター冥みよう利りに尽きる意見ですね」と古泉が茶々を入れる。

　つまり、ヤツらがこの世界ごと消えてしまうのにはやぶさかでない哀あい愁しゆうを覚える。それで俺も古泉も、世界の存続のほうに思考が寄ってしまうのだろう。

　なるほど《敵》ではないのかもしれない。爺じいさんの言う、守られているのは俺たちも、という感覚は解らんが、この世界に対し俺は明確な悪意を感じられずにいる。

　最初のＪＲＰＧの世界からして、ここはどこか生温かく居い心地ごこちがいい。ぬるい温泉にずっと浸つかっているような気分だ。場合によっては次々に転移する世界を飽あきずに楽しむことだって出来たかもしれない。

　だが、それは俺の選せん択たくじゃない。ＳＯＳ団は誰だれかが用意した人工の楽園で満足するような純真無む垢くな団体ではない。仮に今の俺のこの意識が消え失うせようと、籠かごの中の理想郷よりナチュラルオープンワールドでジタバタすることを選ぶ。いや嘘うそだ。そんな高こう邁まいな思想じゃない。簡単に言えば、ムカつく。こんな所に閉じ込めておいて実験動物を見る目で俺たちを眺ながめている。そんな連中の思い通りになってたまるか。

「…………」

　雄ゆう弁べんな沈ちん黙もくの気配が、俺の意識を元に戻す。

　いつの間にか、粘ねん土ど板を削けずる音が止やんでいた。

　長門は自分が刻みつけた文字列を確かく認にんするように見返していたが、やがて細いが長々とした息を吐いた。排はい熱ねつしたのかもしれない。そして、

「理論の構築を完かん了りようした」

　ほとんどすべてが謎なぞの記号で埋うめ尽くされていたが、最後の二文字だけは俺でも解った。

　＝１。







「脱出計画はわたしを起点として実行する。ただし、」

　長門はやや熱ぼったそうな顔で補足した。

「演算の結果、スターターとなるべきエネルギーが足りない。このままでは起き爆ばくできない」

　ヘラとアフロディーテとアテナの力を合わせても不足なのか。

「わたしの内部に必要」

　エンジンを点火するセルモーターの威い力りよくが足りないみたいな感じだろうか。

　俺と長門と古泉が同時に同じ人物へ視線を向けた。

　好こう々こう爺やとした笑えみを浮うかべた皺しわ深い顔が、

「では、わしが協力しよう。そなたにもう一柱、神を降ろしてやる」

　そんなことができたとは驚きだ。

「わしは全能の神、神の中の神ゼウスじゃぞ。その程度はできるはずじゃ」

　杖つえを持つ手をかざすと、上空からスポットライトが爺さんに当てられた。

　まるで舞台の演出効果だ、と見ていると、実際にそうでもあったらしく、劇場で血みどろの戦せん闘とうをしていたギリシャ、トロイア双方の戦士たちが一いつ斉せいに平へい伏ふくし、頭こうべを垂れた。どこからか流れ出すナレーションが「ゼウスは両軍代表の一いつ騎き討うちを所望しておられる」と告げ、侵しん攻こう軍からはアイアース、防衛側からヘクトールの二人が舞台中央へと進み出る。

　それを横目に、爺さんは杖の先を長門の頭上で静止させ、

「草原を駆かける風にして緑の葉を踏ふみしめるものよ、自然の息い吹ぶきと舞まい狩しゆ猟りようの技に秀ひいでた守護者よ、荒こう野やに声を響ひびかせ弓引き絞しぼる力強き神よ、永遠の尊厳と月げつ輪りんの光こう輝きとともに降臨せん」

　長門がまとっていた燐りん光こうがその光量を増していく。

「…………」

　黙もく然ぜんと座っている長門の姿に、二つの人ひと影かげが多重露ろ光こうのように重なっていた。

　一つは甲かつ冑ちゆうを纏まとった勇ましい戦いくさ乙女おとめ、もう一つは弓を手にして嫋たおやかに微笑ほほえむ純潔神。

　視界の端はしで蠢うごめきを感じて目を転じると、長門が座っていた玉座に刻まれた文様に新たなレリーフが浮かび上がっている。白いマーガレットの花と、そして、こればかりは見み間ま違ちがえようのないシンボル──月。

　アテナに加えて女め神がみアルテミスまで宿した長門からは、ちょっとの覚かく悟ごでは正視できないほどの神こう々ごうしさが溢あふれ出していた。爺さんは「やってみるもんじゃな」と呟つぶやいた後、

「足りるかの？」
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　得意げに言う爺さんに、長門は淡あわく光る自分の手のひらをグッパーしながら見つめた後、

「感謝する」

「その代わりと言っては何だが、わしを連れて行ってはくれんか？　いやいや、可能であればでいいんじゃ。無理難題なのは解わかっとる」

「計算する」

　スポットライトが長門の頭上に落ちた。劇場ではアテナ役がギリシャ代表アイアースに加護を与あたえている。いい演出になったようだ。

　一秒ほど考えていたアテナ＝長門＝アルテミス＝有ゆ希きは、

「情報エネルギー量としてなら可能。わたしから提案がある。あなたにメッセンジャーの役割を期待する。ある命令コードを付与する。それは機械的に実行される。その後、移動を終えたあなたに、あなたの意識が残っているかは不明」

　長門らしからぬ能動的な長ゼリフに俺と古泉が目を剥むいているのにも気づかず、

「あい解った。おぬしの指示通りに取り計はからおうぞ。何でも言うとよいぞ」

　爺さんは満足そうに頷うなずいた。

　俺より先に立ち直った古泉は未練がましく、

「何でしたら、僕にアポロンあたりを降ろしてくれてもいいのですが」

　爺さんはギヌロ、とオノマトペを付けたくなる視線を向けて、

「雰ふん囲い気きだけなら、さもアポロンめいとるが、おぬしに相応ふさわしいのはむしろヘルメスじゃ」

「そちらでも構いませんよ。父なるゼウスよ」

　古泉の芝しば居いがかったセリフに、

「必要ない」

　長門が両断にして捨てた。

　舞台上の一騎討ちは引き分けに終わり、これでまた戦場の停てい滞たいが続くと思いきや、ここに来てトロイア軍が怒ど濤とうの反攻作戦を開始する。ヘクトールを先頭に突つき進むトロイアの勢いは凄すさまじく、ギリシャ勢は一時浜はま辺べの船団まで押し返されたあげく総大将アガメムノンすら負傷するという体ていたらくの防戦一方となり、ついに軍船から火の手が上がった。しかし、アガメムノンとの間にしこりを残していたアキレウスはそんな状じよう況きようでも動こうとせず、アキレウスの代わりに無二の親友であるパトロクロスが出しゆつ陣じんするも奮戦の末、敵将ヘクトールに討ち取られてしまう。慟どう哭こくするアキレウスは激情に駆られるままに敵てき陣じんに突とつ撃げきして友の遺い骸がいを回収すると、ようやくアガメムノンと和解し、かくして半神の英えい雄ゆうはトロイア最大の敵として立ちはだかり、長門も立ち上がっていた。

　ちんまりとした女神姿のショートヘアが背後に回り、俺と古泉の肩かたに手を置いた。淡たん々たんとした囁ささやき声が耳みみ朶たぶに触ふれ、

「一時的に視界を貸す。これがわたしに見えている世界」

　肩に置かれたほっそりした指の感かん触しよくが強まり、突とつ如じよとして俺の目の前が光で満ちあふれた。反射的に目を閉じても輝かがやきは収まらない。俺の視神経が捉とらえた光景ではなく、長門の目に映った視覚情報がそこにあった。

　古泉が唸うなるような声を漏もらした。

「これはすごい」

　ハルヒから噴ふき出した目映まばゆい光のオーラが朝比奈さんの周囲で速度と輝きを増し、物もの凄すごい勢いで渦うず巻まいている。まるでオーロラで出来たタイフーンだ。

　長門が片手を伸のばすとオーラの奔ほん流りゆうが螺ら旋せんを描えがいて小こ柄がらなアテナ＝アルテミスの腕うでにまとわりつき、長門を中心としたトルネードとなって回転する。

　ハルヒの能力とヘラの力、朝比奈さんの概がい念ねんとアフロディーテの神力、長門のコズミックパワーとアテナ＝アルテミスの女神力を可視化したものだろう。あまりにも圧あつ倒とう的なそのド迫はく力りよくに俺の背筋に冷たいものが奔はしる。これはダメだ、太古の人類がなぜ神的な存在を恐おそれたかよく解る。根本的に異質で巨きよ大だいな存在に対する畏い怖ふが、遺伝子の根源を震ふるわせるのだ。魂たましいに冷や汗あせが伝う。

　ふっ、と唐とう突とつに光が消えた。

　肩にあった小鳥の体重くらいの感触がなくなっている。俺と古泉から手を離はなした長門は、また元の位置に座っていた。

　安あん堵どとともに、どっと汗が滲にじみ出し、隣となりで古泉も吐と息いきをつきながら、

「いやあ、いいものを見せていただきました。色々参考になりましたよ。覚えておきたいところではありますが、どうやら望むべくもないようですね」

「古泉一いつ樹き」

　長門がこいつをフルネームで呼ぶことなんてあったっけ。元々定かでない記き憶おくを探っても無む駄だか。呼ばれた古泉はなぜか照れくさそうにこめかみを掻かいている。

「あなたの杞き憂ゆうを消す」

　いつになく長門の口調は自信ありげだった。ダブル女神システムの恩おん恵けいかもしれない。

　古泉は素す早ばやく首しゆ肯こうし、

「やはり涼宮さんの存在を気がかりから外せません。僕たちは99対１以上に有利な勝負に挑いどもうとしている。普ふ通つうなら安心しているところですが、涼宮さんの力は確率に左右されることがない。どのような手を打つのですか？」

「客観的観測者を設定する」

　長門の回答に、古泉は片かた眉まゆを上げた。

「それはたとえば、現実の僕たちとこんな格好の僕たちを見て、どっちがより現実に即そくしているかを判断する役割の人物ということですか？」

「そう」

　古泉は長門の衣い装しようと自分がまとうトーガを見比べて、

「今この状態の僕たちが現実に帰き還かんすれば、涼宮さんは神話の女神として世界に降臨しそうですね。ついでと言っては何ですが朝比奈さんと長門さんも」

　最大級のナイトメアだ。

「それで、いったい誰にその観測者の役割を任じるおつもりです？」

「言わない」と長門は俺を見ながら言った。「観測プロセスにおける情報の事前伝達は客観性を削そぐ可能性がある。無知であることが重要」

「まったくの第三者に（ｒ）のほうの僕たちを観測させ、認にん識しきさせることで量子状態を収束させるわけですね。それが誰かは訊ききませんが、ある程度僕たちに近い人間で、けれども近すぎることはなく、それでいて現実的な常識を持っている人ということでしょうか」

「その認識でいい」

　こんな古代ギリシャかローマ風の格好で現れた俺たちと現実での俺たちを見比べて、どちらが現実的か判定してくれるような人間か。普通に考えたら大たい抵ていのやつはこんな格好をしている五人組のほうが頭おかしいと思ってくれるだろう。

　古泉はなおも問いかける。

「しかし、どうやってそれを？」

「極小時間だが、こちら側から現実に干かん渉しようすることができる」

　ここで長門は、興味深そうに会話を聞いていたゼウス爺じいさんに顔を向けた。

「その姿では連れて行けない」

「ほう」と爺さんは顎あご髭ひげをしごき、「どのような形状ならよいのかの」

　長門は左腕を真まっ直すぐ爺さんへと伸ばした。途と端たん、白はく髪はつ白はく髯ぜんの最高神の姿が淡い光に包まれる。光は細かい粒りゆう子しのように拡散し、たちまち人型の輪りん郭かくを失って、輝く不定形な靄もやの塊かたまりとなったかと思うと、長門がかざした左手の上で新たな形を作り上げる。

　それは確かめるように二、三度羽ばたきを繰くり返すと、ふわりと長門の左肩にとまった。

「ホウ」

　と、フクロウが鳴いた。ゼウスだった時と同じ、後光のような輝きをまとっている。

　神なんだから動物にメタモルフォーゼするのは日常茶さ飯はん事じだろうが、目の前で見るとやはり迫力がある。古泉が面おも白しろがる口調で呟いた。

「ミネルバのフクロウは黄昏たそがれに飛び立つ……このフクロウ氏がメッセンジャーの役割を」

「そう」

　長門は纏まとっていた衣服の裾すそを引き裂さき、そうして作った布きれにイカスミスープを浸ひたした銀の楊よう枝じで何事かを書き付けた。

「この内容を指定座標の人物に伝えて欲しい」

　嘴くちばしの先に差し出された布を、フクロウはさっと咥くわえるとそのまま飲み込んだ。そして理解した証明のためか、

「ホウ、ホウ」と鳴いた。

　一方その頃ころ、友を失い怒いかり狂くるったアキレウスはトロイア軍にとって文字通り災さい厄やくそのものとなっていた。仇かたきを討つべく憎にくき敵将ヘクトールめがけて一直線に疾しつ走そうする姿は人の形をした破は壊かいと殺さつ戮りくの代名詞だ。運悪く彼の進行方向にいたトロイア兵たちを槍やりの一ひと振ふりごとにまとめて引き裂き、屍し山ざん血けつ河がを築きながら半神の猛もう将しようはただ一人で敵軍を崩ほう壊かいさせてしまう。あまりの常識外れな強さに恐れをなしたトロイア勢は雪崩なだれを打って城内へ撤てつ退たいするが、唯ゆい一いつヘクトールだけは門前に立ちはだかり、アキレウスを待ち受けていた。

　怒りに燃えるアキレウスが槍を振るい、ヘクトールの剣けん撃げきが迎むかえ打つ。激しく干かん戈かを交えること数合、ついにアキレウスの槍先が敵将の首を貫つらぬいた。

　トロイア最大の英雄は冥めい界かいに旅立ち、城内に悲ひ嘆たんの声が木霊こだまする中、その上空ではトロイアの行く末を暗示するかのように暗雲が蠢うごめいていた。

「現実へ脱だつ出しゆつし量子状態が解除されるまで予想値２マイクロ秒間の猶ゆう予よがある。その時間内であれば現実に干渉できる」

　いつもの淡々とした長門のイントネーションに多少の決意めいたものが混じっていると感じるのは女め神がみ効果かね。

「つじつまを合わせる」

　問答は古泉に任せよう。

「つじつまですか。観測者にメッセージを伝える他にすることとは？」

「現実側、（ｒ）の我々も異変を感じている可能性がある」

　そうか、そっちでも何か変なことが起こっているかもしれないのか。

「現実側はごくわずかな変化しかないはずです。イレブンナインでしたよね」

「現実側にも、わたしはいる」

　確信しきっている口調だった。

「（ｒ）のわたしは事態に気づいているはず。ただ観測に徹てつしていると予想される」

　肩に止まったフクロウが首を傾かたむけた。

「気づいていなければ説明する。その上で協力を要よう請せいする」

　２マイクロ秒だっけ、一いつ瞬しゆんというのもおこがましい短時間で説明しきれるのか？

「妨ぼう害がいがなければ可能。おそらくない。その間に若干の世界改変をおこなう」

　うっかり聞き逃のがしそうになって、俺は前のめりになる。

「世界改変だって？　お前が？」

「涼宮ハルヒの力を使用する。今のわたしなら少しは使える」

　俺は月の光を映す漆しつ黒こくの海面のような瞳ひとみを見つめた。

　そこにあったのはいつもと同じ、静かで迷いのない長門ならではな色しき彩さいだった。

「改変は最小限に留とどまる。むしろ可能となるのはその程度。２マイクロ秒」

　確かに現実側での俺たちが、この件で何か混乱に陥おちいっていたりしたら問題なので、そこを考こう慮りよに入れると多少の改変は必要なのかもしれないが、大だい丈じよう夫ぶだろうか。いや長門を疑うわけではなくてさ。

　長門は気を悪くした感じでもなく、

「改変はメッセージの送信及および（ｒ）と（ｆ）を（＝１）とするプロセスに限られる。現実世界の基底情報には手を触れない。また触れる必要がない」

　ＯＫ、全面的に信じるぜ。実際、俺が何かをするより間ま違ちがいがないはずだ。

　フクロウが俺を見て、「ホッ、ホッ」とさえずった。

　舞ぶ台たいの演目もクライマックスに向かっていた。すったもんだがあったもののヘクトールの葬そう儀ぎがしめやかに終わると戦せん闘とうも再開された。大将を失ったとは言えトロイア軍は強兵であり、また都合よく各地から増ぞう援えんがもたらされたこともあって互ご角かくの戦いをするまでに持ち直している。それどころかギリシャ側の勇将アンティロコスを戦死させるなど局所的有利を作り出していた。こうなると頼たのみになるのはアキレウスの武勇と頑がん強きような肉体のみ。

　たった一人で戦局を打開できるチート英雄は果か敢かんに敵てき陣じんに突とつ撃げきするや、トロイア兵を片かた端はしから冥めい府ふへ送り届ける作業を開始した。その殺戮の血ち生なま臭ぐささには神々ですら鼻白む。

　かの猛将の突とつ進しんを妨さまたげることは人間には不可能であり、こうしてアポロンの出番となる。この一いつ貫かんしてトロイアの味方であり続けた太陽神がパリスに憑ひよう依いして矢を放つと、必中の一いち撃げきはアキレウス唯一の弱点である踵かかとを射い貫ぬき、それが致ち命めい傷しようとなって半神の英雄は異郷の地に斃たおれた。しかしその勇名は伝説に刻まれ時代を超こえて伝わることとなった。

　舞台上で演じられているトロイア戦争の物語展開が加速している気がする。まるで世界に急せかされているような気になってきた。俺たちが何をするつもりなのかを早く確認したいのか、それともさっさと出て行って欲しいのか。

　古泉が控ひかえめに挙手した。

「最後に一つだけ疑問、というか提案があります」

　長門とフクロウが息を合わせたように古泉を見る。

「そちらのフクロウに変化したゼウス氏は、情報量として現実に移動するというお話でしたね。であるならば、今の僕たちの記憶だけをデータ化して送信することもできるのではないですか？」

　この世界のキャラにメッセージを託たくせるのなら。連れていけるのならば。

「僕たちの記憶は消されることが望ましい。特に涼宮さんの頭からはね。しかしここでの記憶が得がたいものであるのも確かです」

　せっかくの経験だからな。無理に忘れたいとは思わん。が、そういうわけにはいかないのだとしたら、俺は現実にいる俺でいることを選ぶぞ。

「あなたと長門さんだけが覚えておく、というふうには？」

「我々は現在、五体で一つの量子系を形成している。一体の修正が集団のすべてに影えい響きようを及ぼしかねない」

　しかし長門は、珍めずらしくためらったような沈ちん黙もくの後、

「現在わたしに集合しているエネルギー値は事前予想より高い。余よ剰じよう分のエネルギーで意識から記憶をパージできる」

　聴ちよう衆しゆうが俺と古泉、フクロウ一羽でも長門の語りは生き真ま面じ目めだった。

「ただし、わたしを含ふくめ、ＳＯＳ（ｆ）全員の記き憶おくは封ふう印いんされなければならない」

　少なくとも完全抹まつ消しようは免まぬがれるのか。

「意識から記憶を切り離はなし情報パッケージとして圧縮。封印状態にした記憶データを現実の我々にアーカイブとして送信、格納した後、凍とう結けつ保存する」

　記憶を取り出して箱に入れ、鍵かぎをかける。ただしそんな記憶を収納したことは忘れてしまう。二度と思い出せない記憶はないも同然じゃないか？

「まったくの無と、その情報にアクセスできない状じよう況きようの違い。本質的に異なる」

「今の僕たちが生きた証あかしです。いつか解かい凍とうされる時が来るかもしれません」

　古泉は晴れやかに微笑ほほえんだ。

「理想的な解決方法に思えますよ」

　長門、お前は本当に大したヤツだ。今までもそう感じていたが、改めて実感する。

　どうでもよさそうに長門はふっと右手を振った。

「今のわたしは神。それから、」

　どこからか取り出した、とんがり帽ぼう子しを被かぶって、

「魔ま法ほうを使う宇宙人」

　神様兼けん魔法使い兼宇宙人なら何でもできそうだ。これ以上四の五の言うのはよそう。

　ここから出られたら長門大社を建こん立りゆうして末代まで奉たてまつってやるよ。

「いらない」

　アキレウス戦死の知らせを受けたギリシャ陣じん中ちゆうに激げき震しんが奔はしった。総大将アガメムノンは顔色を失い、へのへのメネラーオスは何となく呆ぼう然ぜんとしている。ギリシャ勢はショックのあまりか葬儀と並行して追つい悼とうと称しようする競技大会を開いて現実逃とう避ひする有様だ。ただしトロイアサイドも余よ裕ゆうがあるとは言えない。巨きよ大だい台風アキレウス一号の被ひ害がいはそれほど甚じん大だいだったのである。戦争はなおもダラダラと続き、両軍は多大な人的損害をこうむり続けるのだが、特筆すべき死者としてパリスがいた。

　この戦争の根本原因と言える美男子は戦闘の最中に毒矢を受け、そのまま回復することなく死亡したのだった。物語の主人公格としてはあっけない死に様である。そしてその死の影響もほとんどなかった。ヘレネですらどうでもよさそうな顔をしている。実際、偽いつわりの愛はすでに冷めていた。

　終わり時を見失った戦争は意外な、しかし誰だれもが知る形で終結することになる。

　知っている以上、最も早はや古代ギリシャ演劇を半強制的に観劇させられているＳＯＳ団一行というシナリオに従う必要はない。

　俺は俺がやるべき事をするだけだ。長門や古泉と打ち合わせてはいないが、その程度なら俺の一いつ般ぱん人的脳ミソでも読み取れる。

　俺が立ち上がりかけた時、テーブルの上にどこからともなく黄金のリンゴが転がってきて、目の前で止まった。ここに来てパリスの代役をしろとでも言いたいのか知らんが、そんな気にはならないし第一もう付き合いきれん。誰に渡わたすとかそんな話でもない。食えないリンゴに用はない。ハルヒも朝比奈さんも長門も欲しがったりはしないさ。だからこんなものは、

「こうだ」

　俺はリンゴをつかむと後ろに放り投げた。そして席を離れてハルヒの座る玉座へ向かう。

　その椅子いすのレリーフではヘラクレスがライオンと格かく闘とうしている様子がクレイアニメのように蠢いていた。隣となりの座にいる朝比奈さんはハンカチを握にぎりしめるようにして、舞台のトロイア戦争劇に釘くぎ付づけになっている。

　トロイア城じよう壁へきの難なん攻こう不ふ落らくぶりに業ごうを煮にやしたギリシャ軍はついに最後の手段に打って出た。巨大なハリボテの木馬を作り上げると空くう洞どう部分に数十人のギリシャ戦士を潜ひそませて戦場に放置、残りの全軍を乗船させるとそのまま沖おきまで引き揚あげたのである。それを敗北の意思表示と思い込んだトロイアは木馬を戦利品として城内に引き入れる。ヘレネ奪だつ還かんを誰よりも願うメネラーオスも当然その内部で息をひそめていた。

　団長殿どのは猫ねこのような軟なん体たい性を発揮して、豪ごう華かな装そう飾しよく椅子いすにぐんにゃりともたれ掛かかっていたが、俺の落とした影かげに気づいて顔を上げた。

「どうしたの？　キョン」

　ハルヒの指が侍じ女じよの捧ささげ持つ盆ぼんに伸のび、クルミの実を摘つまみ上げて口の中に放り込んだ。

「悪わる巧だくみの相談は終わった？」

「ああ、おかげさんでな」

　朝比奈さんとともに演劇鑑かん賞しように集中してくれてたから、すんなり話がまとまった。

　ハルヒはチェシャ猫のような笑みを浮うかべて、俺を見上げている。

　俺は長門によって一瞬見せられたオーラの幻げん視しを思い起こす。爺じいさんがゼウスとなって止めるように言いに来た謎なぞパワーの奔ほん流りゆうが、心身ともにヘラのコスプレをした団長から今も立ち昇のぼっているのだろう。

　世界を巡めぐっていくたびに増大する力。エネルギーの放射。長門の言うとおりだ、それが何なのか、俺には解わかる気がしている。

　ハルヒの場合、噴ふき出す謎のエネルギーは、そのまま「思い」であり「想い」だ。

　それは俺が今胸に抱いだいているものと同じだろう。なぜだか解らんが、まず間違いないという確信がある。そして意地っ張りのハルヒのことだ、自分から言い出すなんて殊しゆ勝しようなことをせんだろう。ひょっとしたら自分の胸の内に気づいてすらいないかもしれない。

　だから、代わりに俺が言ってやるのさ。

「おい、ハルヒ」

「なに？」

「そろそろ帰ろうぜ。ここは俺たちがいていい場所じゃない」

　俺は──

「帰りたい」

　どんな遊園地やテーマパークやレジャーランドが束になって来たとしても、俺たちが最も楽しんで過ごす場所には敵かなわない。そう、我が北きた高の文芸部部室を中心に巻き起こるスペクタクルに比べたら、ファンタジーも銀河パトロールも西部劇も大航海時代も、ただのバーチャルに過ぎない。俺たちのリアルはここにはない。

　微かすかな衣きぬ擦ずれの気配を感じて自分の手足を見てみると、いつしか北高のブレザー制服を纏まとっていた。これが一番落ち着くな、うん。

　ハルヒは周囲を見回し、それから自分のギリシャ女め神がみ風衣装を見下ろし、瞬間、きょとんとした表情を作ったが、すぐに理解したように頷うなずくと、

「そうね。もう充じゆう分ぶん楽しんだし、帰ったほうがよさそうね」

　満面の笑顔でそう言うと、

「みくるちゃん、有希、帰るわよ！」

「えっ？」と朝比奈さんは没ぼつ頭とうしていた舞台劇から魂たましいを戻もどしたような顔で、

「今いいとこ……続きが気にな……」

　と呟つぶやいていたが、ハルヒと俺の顔を交こう互ごに見て何かを悟さとったように、

「あっ、はい」

　ハルヒは手を翻ひるがえして腕うで時ど計けいを見る。

「もう、こんな時間じゃない。そろそろ日が暮れるわ」

　腕時計？　いつの間にそんなもんを嵌はめてたんだ。

　ハルヒは俺の頭から靴くつ先までを見回して、

「何その格好、気が早すぎるわよ」

　それから長門へ、

「あら、それ」と視線をとんがり帽子に向けて、「やっぱり似合うわね」と言った後、

「魔法使いの使い魔にフクロウはどうなのよ。悪くないけど猫にしなさい」

「ホウ、ホー」

　片かた翼よくを上げて抗こう議ぎするようなリアクションを取る元爺さんはどうでもいい。

「朝比奈さん」

　俺がいち早く制服姿でいるのは、これが一番の理由かもしれない。

　まだ舞ぶ台たいのトロイア戦争劇に心残りがありそうなアフロディーテに、

「ここの飲み物は俺の口に合わないんですよ。お茶がなさそうな時代ですしね」

「はあ」と朝比奈さんは大きな目をパチクリさせた。

「得体の知れない天上の飲み物より、部室で飲む朝比奈さんのお茶のほうが四千倍うまいに決まってます」

　ふわふわ髪がみの可か憐れんな上級生は、一いつ瞬しゆん意表を突つかれたような表情を浮かべたが、たちまち薔ば薇らの花弁が開花するような笑顔となって、

「はいっ！」

　力強く頷き、その時になって初めて、自身が燐りん光こうを発していることに気づいたようで、

「あれっ？　あれっ？　なっ、なんですか？　身体からだがぽかぽかしてきます」

　合計四柱の女神による淡あわい光が輝かがやきを増した。

「どういうことかしらね」とハルヒは目をすがめて、「今なら何だってできちゃいそうな気分だわ。太たい平へい洋ようをジャンプしてアメリカまで行けそう」

　そう、今のハルヒは正しよう真しん正しよう銘めいの神なのだ。おまけに朝比奈さんと長門までそうなのである。ハルヒの無秩ちつ序じよパワーを朝比奈さんが増ぞう幅ふくし長門が制せい御ぎよすれば、不可能なことは何もないように思える。どこの誰かは知らんが、ＳＯＳ団の誇ほこる女性陣じん三人衆に女神役を割り振ふったのはとんだケアレスミスだったな。

「…………」

　長門は輝きを放つ両手のひらを上に向けてじっと見ていたが、ゆるやかに顔を上げ、

「異なる力が加わろうとしている」

　眼力を込めて注視した。三女神を包む燐光にわずかだが別の色が混じり始めている。

　その光は不定形生物のように、じわじわと形を作り上げようとしていた。

　三人の頭上に輪っかが、背中に白い翼つばさが、まるで空間から滲にじみ出すように女神姿に重なっていく。ハルヒたち本人と女神に天使。これも重ね合わせか。

「次の物語に遷せん移いしようとしているのかもしれません」

　古泉がシリアスな口ぶりで、

「急いだほうがよさそうです」

　三大天使なら今度は聖書の中かもな。しかし一神教の天使とギリシャ神話の女神の習合とは、ファンダメンタリストが見たら卒そつ倒とうものの異い端たん的解かい釈しやくだ。

「この世界の創造主なら聖書のそれと違ちがって細かいことは気にしないでしょう」

　どうでもいいんだろうな、結局。人類への気き遣づかいが足りないぜ。

　深夜、寝ね静しずまったトロイアの街の広場。戦利品として陳ちん列れつされていた巨大木馬からギリシャの勇者たちがそろそろと這はい出してくる。トロイアの住人たちはすっかり戦勝気分の宴うたげの後、騒さわぎ疲つかれて今はもう夢の中だ。城内に潜せん入にゆうを果たした決死隊たちは迅じん速そくに行動し、ある者は高所に登って松明たいまつをかざし沖おき合あいの船団に合図を送り、ある者は固く閉ざされた城門を開放し、ある者は放火を、ある者は手当たり次し第だいの虐ぎやく殺さつを、そしてメネラーオスはヘレネのもとへと走っていた。

　惨さん劇げきが始まろうとしている舞台から目を逸そらし、俺は長門を見た。長門は俺を見ていた。

　アイコンタクトが一発で決まり、それでやるべきすべてが理解できた。

「ハルヒと朝比奈さん。ちょっと長門と手を繋つないでくれませんか」

「ＵＦＯでも呼ぶの？」

　ハルヒは茶化しつつ、右手で朝比奈さんの、左手で長門の手を握った。俺は長門の開いている手を取り、左手を古泉の手と重ねる。古泉が朝比奈さんと繋いで、俺たちは輪になった。事前に長門が見せてくれた迸ほとばしるようなエネルギーの奔流を感じ取れるわけではなかったが、俺たち五人を凄すさまじい何かのパワーが取り巻き、渦うず巻まいている予感はあった。

　頭の後ろがチリチリと音を立てているような気がする。凡ぼん人じんの感覚ではその程度だ。

「目を閉じて」

　長門が呟くように言った。

「緊きん急きゆう脱だつ出しゆつの際にどんな光景が広がるか予測できない。視神経および脳組織にいかなる影えい響きようがあるか未知数。発はつ狂きようする恐おそれがある」

　不穏おん当とうなセリフを聞きながら、俺は長門の指示に従う前に劇場へ目を向けた。

　トロイの木馬、トロージャンウイルス。この世界にとって今の俺たちがまさにそれなんじゃないか。これで満足か？　この世界の創造主とやら。

　炎えん上じよう崩ほう壊かいしつつあるトロイア城じよう塞さい都市の中で、メネラーオスとヘレネが感動の再会をしている。しかしお互たがい駆かけよるまではよかったが、その後は微び妙みような距きよ離りを取って、どこか決まり悪そうにしていた。どことなく演劇中にシナリオが突とつ然ぜん変へん更こうになった俳優の演技のような感じだ。本当は再会する予定はなかったのかもしれない。

　俺は二人に声をかける。

「悪いがここらでお開きだ。後は好きにやってくれ。もう自由になっていい頃ころだろ」

　二人は顔を見合わせ、それから揃そろって俺たちのほうを見ると、微笑ほほえみながら遠えん慮りよがちに手を振った。迷いをなくしたように歩み寄ると、そっと寄り添そい合い、抱ほう擁ようし合う。

　まるでハッピーエンドの一コマのように見えた。背景に殺さつ戮りくの嵐あらしと紅ぐ蓮れんの炎ほのおが吹ふき荒あれていなければの話だが。

　右手に感じる長門の細っこい指に、綿わた飴あめを摘まむような力がこもり、俺は目を閉じる。もう片方の手は汗あせばむ古泉の手のひらの感かん触しよくを伝えてきた。

　すぐ近くにいるのに、その声はまるで遥はるか遠くから無む窮きゆうの時を経て伝わってきたもののように感じる。

「ＳＯＳ（ｒ）＋ＳＯＳ（ｆ）＝１の実行プロセスを開始する」

　言葉と同時に俺たちは誰だれでもあると当時に誰でもなくなった。どこにも存在しなくなると同時にあらゆる場所にいた。全知に触ふれた直後にすべてを忘ぼう却きやくした。上じよう昇しようすると同時に墜つい落らくしていた。回転すると同時に静止していた。永えい劫ごうと刹せつ那なは等価だった。目ま蓋ぶたの裏の暗黒に巨きよ大だいな光が急速に広がった。闇やみと光が絡からみ合い、渦うずを巻いて唯ゆい一いつの存在になった。それは一点に収縮し、無限大でもあり無限小でもある何かになった。

　そしてすべてがブラックアウトする瞬間、どこからか誰のものでもない声が──

「──ミッション、コンプリート──」







　出場ゲートから一歩足を踏ふみ出したところで俺は立ち止まった。

「……ん？」

　一瞬、不意に見当識があやふやになり、すぐに現実感覚が戻って来た。

　日暮れの涼すずしげな大気が秋風を運んでくる。上空に広がる茜あかね色いろの空の下、夕日はすでに暗く傾かたむきかけて、日の入りが近いことを告げている。

　背後から流れる「蛍ほたるの光」のアレンジミュージックが背中を押し、遠くからはジェットコースター最終便に乗る客の喚かん声せいが切れ切れに聞こえていた。

　前方を朝比奈さんと肩かたを並べて歩いていたハルヒが振り返り、

「どうしたの？　忘れ物でもした？」

「いや」

　俺は歩き出しながら後ろに目を送った。城を模したような建物の合間に、様々なアトラクション施し設せつの頂上部分が見え隠かくれしている。

　ここは──。

　全国的にはそこまで有名じゃない遊園地とテーマパークのミクスチャーのようなローカル娯ご楽らく施設で、俺たちはそこから出てきたところである。半日もあればすべてのアトラクションを回れる程度の規模だが、意外にもそのどれもが結構なクオリティで、なんだかんだと閉園ギリギリまで居座ることになっちまった。

　で、まあ、何でこんなところに来たかというと──。

　惨さん憺たんたる有様だった映画撮さつ影えいを力ちから業わざで乗り切り、続いてハルヒが一方的に目立つ存在として拍はく車しやをかけることになった文化祭の後、どういう風の吹き回しか、ハルヒが慰い労ろう会をしようと言い出したのだ。

「打ち上げを兼かねて、みんなで遊びに行きましょ！　不思議のことはいったん忘れていいわ。たまには何も考えずにチープな娯楽に浸ひたりましょう！　無礼講よ、無礼講」

　撮影時は、まあ、色々あったからな。こいつなりに気を使っているのかもしれない。そんな配はい慮りよをする精神があるなら、普ふ段だん教室にいるときから発揮しろと言いたいが。

「どこに行くんだ？」との俺の質問には、

「遊園地がいいわ。今度の日曜日、いつものところに集合ね！」

　さっそく配慮の欠片かけらもなく一方的に決めつけ、そして今日という日になって、俺たちは先頭を行くハルヒに引っ張り回されるように、片かたっ端ぱしから遊園地の乗り物に乗っては、テーマパークのアトラクションというアトラクションに参加した。

　実を言うと不覚にもなかなか楽しかった。愛らしい朝比奈さんや寡か黙もくな長門、何かあれば解説したがる古泉、破は天てん荒こうに大おお騒さわぎするハルヒとともに魔ま王おう討とう伐ばつに出かけたり、宇宙海かい賊ぞくと戦ったり、西部劇の世界を追体験したり、サメと戦ったり、スペイン船を襲おそったり、ギリシャ神話の中に飛び込んだりと、思い返してみるとどれも臨場感がすさまじいアトラクションで、そのいくつかは現実としか思えなかったほどだ。最近の遊園地は侮あなどれないな。

「久しぶりに思いっきり遊んだわ」

　ハルヒは伸のびをしながら言った。

「十年分くらい遊び回った気分がする。遊園地なんて、久しぶりだったからかも」

「また来たいですー」

　私服姿の朝比奈さんと肩を並べる後ろ姿は、それだけなら仲のいい姉妹にしか見えなかった。どっちが姉かは言うまでもない。

　俺の右横を歩いていた古泉が、

「遊び疲れるかと思っていましたが、なぜか晴れ晴れとした気分です。妙みような達成感を覚えますね。童心に帰るのもたまにはいい」

　どこか感かん慨がい深げなニュアンスで言うのを聞きながら、もう一度振り返る。

「…………」

　俺の真後ろにいた長門は、なぜか自分の左の手のひらを見つめていた。

　まるでそこに何かが載のっているかのように。しかし俺の目には何も映らない。ただ白い長門の指と手があるだけだ。

　どうかしたかと問いかける寸前、長門がゆるやかに顔を上げ、目が合った。

「…………」

　その目はまるで「何かを忘れている気がするのだが、あなたに心当たりはないか」と言いたげに見えた。

　なぜそんな風に見えるのか謎なぞとしか思えないが、長門が覚えていないものを俺が忘れていないはずはなく、他にも長門に何らかの質問をしなければならないような気がしてはいたものの、言葉にする前に疑問の種は燃え尽つきた蝋ろう燭そくの最後の煙けむりのように消えて行った。

　と、そこで新しい違い和わ感かんを覚えた。

　左手の中に柔やわらかい感触がある。誰かと手を繋いでいる。見下ろすと──。

　俺の妹がいた。右手で俺の手を握にぎり、左手には風船に繋がるヒモをつかんでいる。遊園地からの帰り際ぎわ、マスコットキャラが配っているのをもらった物だ。アニメっぽい画風で何かのキャラがプリントされている。

　妹は俺を見上げると、にへらっ、と笑った。

　妹……？　こいつ、最初からいたっけ？　いや……待てよ。そうだ、思い出した。

　家を出るとき、靴くつを履はいていたら「あたしも行く」と言って俺の脚あしにしがみついてきたのだった。どういうわけか行く先が遊園地だと知っており、なぜ解わかったと尋たずねると、

「有希ちゃんが教えてくれた」とぬかしやがる。しかし、いつどこで聞いたのかという問いには、ちょっと考えて「鳥さんが来た」と思わず熱を測りたくなるような意味不明な証言をした後は、あっけらかんと「覚えてなーい」の一点張りで、そこはどうやら嘘うそではないらしい。鳥云うん々ぬんは寝ねてる最中に見てた夢の話か何かだろう。

　不思議に思うのは後にして、何とか引き剥はがそうとしたが、遊園地欲よくに染まった小学五年生の両手足はまるでコンテナをつかむガントリークレーンのごとしであり、やむなく俺は妹持参で、いつもの場所にきっちり遅ち刻こくして登場することになってしまった。

　ハルヒも朝比奈さんも歓かん迎げいしてくれることは解っていたが、長門に「こいつに遊園地のことを教えたか？」と聞くと、無表情な顔はそのままに、首を傾かしげて見せた。

　そりゃそうだよな。長門がわざわざ妹にＳＯＳ団のレクリエーションの予定を知らせる義理も理由もない。

　妹の歩調に合わせてゆっくりと歩む中、

「キョンくん、おんぶー」

「はいはい」

　なぜ妹の要望にすんなり応じてしまったのか、我ながら謎の心理だ。

　久しぶりに妹の重みを背中で感じながら、これまたなぜか次のこいつの誕生日にはプレゼントを奮発してやらなければならない気がしてならないのだが何でだろう。

　そのまま最も寄より駅へ続く道を歩いている途と中ちゆう、ポケットにカサつくものがあるのを発見し、手を突つっ込んでみると英文が書いてある紙切れが出てきた。

「なんだこりゃ？」

　遊園地の謎なぞ解ときアトラクションで貰もらったキーアイテムか？　しかし変な手て触ざわりの紙だ。

　横から古泉が覗のぞき込み、

「聖書の一節ですね。『ヨブ記』のようですが……」

　一カ所だけアンダーラインが引いてある。

「リメンバーミー？」

　呟つぶやいたところで、この紙切れの入手元に心当たりが蘇よみがえることはなかった。まあ、色んなアトラクションに出入りしたからな、何かの拍ひよう子しに配布物を受け取ったままにしちまったのかもしれん。後で捨てることにして、ポケットに仕し舞まい込む。

「くう」と寝言のような吐と息いきを耳元に感じて横を向くと、妹が本当に寝息を立てていた。

　よくも人の背中でこんなあっさり眠ねむれるものだ。その寝付きのよさに感心していると、視界の端はしを羽ばたきのようなものがよぎった。反射的に目を上げるが鳥の姿はなく、

「どうしました？」

　古泉のセリフと表情から考えて俺の気のせいだろう。そういや羽ばたきの音もしなかったからな。

　それでも何となく空を見上げる俺の視界に、上昇していく風船が入り込んだ。

　すっかり寝入った妹の指からすり抜け、重力のくびきから逃のがれるように、自由になって飛んで行く一つの風船。

　プリントされているのはカートゥーンアニメのキャラみたいにデフォルメされた、男女カップルのイラストだ。

　どこかで見たような気のするキャラだが、名前や素す性じようが喉のど元もとにも出てこない。

　妹の手を離はなれた風船は、頼たよりなげにフラフラと天へ昇のぼっていく。

　角度のせいだろうか、その二人の笑え顔がおはどこか安あん堵どしているように見えた。








あとがき









　子供の頃ころから異常に寝ね付つきが悪く、布ふ団とんを被かぶって目を閉じたらすんなり眠ねむりについたという記き憶おくがほとんどありません。大たい抵ていはまんじりともせずただ目をつむり、寝返りを打ち続ける状態で深夜未明まで過ごし、何時間か経たってようやく意識を失うという、どうも生来の夜行性気質だったようです。そんなわけで少年期の僕は深夜ラジオを友として過ごすことになりました。幸い多チャンネルな地域にいたおかげで退たい屈くつせずに済みましたが、別にショートスリーパーというわけではないので日中は大抵寝不足気味で、かつ寝起きも絶望的に悪く、そのせいかどうか知りませんが、見た夢をけっこう明めい瞭りように覚えていました。

　学生時代の僕には思いついたアイデアやフレーズなんかを片かた端はしからメモする習慣があって、そんな手帳が何冊かあるのですが、無数の駄だ文ぶんの中に、「夢は最もコストパフォーマンスのいい娯ご楽らくである」という貧びん乏ぼうくさい一文があります。当時の僕が見る夢はストーリー仕立てになってるものがちょいちょいあり、目覚めた瞬しゆん間かんに「今のもうちょい見てたかった」と思うものがごくまれにあったので、そんなメモを残したのでしょう。

　残念ながら長じるにつれ夢を覚えていることはほぼなくなり、見ても目覚めてホッとするタイプのものばかりになってしまいましたが、寝付きの悪さのほうはその後も続き、改善したのは比ひ較かく的てき最近です。前作のあとがきに書いたように適当なストーリーを頭の中で転がしていると入にゆう眠みんしやすく、最近の定番は、三千年ぐらい未来の荒こう廃はいした地球を一人の男が延々と歩いているシーンから始まります。人っ子一人いない荒野を黒いフードコートを纏まとった人ひと影かげが黙もく々もくと歩を進める。こいつは一体何者なのか。どこから来てどこに行こうとしているのか。他の人類はどうなってしまったのか。そんなことを考えているといつのまにか寝てます。不眠に悩なやんでいる方はぜひ試ためしてみて下さい。

　本作『涼すず宮みやハルヒの劇場』のａｃｔ．１と２は大昔の「ザ・スニーカー」に「ハルヒ劇場」として掲けい載さいされたものです。元々は三つほどテーマを決め、いとうのいぢさんにイラストを描えがいてもらって、それを元に短編を書くみたいな企き画かくだったと記憶していますが、なんやかんやで長編っぽい形で終着しました。またｆｉｎａｌ ａｃｔ以降の展開に関しては、これもスニーカー文庫三十周年記念号の「ザ・スニーカーLEGEND」に掲載されたハルヒたち三人娘むすめの女神モチーフピンナップイラストに多大なインスパイアを受けており、いつも素す晴ばらしいイラストにお世話になりっぱなしで果てしなく感謝しているのは言うまでもありませんが、今回格段のスーパースペシャルサンクスをいとうのいぢさんに捧ささげる次し第だいです。散々こねくり回していた課題が一つ何とかなりました。多謝です。

　それと素敵な贈おくり物ものを下さいました、涼宮ハルヒシリーズファン一同、の方々（でいいのかな？）にこの場を借りてお礼申し上げます。ありがとうございました。

　そしてもちろん、この小説の編集校正製作流通販はん売ばいに関わっていただいたすべての方々と、手に取ってくれたあなたに無む尽じん蔵ぞうの感激の念を送りつけつつ、それでは、また！
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